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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　目次








第一章　求婚はお断りします？

第二章　専属騎士は奮闘中！

第三章　かけもち生活は絶体絶命!?

第四章　光差す未来

エピローグ　恋と花嫁のはじまり？



　あとがき


電子書籍特典キャラクターラフギャラリー


















[image: 第一章　求婚はお断りします？]




　一日の終わりを告げる茜あかね色いろの光が、きめ細やかなレースのカーテンをすり抜ぬけ、窓まど際ぎわに淡あわい影かげを落とす。

　夕ゆう陽ひを浴びた外がい壁へきが白くなめらかな光こう沢たくを放つことから真しん珠じゆ宮とも呼ばれる王宮の奥深く、国王の婚こん約やく者のために用意された部屋に戻もどってきたルティアは、涼すずやかな白いドレス姿と裏腹に、肩かたで大きく息をしていた。

（きょ、今日もなんとか間に合った……！）

　誰だれも見ていないのをいいことに、額に浮うかんだ汗あせを手で拭ぬぐい、近くのソファーに勢いよく身を投げ出す。同時に、緊きん張ちようの途と切ぎれる音が、プハーッという吐と息いきとなって唇くちびるからこぼれた。

　今までの十六年間を男として──騎き士しルティウスとして生きてきた自分がルティア姫ひめの格好をするようになってから、かれこれ一ヶ月近くが経たつ。

　はじめは近この衛え隊たいの護衛を拒きよ絶ぜつする国王ヴァイスを陰かげから守るため、一時的に彼の婚約者候補を演じるだけの予定だった。それが暇いと乞まごいのタイミングをつかめず、女装姿で護衛を続けているうちに、男装ルテイ姿ウスの方は彼の専属騎士に任じられた。

　王国を守る騎士として、これ以上の名めい誉よはない。本来であれば、その喜びを嚙かみしめ、新たな門出に胸を震ふるわせている──はずだったのに！

（まさか陛下が朝議の席で、ルティア姫私を正式な婚約者にすると発表なさるなんて！）

　今朝の出来事を思い出すと、今でもドッと冷や汗が噴ふき出す。

　ヴァイスの爆ばく弾だん発言のあと、ルティウスとして専属騎士就任の挨あい拶さつをしたけれど、居並ぶ重臣たちに向けて自分がなにを言ったかすら、ろくに覚えていない。その後も政務に励はげむヴァイスの後ろで呆ぼう然ぜんとしている間に陽が傾かたむき、気づけばルティア姫に戻る時間になっていた。

　男であっても女であっても自分を必要としてくれる、ヴァイスの気持ちは嬉うれしい。だけど、騎士と淑しゆく女じよのかけもち生活をこれ以上続けていたら、さすがに二人が同一人物だとばれる！

（ドレス姿で陛下にお会いするのは、今度こそ最後にしよう。私は陛下の騎士として生きる道を選んだのだから）

　決意も新たに、乱れていた息を整えたルティアは、ソファーの上で背筋を正した。「さぁ、来い！」と、決戦前のような心持ちで扇せん子すを握にぎりしめる。

　そうしていると、幾いくばくも経たないうちに、扉とびらをノックする音が部屋に響ひびいた。

「ルティア、入るぞ」

　こちらの返答を待つまでもなく、扉が外から開けられる。

　艶つやのある黒くろ髪かみが視界に入ってきたのを認めて、ルティアはソファーから立ち上がり──驚おどろきのあまり、口をポカンと大きく開けたまま、その場に凍こおりついてしまった。

「へ、陛下!?　そのお姿は──！」

　ついさっき専属騎士ルティウスとしての仕事を終え、執しつ務む室で別れた時とは明らかに違ちがう。ヴァイスはフロイデン王国の守護神である覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイア──二頭の獅し子しが向かい合う刺し繡しゆうの施ほどこされた正装を身に纏まとい、両手に真っ赤な薔ば薇らの花束を抱かかえていたのだ。

　愕がく然ぜんとしているルティアを見て、扉を閉めたヴァイスが愉たのしそうに唇の端はしをつり上げる。

「なんだ？　俺の持ってきた花の名前がなにか気になるのか？　これは薔薇というんだ」

「それくらい私だって知ってます！……って、そうじゃなくて！」

　もはや、どこからどうつっこめばいいのかすら、わからない。棒立ちになっているルティアの前で、ヴァイスがおもむろに片かた膝ひざをついた。

「ルティア・フォン・リリエンタール」

「は、はい!?　陛下、いったいなにを──」

「一度しか言わないから、よく聞いておけ。ルティア、俺はおまえを妃きさきに望む」

「…………！」

　言葉にならない衝しよう撃げきがルティアの全身を襲おそった。朝議の席ですでに一度聞いていたこととはいえ、面と向かって言われると、また違った重みがある。

「ルティア、おまえの答えを聞かせてくれ」

（そんな！　答えと言われたって……）

　ルティアはこみ上げてきた動どう揺ようを隠かくすように、扇おうぎを固く握りしめた。ヴァイスには気づかれないよう、静かに深呼吸を繰くり返し、この時のために用意しておいた台詞せりふを口にする。

「あの、陛下のお気持ちには感謝しますが、私をお妃にすることは正直お薦すすめできません」

「なぜだ？」

「いえ、その、私はたしかに一いつ般ぱんのご婦人方よりも頑がん丈じようでしぶとくできています。ですが、それだけを基準に未来のお妃を選ばれるのは、おやめになった方が賢けん明めいだと思うのです」

「………………？」

　ヴァイスの整った顔が世にも奇き妙みような表情を形作る。ルティアは目の前の不ふ穏おんな気配には気づかず、一人で納なつ得とくして、うんうんとうなずいた。

　王位に就ついて以来、数々の改革を強ごう引いんに推おし進めてきたヴァイスには敵が多い。彼の王おう妃ひとなることは、図はからずも宮きゆう廷てい政治の矢面に立つことを意味する。

（陛下のお妃になられる方は、心身ともに図太くなければならない）

　その点、自分ならちょっとやそっとの襲しゆう撃げきには動じない自信がある。ヴァイスはそこを買って、お妃にと望んでくれたのだろう。というより、それ以外に自分が他ほかの貴婦人たちより優すぐれている点が思い浮かばなかった。

「どうか陛下、お妃を選ばれる際は、頑丈さ以外の面にもご配はい慮りよください」

　精せい一いつ杯ぱいの誠意をこめて進言する。だが、ルティアの切々とした訴うつたえに、ヴァイスはなぜか額を押さえてうつむいてしまった。

「陛下？　いかがなさいましたか？」

「……どうもこうも、おまえという奴やつは、どうしていつもそう斜ななめ上に思考が飛ぶ？　俺が頑丈さだけでおまえを妃に選んだと本気で思っているのか!?」

「でも、それでは他に理由が──」

「理由ならあるだろう？　一番簡単で明快なものが！　おまえが、おまえだからだ！」

「え……」

　思わず首をかしげる。そんなルティアを苛いら立だたしげに見上げ、ヴァイスは根気強く続けた。

「いいか？　したたかな女や、身体からだの丈じよう夫ぶな女なら、探せば他にもいる。だが、おまえみたいな女は一人しかいない」

「私みたいとは──」

「俺の心を預けられる女だ」

　思いがけぬ告白に、呼吸が一いつ瞬しゆん止まりかける。

　大きく見開かれたルティアの目をまっすぐに見つめて、ヴァイスはきっぱりと断じた。

「婚約者候補として最初に出で逢あった時からずっと、おまえは俺のことを信じ続けてくれた。その心に俺も応こたえたい。これからの人生を共に歩みたいんだ」

（……陛下が私のことをそんなふうに想おもっていてくださったなんて……）

　一瞬、この場ですべてを明かしたいという誘ゆう惑わくがルティアの胸をかすめる。

（でも、だめだ）

　フロイデン王国に限らず、どこの国でも、女性が騎士になることは認められていない。病弱な弟のシリルを庇かばって始めたこととはいえ、女である自分が男の振ふりをし、騎士として生きてきたことがばれれば、今まで自分を支えてきてくれた家族たちにまで累るいが及およぶ。

　反対に、護衛のためとはいえ、男であるはずの騎士ルティウスがドレスを着て国王の婚約者を演じていたことが明るみに出れば、この作戦を立案した近衛隊長シュヴァリエに糾きゆう弾だんの矛ほこ先さきが向かうだろう。自分のヘマのせいで、大切な誰かを傷つけるような真ま似ねはしたくなかった。

　なにより騎士ルティウスとルティア姫が同一人物だと気づかれた時点で、ヴァイスのそばにいられなくなる。彼の盾たてになると決めた、その誓ちかいを果たせぬままに。

（それだけは絶対に嫌いやだ！）

　だとしたら、答えは一つしかなかった。

　迷いを断たち切るように、一度ゆっくり目を閉じる。いつも腰こしにはいている剣けんの代わりに、繻しゆ子す張りの扇を胸の前でギュッと握りしめて、ルティアはヴァイスに向き直った。

「陛下のお気持ちはありがたいのですが、やはり私に一国の王妃は務まりません。どうかその地位にふさわしい方をお選びください」

「気にするな。俺だって元は国王なんてガラじゃなかったが、今ではなんとかなっている。おまえも俺の隣となりに立つことで、王妃の位に慣れろ！」

「そんな無む茶ちやな！」

「そうか？　俺は、見込みのない奴には最初からこんなことを言ったりしないぞ？　たとえ俺が不在の間でも、おまえになら安心してこの国を託たくせる。俺はおまえを信じてるんだ」

「…………」

　──どうしてこの国王は、いつも強気で自分勝手なくせに、時々こんなにも心に響く言葉をくれるのだろう？　求められると、応じたくなる。思わずうなずきかけた自分にハッとして、ルティアは慌あわてて首を横に振った。

　国の繁はん栄えいを──なによりヴァイスの幸せを願うなら、自分が彼の妃になるわけにはいかない。

「どうだ、ルティア。心は決まったか？」

　熱を帯びた黒い瞳ひとみが返事を促うながす。ルティアはわずかに痛む心を無視するように唇くちびるを嚙みしめ、その真しん摯しな光と向き直った。

「陛下」

「なんだ？」

「どうかもう一度、よーくお考えください！　この宮廷には陛下がご存知ないだけで、私よりお妃にふさわしい方が大勢いらっしゃいます！……そうですね、たとえばプルーヴェ伯はく爵しやく家のリゼット姫ひめなどいかがでしょうか？」

　ヴァイスの目が胡う乱ろんげに細められる。ルティアは気づかず、熱心に説明を続けた。

「リゼット姫は儚はかなげな印象の美人ですが、実はとても気き丈じような方で、彼女の兄上が落馬事故に遭あわれた時には、従者たちに向けて的確な指示を飛ばしたと伝え聞いております。他にはレニエ子し爵しやく家のヴァネッサ姫もお薦めです。彼女は宮廷だけでなく、町の流行にもとても敏びん感かんで──」

「ちょっと待て。さっきから聞いていれば、おまえ、宮廷の女たちについて俺よりはるかに詳くわしくないか？」

「それはもちろん！」

　伊達だてに「近この衛えの双そう華か」と呼ばれてはいない。同どう僚りようのラッツと剣の手合わせをする際、応おう援えんに来てくれた貴婦人たちの顔と名前は全員しっかり記き憶おくしている。

　ルティアはついそのことを話しそうになって──慌てて口をつぐんだ。

（いけない！　今の私はルティア姫。地方から出てきたばかりの伯はく爵しやく令れい嬢じようで、宮廷の内情には詳しくないはずなのに！）

　ヴァイスはなにも言わない。代わりに、じとっと重たい視線が顔に注がれるのを感じる。

　ルティアの背筋を生ぬるい汗あせが伝い落ちた。

「ホ、ホホ……今のお話はすべてルティウス様に教えていただきましたの。宮廷には素す晴ばらしいご婦人方が大勢いらっしゃるから、会える日を楽しみにしておけって」

「そうか、それはよかったな。だが──」

　ヴァイスが言葉の途と中ちゆうで立ち上がる。ビクッとあとずさったルティアの手をつかんで、彼はどこか怒おこったような口調で続けた。

「おまえが誰だれと会って話をしようが、俺には関係ない。だが、だからといって、どうして好きな女の口から、別の女の紹しよう介かいをされなければならないんだ!?」

「………………へ？　好き？」

　ルティアの思考が一瞬、止まりかける。

（なんか今、奇妙な単語が聞こえた気がしたけれど……気のせいか？）

　キョトンとしているルティアの鼻先に、ヴァイスが苛立たしげに指をつきつけて言った。

「いいか、ルティア。どうやらおまえは本気で理解できていないようだから言っておくが、俺は一人の女としても、おまえが欲しいんだ。この意味、さすがにわかるよな？」

（私が欲しい……って、え？　ええっ!?　騎き士しではなく、女性として!?）

　今までの人生を男として生きてきたルティアにとって、にわかには信じられない話だった。

　からかわれているのではないかと思って、笑い飛ばしそうになる。だけど、自分を見つめるヴァイスの瞳は真しん剣けんそのもので、冗じよう談だんを言っているようにはとうてい思えない。

（…………本気か？　陛下は本当の本当に本気で、私のことが好きなのか？）

　貴婦人から愛の告白を受けたことなら幾いく度どもある。だけど、女性として好かれるなんて生まれて初めての経験だった。というより、そんな日が来るなんて考えたことすらなかった。

「ルティア」

「はひっ!?」

「おまえは俺のことが嫌きらいか？」

「き、嫌いなんて……！」

　そんな訊きき方、ずるい。

（私が陛下を嫌いなはずないじゃないか！）

　頰ほおが、首筋が、指の先までもが、ヴァイスに見つめられるだけで熱を帯びていくのを感じる。どう反応したらいいかわからず、扇おうぎを握にぎりしめ、うつむきかけたルティアの頰を、不意に伸のびてきたヴァイスの手が横にギューッと引っ張った。

「へ、へいひゃっ!?」

「そんな顔をするな。俺はおまえを困らせたくて求きゆう婚こんしたわけじゃない。一国の王おう妃ひになれと言われれば、誰だって最初は戸と惑まどうだろう。だが、俺はおまえをあきらめる気はないからな。覚かく悟ごしておけよ」

　それは力強い宣言と裏腹に、ひどくやさしい響ひびきを帯びた声だった。

「おまえがその気になるまで、この薔ば薇らは預かっておく。花の季節は短い。一番美しい時を逃のがすなよ」

　突とつ然ぜんの動どう悸き、めまい、息切れで動けずにいるこちらの頰を最後にそっとなでて、ヴァイスは花束を持ったまま部屋を出て行った。

　パタンと乾かわいた音を立てて扉とびらが閉まる。その音で我に返ったルティアは、ムズムズと湧わき上がってくるこそばゆい想いに耐たえきれず、頭を抱かかえて近くのソファーに倒たおれこんだ。

（頼たのむから待ってくれ！　まさか陛下が私のことをじょ、じょ……女性として好きだなんて！）

　冷静に考えてみれば、婚こん約やく者候補として王宮に上がった以上、ヴァイスがルティア姫のことを女性として見ていたのはごく自然な反応だ。男だと思われていたら、それこそ困る。

　とはいえ、騎士として生きることを誓った自分が、その主君の恋れん愛あい対象になる日が来るなんて、ルティアにとっては天変地異にも等しい衝しよう撃げきだった。

（陛下にお仕えするためには、騎士ルティウスで在り続けなければならないのに！）

　突然の告白に、嫌だという感情はなかった。ただ初めての経験に対する戸惑いと、ざわざわとした言いようのない想いが胸の奥底からこみ上げてくるのを感じる。

（落ち着け、自分。こういう時はまず深呼吸だ）

　コルセットで覆おおわれた胸むな元もとに手を当て、スーハーと深い呼吸を繰くり返す。しかし、いつまで経たっても胸の動悸は消えてなくならない。それどころか、ヴァイスの言葉を思い出すたび、全身が甘くうずくのを感じて、ルティアは途と方ほうに暮れた。

（私はいったいどうしてしまったんだ!?　せっかく念願の専属騎士になれたのに、こんな状態では、明日あしたからの業務に差し障さわりが出るぞ！）

　どれだけヴァイスに求められようとも、ルティア姫としてそばにいられる時間には限りがある。それならせめて、ルティウスとして彼のために全力を尽つくしたかったのに……。

（よし、今日はもう寝ねよう！　こんな時はろくな考えが浮うかばないから、一度寝るに限る！）

　ルティアは勢いよくソファーから起き上がると、続き部屋に移動し、最近ようやく着慣れてきたネグリジェにさっと袖そでを通した。騎士としての訓練を受けてきたおかげか、いつもなら、どんな場所でも即そく座ざに眠ねむることができる。だけど、この日だけは違ちがった。

（ルティア姫は今日で廃はい業ぎようにするつもりだったのに、またタイミングを逸いつしたな……）

　固く閉じた瞼まぶたの裏にヴァイスの顔が浮かぶ。彼の真摯な眼まな差ざしを忘れることができず、ルティアはこの日、明け方近くまで意識を手放すことができなかった。
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　ルティアがベッドの中で悶もん々もんと悩なやんでいる頃ころ、隣りん室しつに戻もどったヴァイスはバルコニーの手すりに上半身を預け、眼下の港から聞こえてくる潮しお騒さいに耳を傾かたむけていた。

（いったい俺のなにがいけなかったんだ？　正式な求婚の手順を踏ふんだというのに）

　答えの見つからないもどかしさから、手すりの上に置いた手を強く握りしめそうになって、ヴァイスは慌てて動きを止めた。

　ゆっくりと掌てのひらを広げる。そこにあったのはチェスの駒こまだった。

　昨夜ゆうべ、ルティアの従弟いとこであるシリルのもとを訪ねてチェスの勝負を挑いどんだ。その際、「ルティアをもらう」という宣戦布告と同時に、勝利の品としてもらい受けてきたのだ。月明かりを受けて白く輝かがやく、その姿は誇ほこり高い女王クイーンの横顔を描えがいている。

（あいつは俺の婚約者候補として宮きゆう廷ていに上がったはずだよな？　なのに、今いま頃ごろになってなにをためらう？　シリルの奴やつに、なにか吹ふきこまれたのか？）

　あの腹黒で従姉いとこ大好きな少年伯はく爵しやくなら、ありとあらゆる手段を駆く使しして邪じや魔まをしてきそうだ──と納なつ得とくしかけて、ヴァイスは首を横に振ふった。

　たしかにシリルの動向には注意が必要だが、相手はあのルティアだ。最愛の従弟になにか言われたところで、自分の意志を曲げることはないだろう。というより、それ以前に──、

（あいつが戸惑っているのはこの国の王妃になることよりも、俺に好きだと言われたこと自体のような……今さらあいつ、俺を男として見たことがなかったなんて言わないだろうな？）

　自らの推測になんとも言えないやるせなさを覚えて、ヴァイスは落ちてきた前まえ髪がみをくしゃっとかき上げた。

（一応あれでも淑しゆく女じよの端はしくれのくせに、女扱あつかいされることに慣れてないのか？　まるで今までの人生を性別に左右されることなく過ごしてきたような……って、まさかな）

　頭をよぎった馬ば鹿かげた想像を、ヴァイスは一いつ笑しように付した。

　ルティアとルティウスの顔が重なって見える。従兄妹いとこたちの中でも特によく似た外見の二人だが、ルティウスの表情や仕草は完全な騎士のものだったし、第一、怪け我がした彼を見み舞まった際、その場にルティアもいた。同じ人間が同じ時間、同じ場所に二人も存在するはずがない。

（ルティアとルティウス、俺は二人とも欲しいんだ）

　手の中につかんだ女王クイーンの駒から目線を遠く、東の海へと転じる。

　王都に面した湾わんの端はしから東へつき出た岬みさきの先に、一つの墓が佇たたずんでいた。まだ新しく、光こう沢たくのある黒い石の表面には、その下に眠る者の名前だけが刻まれている。それは自分のためにすべてを捧ささげてくれた友──グラナードのものだった。

　友の死後、周りがすべて敵に思えていた自分に、ルティアは人を信じる心地ここちよさを思い出させてくれた。欠けていた心の隙すき間まを埋うめてくれた。

（俺はもう二度と失いたくないんだ、大切な者たちを……）

　女王クイーンの駒を両手で包み、祈いのるようにして額に押し当てる。そこに臣下たちから恐おそれられる王者の気き迫はくはない。一人の男として悩み、惑まどう姿を頭上の月だけがいつまでも眺ながめていた。
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　フロイデン王国において、広大な演習場を要する近この衛え隊たいの官舎は、王宮から歩いて十分ほど離はなれた庭の中央に位置する。その中でも一番奥の、近衛隊長に与あたえられた執しつ務む室の中。

　赤と黒、豊穣神ルテイアと覇王ルテイ神ウスを示す二頭の獅し子しが描かれた王国旗の下で、近衛隊の制服を着たルティアは同どう僚りようのラッツと共に、隊長であるシュヴァリエと向かい合う形で執務机を囲んでいた。

　朝一で従卒に淹いれてもらったコーヒーのカップを机に置き、一度大きく息を吸う。

「というわけで、私は昨夜、陛下に求婚されました」

「…………はぁっ!?」

　ルティアが真面目まじめな顔つきで告げた台詞せりふに、ラッツが飲んでいたコーヒーを盛大に吹き出す。

「ラッツ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「これくらいのことで動どう揺ようするなんて、おまえもまだ青いな」

「隊長、なに吞のん気きなこと言ってるんですか!?　だって、きゅ、きゅ……求婚ですよ！」

「『ルティア姫ひめ』は陛下の婚約者なんだから、求婚されたっておかしくないだろう？」

「それはそうですけど！　でも……！」

　どんな報告を受けたところで、シュヴァリエの表情は微み塵じんも揺ゆらがない。冷めた青い隻せき眼がんを向けられ、ラッツは朱しゆ色いろの猫ねこっ毛をもどかしげにワシャワシャとかきむしった。

「化け粧しようとドレスのおかげで、かろうじて女っぽく見えてますけど、ルティウスは男ですよ!?　男と女両方の姿を見ているのに、その正体に気づかないなんて……陛下は鈍にぶいんですか？」

　最後の方だけ小声になったラッツが深刻そうな顔つきになる。

　ヴァイスには悪いけれど、この時ばかりはルティアも彼を擁よう護ごする気になれなかった。

（そうなんだよな。ルティウスとしての素す顔がおを見られた時、私もばれることを覚かく悟ごしたのに）

　騎き士しルティウスとルティア姫の関係を疑うどころか、男としても女としても自分を欲ほつしてくれた。あれほど用心深く、洞どう察さつ力に優すぐれている国王の行動とは思えない。

「まさか陛下は俺たちのことを泳がせておいて、動かぬ証しよう拠こを捉とらえたのちに罰ばつせられる気ではないでしょうか？」

「待て、ラッツ。陛下はそんな方ではない」

　出で逢あったばかりの頃、誰だれも信用せず、寄せつけようとしない国王のことを、ルティアも疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれた暴君のように感じた。しかし、その裏には親友を何者かに殺されたという悲しい過去があったのだ。彼は理由もなく人を疑い、貶おとしめるような人間では決してない。

「ルティウス、おまえが陛下を尊敬しているのはわかる。だけど、それなら陛下はなにを思って、女装姿のおまえに求きゆう婚こんしたんだ？」

「それは……」

　自分がヴァイスの過去をみだりに話すわけにはいかない。でも、適当な言い訳でラッツが納得してくれるとも思えない。ルティアが言葉に窮きゆうした、その時、今まで黙だまって自分たちのやり取りを眺めていたシュヴァリエが、おもむろに口を開いた。
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「心配するな、二人とも。俺が思うに、陛下は本気でルティウスの正体に気づいていない」

「え？」

　部下たちの意外そうな視線を受け、シュヴァリエがたくましい肩かたをフッとすくませる。

「今回はどうやら人間の思い込みというやつに助けられたようだな」

「男が──よりにもよって近衛隊の騎士が、女の振りをするはずがないという先入観ですか？」

「それもあるが、より重要なのは、陛下がルティウスとルティアの二人と同時に会ったことがあるという事実だ」

「……あっ！」

　ルティアは思わず叫さけんで、同じように意表をつかれた顔をしているラッツと目を見合わせた。

　あれはヴァイスの専属騎士に任命される二日前のことだった。武器庫で負傷したルティウスを見舞うため、ヴァイスが実家の伯爵家にやってきた。その時、ルティウスとして応対したのは、顔を包帯でグルグル巻きにされた弟のシリルだったけれど、ヴァイスはルティウスとルティアも含ふくめた三人で会話をしたと信じている。

　ルティアの推測を肯こう定ていするようにうなずき、シュヴァリエは淡たん々たんとした口調で続けた。

「人間の思い込みというやつは意外と厄やつ介かいでな。『こちらが従兄いとこです』と紹しよう介かいしているルティア姫が、当のルティウス本人だとは普ふ通つう思わない。三人で会ったあの瞬しゆん間かんから、陛下の中でルティウスとルティアは別個に存在する人間として認にん識しきされるようになったんだ。だが、この思い込みも永遠には続かない。たとえ小さくとも、胸につかえるような違い和わ感かんが積み重なれば、やがて真実に辿たどり着くだろう。だから、ルティウス」

「あ、はい！」

　考えこんでいたところを急に呼ばれて背筋を正す。表情を引き締しめたルティアのことを、シュヴァリエはめずらしく真剣な顔つきで見つめて言った。

「おまえは陛下の専属騎士として生きる道を選んだ。その心に偽いつわりはないな？」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる。

　きっとシュヴァリエは言いたいのだろう。今ならまだ引き返すことができる、と。しかし、ルティアの心は決まっていた。

「私は騎士として、陛下に一生お仕えする所存です」

「そうか。ならば、次に自分が取るべき行動もわかっているな？」

「……ええ。これ以上ルティア姫としておそばにいたら、私が騎士ルティウスだと気づかれるのも時間の問題です。そうなる前に、陛下との距きよ離りを徐じよ々じよに空けていき──最後には消えます」

「上出来だ」

　シュヴァリエが満足そうにうなずく。

　自分が口にした台詞を、ルティアはどこか遠い出来事のように感じていた。

　すべてが元に戻もどるだけだ。なにも変わらない。ルティア姫は最初から存在しなかった者として扱あつかわれ、ルティウスは騎士本来の道を歩む。

（そう、今までルティア姫として陛下と一いつ緒しよに過ごした時間の方が異常だったんだ）

　胸の奥底にわだかまる寂さびしさを打ち消すように、腰こしにはいた剣けんの柄つかをギュッと握にぎりしめる。しかし、すべてを受け入れたルティアと反対に、慌あわてた声を上げたのは、意外にも隣となりに座っているラッツの方だった。

「ちょっと待ってください、隊長！　いずれ消えるなんて、そんな悠ゆう長ちようなことを言ってる場合じゃないですよ！」

「なぜだ？　この状じよう況きようでルティア姫が急にいなくなったら、そっちの方が問題だろう？　あの陛下の性格だ。絶対俺たちに捜そう索さくを命じるぞ」

「そうかもしれませんけど、でも……」

　なぜか下を向いて、ゴニョゴニョと気まずそうに口ごもる。そんなラッツを見て、シュヴァリエがプッと小さく吹ふき出した。

「なんだ、ラッツ。陛下とルティウスが道を踏ふみ外すところでも想像したのか？」

「…………っ!?」

　ラッツの顔が瞬しゆん時じに赤くなる。彼は意味がわからず、ポカンとしているルティアの顔を指さし、怒おこったような口調で叫んだ。

「ご覧の通り、ルティウスには色気のかけらもありません！　ですが、万が一陛下が、その、ルティウスに迫せまられるようなことがあったら、どう責任を取られるつもりですか!?」

（……あ、そういうことか）

　そこまで言われて、ルティアにもようやく事情が飲みこめた。だけど、共感はできなかった。

　ちょっと悩なやんだ末、いきり立っている同僚の肩に横からポンと手を置く。

「私のことを心配してくれてありがとうな、ラッツ。だが、安心しろ。深窓の令れい嬢じようじゃあるまいし、私も腕うでっ節ぷしでは陛下に負けない。なにかあった時の対処法くらい心得ている」

「陛下の専属騎士が物ぶつ騒そうなことを言うな！　というか、それ以前にそんなことをしたら、ルティア姫の正体がルティウスだと一発でばれるだろう!?」

「……まぁ、それもそうだな」

　ラッツがげっそりとした顔で頭を抱かかえる。だけど、それなら自分にどうしろと言うのだろう？

（いくら私のことを、まぁ、その……女性として見ていらっしゃるとはいえ、この私相手に、妙みような雰ふん囲い気きになることもないと思うが）

　いつまで経たってもピンとこないルティアと対照的に、ラッツは自分の身を本気で案じているらしく、苛いら立だたしげに机の端はしを指でたたいている。その様子に、ルティアは悪いと思っても、つい口元がほころぶのを止められなかった。

（ラッツは本当にいい奴やつだよなぁ……）

　昔からのつき合いとはいえ、ここまで親身になって相手のことを考えるなんて、普通はできない。さすが自分の親友だ。

　ルティアが妙に和なごんでいると、気づいたラッツが不ふ機き嫌げんそうにこちらを睨にらんできた。

「ルティウス、おまえ、なに笑ってんだよ？　俺は真しん剣けんに話してんだぞ！」

「わかってる。だけど、そこまで心配してもらえるなんて、なんだか嬉うれしくてな。おまえのそういうところが、私は好きだぞ」

「なっ……!?」

　ラッツの表情が凍こおりつく。

（ん？　どうかしたか？）

　首をひねっているルティアの耳に、シュヴァリエがこみ上げてくる笑いを嚙かみ殺しながら、パンパンッと手をたたく音が聞こえた。

「二人とも仲が良いのは結構だが、もうすぐ朝議の時間だ。じゃれ合うのもその辺にしておけ」

「じゃ……って、誰だれがですか!?」

　耳までまっ赤になったラッツが執しつ務む机を勢いよくたたく。カップの中のコーヒーが今にもこぼれそうなほど大きく揺ゆれたが、シュヴァリエは気にせず、不思議そうにしているルティアに向かって、机越ごしにくいくいと手招きをした。

「俺はそこまで心配していないが、万が一に備えて、おまえに魔ま法ほうの言葉を教えておいてやろう。いいか、ルティウス。もし陛下に迫られるようなことがあったら、こう言うんだ」

　近づけた耳元でシュヴァリエがささやく。その言葉にルティアは目を丸くし、隣に座っていたラッツは絶望的な面おも持もちで天てん井じようを仰あおいだ。
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　朝議が目前に迫ったことを受け、ラッツはルティウスと一緒にシュヴァリエの執務室を出た。だが、近衛隊の連隊長として行動をよく共にしていた頃ころと異なり、今日は向かう先が違ちがった。

（俺はまず演習場で、第一連隊の奴らと顔合わせをする必要があるな）

　ルティウスと反対に向かって官舎の廊ろう下かを歩きながら、ラッツは手元の書類に視線を落とした。そこには近衛隊の第一連隊に所属する騎き士しの名が連ねられている。ルティウスが国王の専属騎士になったことを受け、元々自分が指揮していた第二連隊に加え、彼が受け持っていた隊の面めん倒どうも見なければならなくなったのだ。

　ラッツは騎士たちの名前を一人ずつ口に出して読みながら、ふと途と中ちゆうで足を止めた。

「ルティウス、ちょっといいか？　おまえの隊のことで、聞いておきたいことがあるんだ」

　今まさに官舎から出て行こうとしていた同どう僚りようを追い、その腕を引き留める。クセのある白金の髪かみが間近でふわりと舞まって振ふり返った。その瞬間、ラッツはギョッとして飛び退のいた。

　さっきまでコーヒーの匂においに紛まぎれていたせいで気づかなかったが、スッキリとした爽さわやかさの中にも、ほのかな甘さを漂ただよわせている、この香かおりは──！

「ルティウス、おまえ！　男の格好をしてる時も香こう水すいをつけてるのか!?」

「は？　まさか。そんな趣しゆ味み、私にはないぞ」

　ルティウスが笑いながら手を振って否定する。その直後、整った顔から笑えみが消えた。

　制服の袖そでを顔に近づけたルティウスもまた、こちらの指し摘てきしている香りに気づいたらしい。

「ルティア姫ひめからルティウスに戻る前に水浴びをしたんだが……同じ部屋に服を掛かけていたせいで、匂いが移ったのかもしれないな」

　まさか朝議の場に、制服の上着なしで赴くわけにはいかない。思いがけぬ事態に直面し、ルティウスの眉まゆ尻じりが困ったように下がる。

　このまま放っておいても構わない。自分がライバルの手助けをしなければならない理由なんてないのだから。だけど──、

（あー、もう！　いつも女の前では完かん璧ぺきな貴公子を演じているくせに、なんで昔からこういうところは抜ぬけてるんだよ!?）

　わずかに悩んだ末、「これは不ふ可か抗こう力りよくだ」と自分に言い聞かせながら、制服の上着を脱ぬぐ。こちらの意図がわからず、キョトンとしているルティウスの手に、ラッツは自分の上着を押しつけた。

「今日は俺の制服を着ていけ。こういう小さな違い和わ感かんが積み重なったせいでおまえの正体がばれたら、俺たち近衛隊だってただじゃ済まないんだからな！」

　わずかに目を逸そらしながら告げた台詞せりふに、ルティウスの顔がパーッと嬉しそうに輝かがやくのが気配でわかった。

「ありがとうな、ラッツ！　この借りは必ず返すぞ！」

「そんなものいらない！　これは近衛隊のためにやってることなんだから、勘かん違ちがいすんなよ！」

「わかった。じゃあ、そういうことにしておく！　でも、おまえだって一日上着なしというわけにはいかないだろうし……そうだ！　今日は私のやつを着ておいてくれ」

「え……」

　ルティウスがにっこり笑って上着を脱ぐ。紺こん地じに銀の刺し繡しゆうが美しい制服を渡わたされた瞬しゆん間かん、ラッツは頰ほおがカーッと熱くなるのを感じた。

（な、なんだよ、この匂い！）

　男臭くさい自分や同僚たちの制服とは明らかに違う。

（ルティウスの奴、女装を始めてから妙に女っぽくなり過ぎてないか!?）

「じゃあな、ラッツ！　またあとでな」

　さっぱりとした口調はいつもと変わらない。渡された上着をためらうことなく羽織り、ルティウスは颯さつ爽そうとした足取りで官舎を出て行ってしまった。

　残されたラッツは、その後ろ姿をまともに見送ることすらできなかった。

（しっかりしろ、自分！　あれでもあいつはれっきとした男なんだぞ？　俺に陛下と同じ趣味は断じてない！）

　自分がルティウスのことをなんとも思っていない証しよう拠このように、渡された制服に袖を通そうとする──が、彼の女装姿が脳のう裏りをちらついてしまって離はなれない。

　結局ラッツはこの日、どうすることもできず、上着なしで一日を過ごす羽目になった。
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　その日の朝議は、アランス王国の使者を迎むかえるための式典をどう進めるかという議論に始まり、同国との交易内容を再確かく認にんすることで終わった。

（やっぱり朝議の席は緊きん張ちようするな）

　まもなく昼にさしかかるという頃、ヴァイスの後ろについて彼の執務室に戻もどってきたルティアは額に浮うかんだ汗あせを拭ぬぐい、フーッと細く長い息を吐ついた。

　ヴァイスの専属騎士である自分の評価は、そのまま主君の評価につながる。彼の施し政せいに対して好意的とは限らない重臣たちの前で、隙すきを見せるわけにはいかなかった。

（今日の私の行動は、騎士としては問題なかったはずだ。上着もラッツと代えてもらったし）

　姉のファビエンヌが纏まとう香水の変化にはすぐに気づいても、自分の匂いにはあまり意識が向かないものらしい。あの時、ラッツに香りを指摘されなかったらと思うと、ゾッとする。

（私とルティア姫のつながりを感じさせるものは、徹てつ底てい的に排はい除じよしなければならないのに！　まさかまだ香りが残っていたりしないよな？）

　心配になって、制服の袖をクンクンかぐ。すると、少し離れた場所から「おい」という低い声が上がった。

　ハッとして顔を向ける。声の主はヴァイスだった。執務机に肘ひじをつき、怪け訝げんそうな顔でこちらを眺ながめている。

（いけない！　重臣方だけでなく、陛下にも注意しなければならなかったのに！　今の私は騎士ルティウスだ。だとしたら、こういう時の反応は決まっている）

　ルティアは自分を落ち着けるように深く息を吸うと、ヴァイスの前に進み出て優ゆう雅がに頭こうべを垂れた。

「見苦しい姿をお見せしてしまい、申し訳ございません。この夏の陽気で汗ばんでいないか、心配になったものですから。陛下の専属騎士ともあろう者が、だらしない身なりをしているせいで、主君であるあなたの評価まで落とすことになってしまっては大変です」

　最後にゆっくりと顔を上げ、宮きゆう廷ていの貴婦人たちに接する時のようにやわらかく微ほほ笑えむ。

　ヴァイスはなにも応こたえなかった。漆しつ黒こくの瞳ひとみがまじまじと自分を見つめる。

（ど、どうした？　私はなにかまずいことをしてしまったのか？）

　やっぱりヴァイスには、その場しのぎの誤ご魔ま化かしなんて通用しないのかもしれない。とはいえ、今さら退くこともできず、笑みの下で冷や汗をかいているルティアを前にして、ヴァイスが深々とした吐と息いきをついた。

「すごいな、ルティウス。今の一いつ瞬しゆんだけで、おまえが宮廷の女たちから『王子様』ともてはやされている理由がよくわかったぞ。おまえはルティアに似ているが、それ以前にヴァルナーレ公こう爵しやく夫人の弟なんだな。その優雅さは、あいつにはないものだ」

「…………お褒ほめにあずかり、恐きよう縮しゆくです」

　言葉だけ聞いていれば好印象のはずなのに、全然嬉うれしくないのはなぜだろう？

（いや、ルティア姫とルティウスが同一人物だと気づかれるわけにはいかないから、これでいいんだけど……）

　どうにも釈しやく然ぜんとしないものを覚えているルティアを眺めて、ヴァイスが「ふーん」と興味深そうに顎あごをなでる。

「浮かない顔をしているな。弟のシリルと同じで、従妹いとこのことを俺にあれこれ言われるのは、やはりおもしろくないか？　だが、あいつを貴婦人と呼ぶのはさすがに無理があるぞ」

（………………えーと。こういう場合、私はどう反応すればいいんだ!?）

　素す直なおに同意するのもルティウスとしてはどうかと思うし、ルティア姫の未熟さは誰だれよりも身に沁しみてわかっている。うなずくことも首を横に振ることもできず、黙だまりこんでしまったルティアを見上げて、ヴァイスがフッと小さく笑った。

「気にするな。最初から俺はあいつに淑しゆく女じよらしさなんて求めていない。ルティアと親しいおまえのことだ。俺が昨日、求きゆう婚こんした話はもう聞いているだろう？　俺は他ほかの女にはない、あいつのまっすぐさに惹ひかれたんだ」

（陛下……）

　ヴァイスの告白に、ルティアは胸の奥がじんと熱くなるのを感じた。自分に向けられた漆黒の眼まな差ざしは、冷れい徹てつな国王のものと同じには思えない。穏おだやかでやさしい光を宿している。

　ただ、自分だけに見せるその顔を前にしても、今日のルティアは素直に喜べなかった。ヴァイスの目は騎き士しルティウスではなく、その背後に映るルティア姫の影かげを追っている。

　ここまで望まれるルティア姫が少しだけ羨うらやましかった。自分自身に嫉しつ妬としたって、なにも始まらないのに……。

　ルティアは心を整理するように頭かぶりを振ると、ヴァイスの前で勢いよく片かた膝ひざをついた。

「陛下！」

「…………な、なんだ？」

　椅い子すの上でわずかにのけぞったヴァイスを見上げ、きっぱりと告げる。

「ルティアにはまだ及およばないかもしれませんが、私はあなたの騎士です。必ずや、そのお心にかなう働きをしてみせましょう」

　──しん、と重たい沈ちん黙もくが部屋を覆おおう。ヴァイスの顔がわずかに下を向いた。

（あれ？　もしかして陛下は、私の忠誠心には期待なさっていないのか？）

　精せい一いつ杯ぱいの誠意を示したのに、ヴァイスにとっては余計なお世話だったのだろうか？　切なさと気まずさが入り交じって、今の告白をなかったことにしたくなる。

　このあとなにを言ったらいいかわからず、ルティアが焦あせっていると、不意にクックッと低い笑しよう声せいが部屋を満たした。

　見ると、額を押さえたヴァイスが肩かたを震ふるわせながら笑っている。

「陛下？」

「悪いがルティウス、さっきの発言を訂てい正せいさせてくれ。やっぱりおまえはヴァルナーレ公爵夫人の弟である以前に、ルティアの従兄いとこなんだな。あいつと同じまっすぐな目をしている」

「…………っ!?」

　ドキッと跳はねた心臓を、ルティアは制服の上から反射的に押さえた。

　ヴァイスが微笑む。その笑えみはルティ自ウス分に心を許してくれたようで嬉しかったけれど──、

（ここで喜んでちゃだめだろう!?　しっかりしろ、自分！）

　ルティアの内心の葛かつ藤とうには気づかず、ヴァイスは笑いを引っこめると、机から立ち上がった。

「ルティウス、おまえの忠誠心はこれからじっくり見せてもらうこととして、まずは日々の政務をこなす必要がある。次の予定はたしか典礼省との打ち合わせだったな？」

「はい。十一時から、長官のカミーユ様が黒くろ真しん珠じゆの間でお待ちです。本日中に、アランス王国の使者を招いた晩ばん餐さん会で使う陶とう器き類と食事のメニューを決める必要があると伺うかがっています」

「そうか、その打ち合わせがあったな……」

　婚こん約やく者の姫ひめとしては至らぬ点ばかりでも、騎士としてはぬかりない。テキパキとしたルティアの受け答えに、ヴァイスがなぜか苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような渋しぶい顔つきになる。

（アランス王国の接待には乗り気でいらしたのに、どうしたのだろう？　夜会の開かい催さいを税金の無む駄だ遣づかいだとおっしゃっていたのと同じように、本当はこういう会もお嫌きらいなのか？）

　疑問に思って、問い質ただそうとする。その前に、ヴァイスは扉とびらに向かって歩きだしていた。

「ルティウス、昼前にさっさと一仕事片づけるぞ」

「え？　あ、はい！」

　ヴァイスの真意はわからない。だけど、まずは専属騎士としての役目を果たすべく、ルティアは主あるじのあとを追って急いで部屋を出た。




　　　　[image: ]




　王宮内に数多く存在する広間の中でも、黒真珠の間は特に外交の場としてよく利用される。華はなやかな祝しゆく宴えん向きの海の間と異なり、派手な色をあまり使わず、全体を白と黒の落ち着いた内装でまとめた室内は、まさに腰こしを据すえて話し合いをするのに適した空間だった。

　ビロードの赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた階段を下り、大理石の廊ろう下かをヴァイスの後ろに従って進む。その途と中ちゆうで、ルティアはふと眉まゆをひそめた。

　廊下の先には重じゆう厚こうな黒い扉と、それを守るようにして立つシュヴァリエの姿があった。

　そこまではいい。けれど、ルティアの耳は扉とびら越ごしに、貴婦人たちのキャッキャとはしゃぐ声をとらえていた。その響ひびきは、演習場でラッツと剣けんの手合わせをしている時のものに近い。

（中では、典礼省の文官たちが打ち合わせの準備をしているはずじゃなかったのか？）

　広間に近づくにつれ、元々不ふ機き嫌げんそうだったヴァイスの顔つきが一段と険しくなっていく。

「陛下、お待ちしておりました」

　扉の前に来たところで、シュヴァリエが敬礼をした。ヴァイスはムスッと口を引き結んだまま小さくうなずくだけで、なにも答えない。

「隊長、打ち合わせに変へん更こうがあったのですか？」

　気になったルティアが小声で尋たずねると、シュヴァリエが彼にしてはめずらしく曖あい昧まいな表情で首を横に振ふった。

「別段変わったことはない。あいつが仕事を始めると、いつもこうなるんだ」

「あいつ、ですか？」

　シュヴァリエのどこか含ふくんだ物言いに、ルティアは軽い驚おどろきを覚えた。

　この上官が誰かを「あいつ」呼ばわりするところなんて初めて聞いた。彼は目め下したの者に対してだって、いつもそれなりに丁てい寧ねいな姿勢を崩くずさないのに。

　不思議に思っているルティアの前で、シュヴァリエが広間の扉を開けた。次の瞬しゆん間かん、ルティアは視界に飛びこんできた光景に目を奪うばわれた。

　自分が知っている黒真珠の間とは違ちがう。白と黒の大理石で彩いろどられた床ゆかの上にはまっ白なテーブルクロスで覆われたテーブルがいくつも並べられ、晩餐会当日のように、見た目にも楽しい料理の数々が何十人分も用意されていた。

　それだけでもびっくりなのに、広間には典礼省の文官たちに交じって、華やかなドレスを纏まとった貴婦人たちが大勢集まっていた。

「これはどういうことだ？」

　ヴァイスが苦り切った顔でシュヴァリエを振り返る。彼が口を開く前に、ルティアの存在に気づいた貴婦人たちが一いつ斉せいに「キャーッ！」と色めきたった。

「ルティウス様！　この場でお会いできるなんて、陛下の専属騎士になられたという噂うわさは本当でしたのね！」

「近この衛え隊たいの制服姿も、今日はいっそう凜り々りしく見えますわ！」

「ああっ！　この場にラッツ様もいらっしゃれば、完かん璧ぺきでしたのに！」

「……姫君たち？　なぜここに？」

「僕が呼んだのですよ」

　ルティアの問いに答えたのは、艶つやのある男の声だった。鮮あざやかなドレスの群れが左右に分かれ、一人の青年が音もなく進み出る。一見物もの憂うげな表情をしているが、優ゆう雅がな身のこなしには無む駄だがない。

　ウェーブがかった金褐かつ色しよくの髪かみを深しん紅くのリボンで一つに束ね、細身の身体からだをレースのブラウスに包んでいる。常識で考えれば、二は十た歳ちを過ぎた男が着こなせる服では決してないのに、ヒラヒラとした袖そでの先までもが異様に似合っている。

（この方がカミーユ長官か）

　シュヴァリエが誰のことをあいつ呼ばわりしていたのか、ルティアにもようやくわかった。

　典礼省長官を務めているカミーユ・フォン・クーリエはシュヴァリエの幼おさな馴な染じみにして、一ひと際きわ華やかな経歴と女性関係の持ち主として有名だ。もっとも今まで文官と一いつ緒しよに仕事をする機会の少なかったルティアは、貴婦人たちからその噂を伝え聞くことしかなかったけれど。

　カミーユは注目を浴びることに慣れているのか、ルティアの好こう奇き心しんに満ちた眼差しなどまったく意に介かいしていない。彼はヴァイスの前に進み出ると、鳶とび色いろの涼すずやかな目元にやわらかな笑みを浮うかべて、ゆったりと一礼した。

「ようこそお越こしくださいました、陛下。このたびはアランス王国からの客人を招くにあたり、典礼省をあげて尽じん力りよくいたします」

　カミーユが頭こうべを垂れると同時に、胸や腕うでにつけていた装そう飾しよく品の数々がシャランと﨟ろう長たけた音を生む。すべてが計算し尽つくされたかのような様式美を前にして、貴婦人たちが「ほぅ」と感かん嘆たんの吐と息いきをつくのが聞こえた。が、ヴァイスは険しい表情を一向に崩さない。

「カミーユ、おまえに訊ききたいことがある」

「なんでございましょう？」

「俺はおまえに、アランス王国の使者を接待するための準備をしろと命じた。今日はそのための打ち合わせに来たはずだが、これはどういうことだ？　文官以外の者たちが、なぜこの場にいる？　それに、この大量の食事はなんだ？」

「すべては、外交を滞とどこおりなく進めるために必要なものだと私が判断したからです」

「ほぅ……」

　カミーユを見下ろすヴァイスの目が一段と鋭するどさを増す。カミーユはその変化に気づかなかったのか、無視しただけなのか、優美とも思える声こわ音ねで淡たん々たんと続けた。

「他国の使者を招いての晩餐会では、我が国の気品ある伝統を誇こ示じするのはもちろんのこと、この大陸における最さい先せん端たんの流行も取り入れていかなければなりません。その点、宮きゆう廷ていのご婦人方であれば、伝統と流行の双そう方ほうを熟知しております」

「せ、僭せん越えつながら陛下！　私たちはカミーユ様にお声をかけていただき、おもてなしの仕方について皆みなでいろいろと検討しましたの」

　本当は恐こわいだろうに、意を決した顔つきで貴婦人の一人が進み出る。

「どうかご覧ください。今回、私たちが用意したお食事も陶器類も、本当はみんな少しずつ異なっておりますのよ。いろいろと比ひ較かくしたうえで、一番良いものを選んでいただけるように」

（え？　食事の比較って……）

　広間に並ぶテーブルを見回したルティアは、そこでやっと理解した。

　白いテーブルクロスの上に並べられた食事の数々は、よく見ると一つ一つに個性が感じられる。一番手前の席には、各国の上流階級に人気の薔ば薇らを描えがいた皿に、オマールエビをバターで軽くソテーした料理が載のせられているし、その隣となりの席では、フロイデン王国名産のコバルトブルーの発色が美しい深皿に、鹿しか肉をトマトソースで煮にこんだ伝統料理が盛られている。

（なるほど。これらの中から、晩餐会の席にもっともふさわしい組み合わせを選ぶというのか）

　宮廷の貴婦人たちが知ち恵えを絞しぼったというだけあって、どの料理も豪ごう華かで美しく、他国の使者に出しても遜そん色しよくのない出で来き映ばえとなっている。けれど──、

「なかなか見み応ごたえのある光景だな。これらを用意するための費用はどこから調達してきた？」

「典礼省の予算です」

（やっぱり……）

　カミーユの答えに、ルティアの胸を嫌いやな予感がかすめた。ヴァイスの方を見ると、不機嫌を通り越して表情がなくなっている。彼はその場にいる全員を見回し、厳おごそかな声で告げた。

「今回の件で、典礼省の考えはよくわかった。この働きに対する褒ほう美びをやろう」

「え……本当ですの？」

　まさか厳しいと評判の国王から、こうもあっさり褒ほめられるとは思っていなかったのだろう。今回の準備に携たずさわった貴婦人たちばかりか、後ろで控ひかえている典礼省の文官たちまでもが嬉うれしそうに顔をほころばせる。そんな彼らに向けて、ヴァイスはきっぱりと告げた。

「今回の褒美として、典礼省の来年度の予算は半分に削けずる」

「…………！」

　皆の顔からサーッと血の気が引いていく音が聞こえた気がした。

「陛下、そんな、式典の予算を惜おしまれるなんて……」

「俺は出し惜しみをしているわけではない。無駄なものを無駄だと言っただけだ」

　まるで取りつくしまもない。すがりつく貴婦人たちを冷めた目で見回し、ヴァイスは最後にカミーユの前で視線をとめた。

「晩ばん餐さん会に向けての試作は必要だが、その種類は事前に協議した上で、一つか二つに絞るべきだろう。この準備にかけた金があれば、いったいどれほどのことができると思う？　一いつ時ときより景気が上向いてきたからといって、宮廷の外では日々の糧かてを得るのに必死な者も大勢いるんだぞ！　なのに、彼らが汗あせ水みず垂らして納めた金で、おまえたちはなにをやっている!?」

「そ、それは……」

　ヴァイスの鋭い怒ど気きをはらんだ一いつ喝かつに、その場にいた全員がヒッと首をすくめる。そんな中、クスッと押し殺したような笑い声が息苦しいほどの沈ちん黙もくを破った。

　皆が振り向く。声の主はカミーユだった。

「陛下、あなたは民たみ思いのやさしい王でいらっしゃる。ですが、残念ながら、王国間の外交についてはよくご存知ないようですね」

　ヴァイスの眉まゆが忌いま々いましげにピクリと跳はね上がる。カミーユは動じることなく、落ちてきた金褐色の髪をフワリと肩かたの後ろに払はらいのけて続けた。

「一見無駄に思える試行錯さく誤ごの中からこそ、真の美は生まれます。最上級の美しいものをそろえてこそ、我が国の威い信しんを異国の使者に誇示できるというもの。さらに典てん雅がな雰ふん囲い気きの中では使者たちの口も軽くなり、交こう渉しよう事も滞りなく進むと思いますが、いかがでしょう？」

「なるほど、おまえの言い分にも一理あるな。だが、俺は暇ひまと金を持て余したパトロンになる気はない。与あたえられた予算と人員の中で、外交にもっとも有利な環かん境きようを作り出すことこそ、おまえたち典礼省に与えられた使命ではないのか？」

　ヴァイスとカミーユ、二人の間で見えない火花がバチバチと散る。

（ああ、もう！　ここはアランス王国の使者を歓かん待たいするために協力しなければならない場面なのに、最初から仲間割れをしてどうする!?）

　ルティア自身、カミーユの主張には賛同できない部分もあったけれど、こうも大勢の前でその意見を真っ向から否定してしまっては彼の立つ瀬せがない。
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　相手は名めい誉よを重んじる宮廷文化の中でも、その頂点に立つ典礼省の長官だ。ルティアはカミーユが怒いかり出すのではないかと内心で焦あせった。が、彼は皆が手に汗あせ握にぎって見守る中、意外にもやれやれと肩をすくめて微ほほ笑えんだ。

「陛下は噂うわさ通りのつれないお方ですね。ご自身も本心では美しいものがお好きでいらっしゃるのに、私たちが国のためを思い、美を追求する行動を阻そ止しなさるなんて、ひどいですよ」

「……どういう意味だ？」

「例えば、彼。ルティウスを専属騎き士しに選ばれたのも、この容姿があったからでしょう？」

（へ？）

　急に話題を振ふられて目を丸くする。その場にいた全員がつられて振り向く中、不意に近づいてきたカミーユがルティアの顎あごに手をかけ、その顔をクイッと上向かせた。

「あ、あの……カミーユ様？」

「こうして間近で見るのは初めてだけど、実に美しい。もし君が女性だったら、僕は間ま違ちがいなく君に求きゆう婚こんしていたのに」

（……え？　ええっ!?　今の私は男なのに！　カミーユ様は、女性にしか興味がないんじゃなかったのか!?）

　カミーユがなにを考えているのか、さっぱりわからない。

　創つくり物のように美しい顔がゆっくりと迫せまってくる。このままでは頰ほおに唇くちびるが触ふれると思った、その瞬しゆん間かん、ルティアの顎にかけられていた手を横からパシッとはたく音が聞こえた。

　ヴァイスだった。

「無断で俺のものに触さわるな。俺はこいつを顔で選んだわけではない」

「それなら、なにが基準だったのですか？」

「おまえには関係のないことだ」

　こちらを庇かばうように、ヴァイスがカミーユとの間に割って入る。ルティアの視界が広い背中で覆おおわれたのと同時に、貴婦人たちの間で興奮に満ちたささやきが交かわされた。

「み、見ましたか？　今の告白！」

「ええ、もちろん！　まさかの急展開ですわね！」

「宮廷屈くつ指しの麗うるわしい殿との方がたがルティウス様を奪うばい合うなんて！」

（ちょっと待て！　論点がおかしいだろう!?）

　この微び妙みような空気を放っておいていいはずがない。だけど、それならどうやって取りなす？

（陛下はどうしていつもこんなに喧けん嘩かっ早ぱやいんだ!?　ものには言い方があるだろうに！）

　剣けん吞のんな雰囲気を醸かもし出している主あるじと、飄ひよう々ひようとした様子の典礼省長官はまだいい。それより、ものすごい顔でこちらを睨にらんでいる典礼省の文官たちに気づいたルティアの口から、苦く悩のうのうめき声がこぼれた、その時だった。

「陛下もカミーユも、今日はこの辺にしておいたらいかがです？」

（隊長！）

　振り返ると、今まで入り口のそばで黙だまってことの成り行きを眺ながめていたシュヴァリエが、こちらに向かって歩いてくるのが見えた。

「陛下のおっしゃる通り、晩餐会の準備に当たって、ここまで予算を使う必要はなかったかもしれません。ですが、一度用意されたものまで無視するのは、別の意味で資金と労力の無む駄だになると思います。そこで、ここは一ついかがでしょう？　今回の食事はすべて我々の胃い袋ぶくろに収め、残念ながら採用にならなかったメニューは、別の機会に利用するということで。そうすれば、我々も食事も皆が幸せになれます」

　シュヴァリエが茶ちや目めっ気たっぷりに目を細めて笑う。伊達だてに二十代で将軍の位まで登り詰つめてはいない。そつのない提言に、ヴァイスが肩の力をわずかに抜ぬき、カミーユを筆頭とする典礼省の面々も毒気を抜かれたように表情を和やわらげた。

「わかった。今日のところはシュヴァリエの言を受け入れよう。カミーユ、晩餐会の手順と食事内容を説明してくれ」

「承知いたしました。それでは陛下、どうかこちらへ」

　カミーユがヴァイスをテーブルの一角へと導いていく。互たがいに顔を見合わせるようなぎこちなさを残しつつも、典礼省の文官や貴婦人たちも、そのあとについていった。

（よかった。これで角が立たずに済む）

　食事内容の検討を始めたヴァイスたちを遠巻きに眺めながら、ルティアは声にならないため息をついた。

　ヴァイスの国を想おもう心や真しん摯しな態度に自分は惹ひかれた。いや、自分だけではない。時には苛か烈れつとも思える言動に怯おびえつつも、己おのれの信じた道をまっすぐつき進む姿に、多くの者が心を奪われてきた。しかし、その一方で、ヴァイスのことを快く思っていない人の数は、きっと自分が想像している以上に多い。

（目的を達成するために全力を尽つくすことは大切だ。けど、人から恨うらまれてしまっては、前へ進めないこともある）

　ヴァイスは恨みも嫉ねたみもすべて引き受ける覚かく悟ごでいるようだが、国王として、本当にそれでいいのだろうか？

　ルティアが王国の未来に一いち抹まつの不安を覚えた、その時、同じようにヴァイスの姿を目で追っていたシュヴァリエが、広間の隅すみで手招きをした。

「隊長、いかがなさいましたか？」

　近づくと、シュヴァリエが小声で耳打ちするように話しかけてきた。

「ルティウス、おまえ、国王の専属騎士としての役目は心得ているだろうな？」

「はい、もちろん。私の仕事は、どんな時でも陛下をお守りすることです」

「そうだ。だが、物理的に庇うだけでは意味がない。陛下から専属騎士に選ばれたのと同時に、おまえもまた陛下を主として選んだ。そのことに対して、おまえは一生責任を負っていかなければならない。違ちがうか？」

「………………」

　思わず息を吞のむ。間近で見上げた青い瞳ひとみは、千の言葉よりも多くを物語っていた。その根底にあるのは、近この衛え隊たいの騎士として生きてきた者の矜きよう持じ。

（だめだ。私はまだ覚悟が足りなかった。本来であれば隊長ではなく、専属騎士の私が率そつ先せんして陛下とカミーユ様の取りなしをしなければならなかったのに）

　ヴァイスの生き様に惚ほれて、彼の騎士となる未来を選んだ。だけど、盲もう信しんしてはならない。主が道を踏ふみ外したと思ったら、不興を被こうむることを覚悟してでも進言をする──それが、国王の専属騎士の存在意義。

「自らが理想と仰あおぐ主の姿を忘れるなよ」

　シュヴァリエの声は明るくとも、その奥にある響ひびきは驚おどろくほど重たい。去り際ぎわに軽く肩をたたかれ、ルティアは制服の下で固く身を引き締しめた。
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　夜の腕かいなが王宮を深い闇やみで包む。一日の政務が終わり、皆みなが家で温かな晩ばん餐さんの席に就つく頃ころ、シュヴァリエは一人、近衛隊の官舎で執しつ務む机に向かっていた。

　考えるべきことは山ほどあった。ルティウスが国王の専属騎士となったことで抜けた穴をどう埋うめていくか、ルティア姫ひめの存在をどうやってこの世から消すか。

　白い紙を前に、腕を組んで思考を巡めぐらせる。

　その時、誰だれもいない官舎の廊ろう下かを、こちらに向かってゆっくり歩いてくる者の気配をシュヴァリエはとらえた。訓練された騎士の放つ規則正しい靴くつ音おとではない。

　部屋の前で動きが止まる。やがてノックと同時に、扉とびらが勝手に外から開けられた。

「こんばんは、隊長殿どの。今日も遅おそくまでお疲つかれ様」

　にっこり笑って、扉の陰かげからひょいと顔を出す。部屋に入ってきたのは、典礼省長官のカミーユだった。自分と同年代の男とは思えぬほど細く繊せん細さいな手は白ワインのボトルと、コバルトブルーに輝かがやくクリスタルグラスを二つ持っている。

「カミーユか。こんな時間になんの用だ？」

「なにか理由がなければ、会いに来てはいけないの？　君と僕の仲なのに」

　シュヴァリエの素っ気ない問いかけにも、カミーユはめげない。彼は勧すすめてもいないのに執務机を挟はさんで向かいの席に座ると、持ってきたワインをグラスに注ぎ、こちらに渡わたしてきた。

「こんな月のきれいな晩に部屋に籠こもって仕事をしているなんて無ぶ粋すいだよ。もっと人生を楽しまなくちゃ。せっかくかわいい部下にも恵めぐまれているのに。あの子は君と遊んでくれないの？」

「あの子というのは、ルティウスのことか？　あまりからかうなよ。宮きゆう廷ていのご婦人方から『近衛の双そう華か』ともてはやされていても、あいつは根が真面目まじめなんだから」

「知ってる。あれだけ貴婦人たちから人気があるのに、浮ういた噂うわさの一つも聞いたことがないんだもの。それとも、単に女性に興味がないのかな？」

　カミーユがクスクスと愉たのしそうに笑いながら、ワインのグラスを傾かたむける。

「まともに話したのは今日が初めてだったけど、かわいかったなぁ……僕が頰に口づけをしようとしただけで、まっ赤になっちゃって！　まぁ、それを言うなら、そのあとの国王の反応もおもしろかったけど。ねぇ、シュヴァリエ、君は本当にあの国王を主と仰ぐことに決めたの？」

「当然だ。俺はこれでも近衛隊の隊長だぞ？　陛下以外に慕したう方などいない」

「ふーん。立派だね」

　シュヴァリエの毅き然ぜんとした答えに、カミーユが手の中のグラスをつまらなそうに回す。

「カミーユ、おまえの方はどうなんだ？　おまえは陛下のことをどう評する？」

「えー、僕？」

　カミーユがひどく面めん倒どうそうな声を上げる。シュヴァリエに目で先を促うながされ、彼は渋しぶ々しぶといった様子で答えた。

「そうだねぇ……あの国王の髪かみの色は、とりあえず好きかな。覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイアの伝説じゃないけど、光の加減によっては高貴な紫むらさきにも、漆しつ黒こくの闇のようにも見えるあの色なら、僕だって、ずっとそばで愛めでていたい」

「なるほどな」

　いかにも美しいか、美しくないかですべてを判断するカミーユらしい回答だ。けれど──、

「もっとも同じ黒なら、僕はクロードの髪の方がはるかに好きだけどね。シュヴァリエ、君はもう知ってる？　今度の式典に合わせて、クロードが王都に戻もどってくるんだって」

「……本気か？」

　にわかには信じられない話に、シュヴァリエは耳を疑った。

　クロードは自分たちの幼おさな馴な染じみにして、ルティウスの姉であるファビエンヌと結けつ婚こんした男だ。銀ぎん縁ぶち眼鏡に黒くろ髪かみの冴さえない外見で、公こう爵しやくの位に在るにもかかわらず、自らの領地に引き籠もって本ばかり読んでいるため、口さがない者たちからは「昼ひる行あん灯どん」と揶や揄ゆされている。

「フフッ、さすがの将軍殿も驚いたかい？」

　とっておきの悪戯いたずらが成功した子供のようにあどけなく笑って、カミーユがまだまったく減っていないシュヴァリエのグラスにワインを注つぎ足す。

「君も知っているように、クロードの領地はアランス王国と隣りん接せつしてるでしょう？　だから、式典の場には利害関係の一番絡からんでくるクロードにも参加してほしいって、アランス王国から直々の要よう請せいがあったらしいよ」

「そうか……」

「近いうちに、またこうして三人でお酒を飲めたら嬉うれしいね」

　クロードとの再会がよほど楽しみなのか、カミーユは無む邪じや気きにはしゃいでいる。だけど、シュヴァリエは考えこまずにいられなかった。

（先王の弟、クロード・フォン・ヴァルナーレの帰き還かんか）

　彼の名を耳にするたび、シュヴァリエの脳のう裏りにはいつも二つの情景が蘇よみがえる。

　一つはまだ見習い騎き士しの頃、今は亡なき父と共にモントバーン地方へ向かった吹雪ふぶきの夜。父のたくましい腕は雪と寒さと、この世のすべての害悪から守るように、生まれたばかりの幼子をきつく抱だきしめていた。

　そしてもう一つの忘れられない情景は、あれから二十年近くが過ぎた日の黄昏たそがれ時。宮廷一の貴婦人と名高いファビエンヌと結婚し、周囲をあっと驚かせたクロードは、ヴァイスが玉座に就く姿を見届けて、そっと宮廷を去った。

　あの日から一年あまり。表向きには落ち着きを取り戻したように見えつつも、裏では様々な思おも惑わくの入り乱れている宮廷にクロードが戻ってきたら、その存在を利用されかねない。

「あいつには平へい凡ぼんで幸せな人生を歩んでほしかったのにな……」

　丸々残っていたワインを一息に飲み干し、空になったグラスを執務机越ごしに差し出す。カミーユは黙だまったまま、残りのワインをすべてシュヴァリエのために注いでくれた。
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　星が地上にさやかな光を投げかける頃、すべての情じよう緒ちよをぶち壊こわすような勢いでドレスに着き替がえたルティアは、息せき切って自分に与あたえられている王宮の一室に戻ってきた。

（本当の本当に、今日こそ真しん剣けんに間に合わないかと思った……！）

　なにしろ今の自分はヴァイスの専属騎き士し兼けん、婚こん約やく者。

　近衛隊の連隊長として、昼は別々に行動していた時とは勝手が違う。今日もついさっきまでヴァイスの護衛として重臣たち相手の会食に同どう伴はんしていたのだ。

（ルティア姫は今夜、伯はく爵しやく家で食事を取ると伝えておいたから、遅くなっても変に思われないだろうけど……）

　仮にも婚約者として王宮に留とどまっているはずの令れい嬢じようが、毎晩外を出歩くわけにはいかない。

（第一こんなにきつい生活を続けていたら、正体がばれる前に倒たおれるぞ！）

　ルティアの考えに賛同するかのように、おなかがキューッと情けない悲鳴を上げる。

　典礼省との打ち合わせで用意された食事は、シュヴァリエの提案通り、その場にいた全員の胃い袋ぶくろにすっぽり収まった。ルティアも豪ごう勢せいな料理の数々に、舌した鼓つづみを打って大喜びしたものだ。だけど、成長期の騎士の食しよく欲よくを甘く見てもらっては困る。

　その後も専属騎士としての仕事をこなすうちに小腹が空すいていき──最後に迎むかえた重臣たちとの会食では、ヴァイスの後ろに立ちながら、おなかが鳴るのをこらえるだけで必死だった。

（今までよく我が慢まんした、自分。これでやっと夕飯にありつけるぞ）

　ルティアは次の間のソファーに腰こし掛かけると、姉のファビエンヌがこっそり持たせてくれた包みをバッグから取り出した。少し皺しわの寄った紙の包装を解く。中から現れたのは、スモークサーモンとチーズを挟んだだけのシンプルなバゲットだった。

（差し入れをありがとうございます、姉上。いただきます）

　姉の心こころ遣づかいに感謝しながら、ルティアは誰も見ていないのをいいことに、大口を開けてバゲットにかぶりついた。とろりと脂あぶらののったサーモンは口当たりが良く、間に隠かくれたケッパーがほどよいスパイスとなっている。軽食として申し分のない味だったが──、

（私も食べたかったな、肉……）

　ヴァイスと重臣たちの前に並べられていた、ウズラの丸焼きが脳裏をちらつく。

（いやいや、陛下の専属騎士が、そんなさもしいことを考えてはだめだ！　でも、肉……）

　幻げん想そうを頭の隅すみに押しやりながら、もしゃもしゃとバゲットを食していく。その時だった。

　突とつ然ぜん響ひびいたノックの音に、ルティアは喉のどを詰つまらせそうになった。

（グホッ！　こんな時間に誰だれが……って、決まってるよな）

　なんの前まえ触ぶれもなく、夜中に国王の婚約者の部屋を訪ねられる者なんて一人しかいない。

「ルティア、帰っているんだろう？」

　耳慣れた低い声が扉とびら越ごしに話しかけてくる。ルティアは返事の代わりに、残りのバゲットを慌あわてて口につっこんだ。かわいらしいマカロンやチョコレートのようなお菓か子しならともかく、妙みよう齢れいの令嬢が夜中にパンをがっついている姿を見られるわけにはいかない！

（他ほかに変なものは落ちてないよな!?　よし！）

　スカートの上に散らばっていたパン屑くずを急いで払はらいのけ、扉とびらに駆かけ寄る。

　ドアノブに手をかける直前、扉が勝手に外側から開けられた。深い漆黒の双そう眸ぼうが現れる。そこに典礼省や重臣たちの前で見せた、鋭えい利りで冷たい光は微み塵じんも感じられない。スカートの裾すそを踏ふみつけそうになりながら近づいてくるルティアを見下ろし、ヴァイスが嬉しそうに微ほほ笑えむ。

　目が合いそうになった瞬しゆん間かん、ルティアは全力で顔を背そむけてしまった。ヴァイスの笑え顔がおに、昨夜の言葉が重なって思い出される。

　──俺は一人の女としても、おまえが欲しいんだ。

（私が欲しいって、陛下は本気──なんだよな？　女性としてす、す、好きだって……！）

　意識した途と端たん、すべての血液が顔に集中したかのように熱くなる。思わず頰ほおを押さえたルティアの視界の隅で、ヴァイスがおもしろがるように唇くちびるの端はしをゆっくりつり上げるのが見えた。

「おまえの期待に応こたえられなくて悪いが、今夜は昨日の続きをしに来たわけではないぞ」

「えっ」

　心の中を見み透すかされたようで、心臓がドキッと跳はね上がる。

（……あ、でもそうだよな。今日は陛下も薔ば薇らの花束を持っていらっしゃらないし）

　ヴァイスが手ぶらなのを確かく認にんして、ルティアは止まりかけていた息をこっそり吐はいた。だけど、ホッとしたのも束つかの間、すぐに別の不安が心を揺ゆさぶる。

（求きゆう婚こんの答えを聞くのが目的でないなら、陛下はこんな夜中に、突とつ然ぜんなにをしにいらっしゃったんだ？　まさかルティウスとルティア姫ひめが同一人物だと勘かんづかれたわけじゃないよな!?）

　先ほどまでとは別の意味で、全身に緊きん張ちようが走るのを感じる。顔をこわばらせたルティアの耳に、その時、ヴァイスがクックッと喉を鳴らして笑う声が聞こえた。

「おまえは本当に見ていて飽あきない女だな。だが、安心しろ。今夜はおまえを困らせるようなことはしないつもりだ」

「ですが、それなら、どうして急に──」

「一日の終わりにおまえの顔を見ておきたかった。それでは訪問の理由にならないか？」

「えっ？　私の顔を？」

「そうだ。俺の好きな女の顔を」

「…………！」

　ヴァイスの黒い双眸がじっと自分を見つめる。それだけで胸の奥がざわざわと震ふるえ、全身になんとも言えず、こそばゆい思いが広がっていくのを感じる。

（ちょっと待て！　急にどうしてしまったんだ、私は!?）

　ヴァイスは尊敬できる主あるじだ。彼が女装姿の自分に好意を寄せていることも重々承知している。なのに、なにを今さら戸と惑まどうことがある？

　うまく言葉が出てこない。どうすればいいかわからず、ただただ立ち尽つくしているルティアの前で、ヴァイスが顔に不敵な笑みを浮うかべて言った。

「悪くない反応だ。少しは俺のことを男として意識するようになったか？」

「そ、そんな！　陛下が男であることは、最初から知っています！」

「ほぅ？　それにしては少し不用心過ぎないか？」

「どういう意味です？　陛下と一いつ緒しよにいて危険なことなど、なにもございません！」

　ルティアが真面目まじめな顔で言い切った瞬間、今まで愉ゆ快かいそうにしていたヴァイスの表情が一変した。形のいい眉まゆを思い切り中央に寄せ、深いため息をつく。

「陛下？」

「……おまえはそれでも本当に年とし頃ごろの女か？　今おまえは、自分のことを好きだと言っている男と夜中に二人きりでいるんだぞ？」

「え、ええ、まぁ、客観的に見ると、そういう状じよう況きようかもしれませんが……」

　自分で口にした台詞せりふに、ヴァイスとの関係を否いや応おうなく意識させられて、ルティアは首筋まで赤くなっていくのを感じた。好きだなんて言葉は一度聞けば十分だ。繰くり返されるたび、あまりの恥はずかしさに逃にげだしたくなる。

（私は騎き士しであって、女性として扱あつかわれることに慣れてないんだから、勘かん弁べんしてくれ！）

　ヴァイスの顔をまともに見ていられなくて、目を逸そらす。その時、うつむきかけたルティアの顎あごに長い指がかけられた。抗あらがう間もなく、強ごう引いんに顔を上向かされる。

「きゅ、急になにをなさるんですか、陛下!?」

「おまえの顔を見ている」

「そんなこと、今すぐやめてください！」

「なぜだ？」

「え、なぜって、今夜は私を困らせるようなことはしない約束ではなかったのですか!?」

「たしかにそう言った。だが、俺に見られているだけで、どうして困るんだ？」

「だって、その……今の私は変な顔をしていますから！」

　これでは姉のファビエンヌによる淑しゆく女じよ教育も形無しだ。今の自分は迷い、戸惑い、きっと最高に無様な顔をさらしている。そんな姿をヴァイスに見られたくなかった。

「と、とにかくやめてください！」

　顔に触ふれていた手を払いのけ、くるりと回って背を向ける。全身で拒きよ絶ぜつするように堅かたく目をつむったルティアの耳元で、ヴァイスが悪戯いたずらっぽく笑う声が聞こえた。

「せっかくの顔を隠すな。いつものまっすぐな瞳ひとみもいいが、今のおまえも悪くない」

「どうして──」

「好きな女にそんな表情をされて、嬉うれしくない男がいると思うか？」

「…………っ!?」

　もう、こそばゆいどころの話ではない。あまりの恥ずかしさに身み悶もだえするルティアの耳元で、ヴァイスがささやくように続けた。

「なぁ、ルティア。はっきり言わないとおまえには通じないようだから、改めて言っておく。俺はおまえが好きなんだ」

「し、知っています！」

「知っていても、理解できていないだろう？」

「そんなことありません！　陛下が私を好いてくださっていることくらい、ちゃんとわかっています！」

　むきになって振ふり返りざま叫さけぶ。その瞬間、ルティアはハッと息を吞のんだ。

　黒い瞳が信じられないほど近くで瞬またたくのが見えた。急な接近にヴァイスも驚おどろいたのか、その表情がわずかに硬かたくなる。

「あ、その、これは……」

　誤ご魔ま化かそうとしても、適当な言い訳がとっさに思いつかない。目を泳がせるルティアの腰こしに、ヴァイスが不意に腕うでを回してきた。

「へ、陛下!?」

　腰をグッと引き寄せられ、広い胸むな板いたに頰が触れる。ビクッと震えた肩かたごと、ルティアはヴァイスに抱だきしめられていた。

　腕の中から、こわごわ様子を窺うかがう。ヴァイスの端たん整せいな顔からは少年のようにあどけない笑みが消え、代わりに現れた真しん摯しな大人の表情が自分を見下ろしていた。

「ルティア」

　甘い響ひびきを帯びた声が耳じ朶だをくすぐり、ヴァイスの顔がゆっくりと近づいてくる。

　唇が触れると思った、その瞬間、

「だめです！」

　ルティアはとっさにつき出した両手で、ヴァイスの口を思い切りふさいでいた。

　動きを止められたヴァイスが、怪け訝げんそうに目を眇すがめる。

（うっ、気まずい……）

　だけど、ルティアにはどうすることもできなかった。自分はヴァイスの専属騎士だ。主である彼と妙みような雰ふん囲い気きになることなんて、絶対にないと信じていたのに！

　ルティアがつき出した手の下で、不満げな顔をしたヴァイスの唇がわずかに動く。その想おもいが言葉となって紡つむがれる前に、ルティアは勢いよく叫んでいた。それは昨日、シュヴァリエに教えてもらった魔ま法ほうの言葉。

「申し訳ございません、陛下！　私は実家に帰らせていただきます！」

「……は？　ルティア!?」

　勢いよく叫んで部屋を飛び出す。追いかけてきたヴァイスが、その手を後ろからつかんだ。次の瞬しゆん間かん、

（あっ！）

　身につけていたレースの手て袋ぶくろがするりと抜ぬけるのを感じた。ちらっと後ろを見やると、困こん惑わくした顔つきのヴァイスと目が合った。もしかしたら、隠かくしていた剣けんだこが手に触れたのかもしれない。だけど、今のルティアにはゆっくり確かめているだけの心の余よ裕ゆうがなかった。

　ヴァイスの動きが止まった一瞬の隙すきをついて、再び走りだす。

　騎士失格だと蔑さげすまれようが、あとから文句を言われようが仕方ない。今だけは、どうしてもヴァイスの前から逃げたかった。

（だって私は騎士なのに！　忠誠心とは、こんなに複雑なものなのか!?）

　ざわざわどころか、盛大な鼓こ動どうを脈打つ胸をコルセットの上から押さえる。

　ヴァイスが自分を呼び止める声が聞こえたけれど、おとなしく言う通りになんてできない。ルティアは王宮の正面玄げん関かんに着くなり、呼んでもらった馬車に飛び乗った。

（もう無理だ！　今度こそ私は絶対にルティア姫ひめを廃はい業ぎようしてみせるぞ！）

　ガタガタと揺ゆれる馬車の中で、むき出しになった左手を、手袋をはめたままの右手で隠すように握にぎりしめながら固く決意する。




　こうしてその晩、結果的に言えば、ルティアは図はからずも念願の暇いと乞まごいに成功したのだった。
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　ルティアが去ったあと、残されたヴァイスは廊ろう下かの真ん中で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

（今のはなんだったんだ？　ルティアの奴やつ、俺のことが嫌きらい──なわけではないよな？）

　まっ赤になって視線を逸らす姿は、明らかに自分のことを男として意識していた。どれだけうぶな娘むすめでも、嫌いな男相手にあんな反応はしない。

　異性として好き合っているなら、ああいう流れになるのはごく自然の成り行きだとヴァイスは思っていた。

　なのに、なにがいけない？

　究極の難問を前にして、苛いら立だちを隠すように拳こぶしを握りしめる。ヴァイスはハッとして手元に視線を落とした。繊せん細さいな白いレースの手袋に皺しわが寄っている。これは今までルティアが片時も離はなすことなく、身につけていたものだ。

（そういえば、あいつの素す手でに触れたのは今日が初めてだったな）

　出で逢あってから一ひと月つきも経たつのに、今さらながらルティアについて知らないことの多さに気づいて、愕がく然ぜんとさせられる。

　ヴァイスは手袋を持った手を開いたり閉じたりしながら、ふと首をかしげた。貴族の令れい嬢じようの手とはもっとなめらかで、やわらかいものだと思っていたが──、

（意外とたくましい？　しかもあいつの指にあったのは、剣だこだったような……いや、さすがに気のせいだろう）

　いくら騎士の家の出で、じゃじゃ馬な性格だとしても、女が剣を握ることは普ふ通つうない。

（だが、相手はあの規格外の塊かたまりだ。万が一ということも──）

　ヴァイスが思考の迷めい宮きゆうをさまよっていると、不意に後ろから「陛下」と呼びかけられた。

（シュヴァリエの奴、いつの間に！）

　振り向くと、いつでも食えない顔をした隻せき眼がんの近この衛え隊たい長がすぐ後ろに迫せまっていた。考え事をしていたとはいえ、これほど近づいてこられるまで気づかなかったなんて、情けない。それとも、彼がそれだけ騎士として優ゆう秀しゆうだということなのだろうか。

（いずれにせよ、油断のならない奴だ）

　シュヴァリエは鋭するどさを増したこちらの視線などつゆほども気にかけていない。彼は足を止め、辺りを見回すと、声の届く範はん囲いに他ほかの近衛兵がいないことを確かめてから真顔で告げた。

「陛下、ルティア姫を大切に想われるのは結構ですが、あまり強ごう引いんに迫られると嫌われてしまいますよ？」

（……こいつ！　俺がルティアに逃にげられたところを見ていたのか？）

　盗ぬすみ見とは趣しゆ味みが悪い。だけど、シュヴァリエの諫かん言げんを素す直なおに受け入れるのも癪しやくに障さわって、ヴァイスは文句の代わりに別の言葉を口にした。

「シュヴァリエ、おまえの忠告はありがたく受け取っておく。礼に、いいことを教えてやろう」

「なんでしょう？」

「『人の恋こい路じを邪じや魔まする奴は、馬に蹴けられて死んじまえ』と言うんだ」

「なるほど。しかし、それはあまり現実味のない言葉ですね。多少馬に蹴られたくらいでは、私はびくともしませんから。その程度には身体からだを鍛きたえているつもりです」

「可愛げのない臣下だな」

「褒ほめ言葉だと思っておきます」

「……そうか。個人の解かい釈しやくにまで口を出すつもりはないから、好きにしろ」

　これ以上シュヴァリエと話していても、楽しいことなど一つもない。

（それに、一日の最後に見るのがこいつの顔だというのもおもしろくない）

　どうせ嫌いやでも毎日、目にする顔だ。今日はもう会話を切り上げてもいいだろう。

　ヴァイスが自分を落ち着かせるように、持ったままでいたルティアの手袋を握りしめ、部屋に戻もどろうとした。その背中を、シュヴァリエが再び呼び止めた。

「陛下、私は小言をこぼすため、あなたに会いに参ったわけではございません」

「それなら、なんだと言うんだ？」

　無視することもできずに渋しぶ々しぶ立ち止まる。思い切り嫌そうな顔をしていたはずだが、それで怖おじ気づくシュヴァリエではない。彼は人ひと気けのない廊下であっても周囲をはばかるように、辺りに目を配らせながら、そっと耳打ちをしてきた。

　その言葉を聞いた瞬間、ヴァイスの顔から表情が消えた。

「……その話は本当か？」

「はい、確かな筋からの情報です」

　シュヴァリエがめずらしく硬かたい声で答える。いつものうさんくさい忠誠心と同じで、その本音はわからなかったけれど、彼がこういった類たぐいの噓うそをつくことは今までなかった。

「そうか、ヴァルナーレ公こう爵しやくが宮きゆう廷ていに戻ってくるのか……」

　口の中でつぶやくと同時に、なんとも言えぬ複雑な想いが胸を満たしていくのを感じる。

　ヴァイスがクロード・フォン・ヴァルナーレに会ったのは、たった一度きりのことだ。しかし、それで十分だった。

　今でも時々思い出す。細い銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥から覗のぞいている黒い瞳ひとみは穏おだやかで、公爵の地位にある者とは思えぬほど人の良さそうな雰囲気を醸かもし出していた。先王の落とし胤だねである自分の存在が発覚したことで、王位への道を絶たれたというのに、そのことを恨うらみもしない。多くの貴族が形ばかりの忠誠を誓ちかう中、彼だけは心から自分の即そく位いを祝ってくれた。

「ヴァルナーレ公爵にその気はなくても、奴が利用されないよう、周りの連中に気を配る必要があるな」

　ヴァイスの言葉に、シュヴァリエが無言でうなずく。

（ようやく外交にも本ほん腰ごしを入れて取りかかれるかと思ったのに、問題はまだ山積みだな）

　ヴァイスの胸をかすめた一いち抹まつの不安を煽あおるように、薄うす暗ぐらい廊下の先で、燭しよく台だいの明かりがほのかに揺れて見えた気がした。
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　ヴァイスが王国の未来に思いを馳はせている頃ころ、ルティアはようやく実家の伯はく爵しやく家に辿たどり着いた。というより、正確には逃げ帰った。

　晩ばん餐さんも終えたこの時刻、使用人たちが屋や敷しきの表に出てくることはあまりない。馬車の扉とびらを開けに来た使用人に礼を言うなり、ルティアは普ふ段だんルティ自ウス分が使っている部屋ではなく、その隣となりにある、ルティア姫のために用意された客室に直行した。

　一人になった途と端たん、ヘナヘナと床ゆかの上にしゃがんでしまう。ヴァイスの真しん摯しな眼まな差ざしが思い出され、ルティアは全身がカーッと熱くなるのを感じた。

（まさか陛下とあんな雰ふん囲い気きになってしまうなんて……！）

　あと少しでヴァイスと口づけをしたのかと思うと、恥はずかしさで頭が沸ふつ騰とうしそうになる。だけど、触ふれられて嫌な気はしなかった。そのことがまた信じられない。

（私は本当にどうしてしまったんだ!?）

　胸の内で荒あれ狂くるう思いを持て余し、ルティアが床に立てた膝ひざの間に顔を埋うずめた。その時、背後でコンコンと扉がノックされた。

「兄様、帰っていらしたのですか？」

「──シリル？」

　鈴すずを転がすように愛らしい声は弟のものだ。それは構わない。けれど、今の自分はルティア姫の部屋にいるのだから、兄様と呼びかけているところを使用人に聞かれてはまずいのに！

（私が突とつ然ぜん王宮から戻ってきたものだから、シリルも気が動転しているのか？）

　ルティアはスカートの裾すそをはねのけて立ち上がると、部屋の扉を開けに向かった。

　自分と同じ白金のさらりとした髪かみが扉の向こうに現れる。そこまでは予想の範囲内だが、後ろから覗いた朱しゆ色いろの猫ねこっ毛に、ルティアは目を瞠みはった。

「ラッツ？　どうしておまえがうちにいるんだ？」

　心配そうな顔をしたラッツが、シリルの後ろから部屋に入ってきて扉を閉める。彼は目が合うと、気まずそうに頰ほおをかきながら言った。

「俺のことは気にするな。今朝おまえに借りた上着を返しに来ただけだから」

「わざわざこんな夜中に？　この時間、私がルティア姫ひめとして王宮に出仕していることは知っていたはずだろう？」

「別にいいだろう？　シリルの奴やつなら、ずっと屋敷にいるんだし」

（……ああ、シリルの奴ならって、そういうことか）

　ぶっきらぼうな口調の裏に隠かくされた本音にふと気づき、ルティアは微笑した。

　上着を返すだけなら、明日あした王宮で会った時でも構わない。それなのに、ラッツがわざわざ屋敷を訪ねてきたのは、シリルの体を気き遣づかってのことだろう。なにしろ彼は二日前に、信じていた主治医の手によって誘ゆう拐かいされたばかりなのだから。

（ラッツはよくできた奴だよなぁ……。私の家族のことまで気にかけてくれるなんて）

　面と向かって礼を言ったところで、喜ぶラッツではない。反対に意固地になって「そんなことない！」と言い張るだろう。

　ルティアは喉のど元もとまで出かかった感謝の言葉を飲みこみ、ラッツの横に立っているシリルの方に目を転じた。病弱な弟は百ゆ合りの花が刺し繡しゆうされた夜着の上にレースのガウンを羽織っている。夏でも夜は冷えるのか、人形のように整った顔は薄うす闇やみの中でもそれとわかるほどに青白い。

「シリル、新しい先生の調合してくれた薬は身体に合っているのか？」

　ルティアは心の底から弟のことを心配していた。しかし、当のシリルは自分の体調なんてどうでもよかったらしく、胸の前でキュッと手を組み、潤うるんだ瞳でこちらの顔を覗きこみながら、全然別のことを口にした。

「兄様、いつも僕のことを一番に考えてくれて、ありがとうございます。そんな兄様のことが僕は大好きです。だけど、どうかはぐらかさないでください。王宮から急に戻っていらっしゃるなり、お部屋に籠こもられるなんて、王宮でなにがあったんですか？」
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　自分でもあからさまだと思うほど気まずいうめき声が、ルティアの口からこぼれた。

（せっかく忘れかけていたのにぃぃぃ！）

　シリルの言葉一つで、一気にすべての記き憶おくが蘇よみがえった。今にも唇くちびるが触れそうなほど近づいてきたヴァイスの顔が、甘いささやきの一つ一つが思い出され、頰が痛くなるほど熱くなる。

　そんなルティアの変化を、薄闇の中であってもシリルは見み逃のがさなかった。

「兄様のそのご様子！　王宮で陛下にひどい仕打ちをされたんですね!?」

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶだ。何度も言ってるが、陛下はおまえの思っているような暴君ではない」

「それでしたら、兄様はどうしてそんなに困ったお顔をなさっているのですか？」

「これは、なんというか、その……」

　いくら大切な弟が相手でも、ヴァイスとの間でなにがあったかなんて恥ずかしくて言えない！　これは墓場まで持って行きたい秘密だ。

　けれど、本気で自分の身を案じてくれている弟と、その後ろでそわそわとこちらの様子を窺うかがっている親友の気持ちを無下にすることもできなくて──ルティアはさんざんためらった末、蚊かの鳴くような声で二人に告げた。

「実はだな、その……私はさっき陛下に向かって『実家に帰らせていただきます』宣言をしてしまったんだ」

　──ゴンッと鈍にぶい音が辺りに響ひびく。

「ラッツ!?」

　驚おどろいて顔を向けると、なにもないところでよろけたラッツが部屋の壁かべに頭をぶつけていた。

「ラッツ兄さん、急にどうなさったんです？　兄様が実家に戻られるのはいいことではありませんか。元々ルティア姫は仮の婚こん約やく者候補に過ぎなかったのですから、これを機に、陛下とはきっぱりさっぱりお別れすべきです」

「待ってくれ、シリル。私は陛下の専属騎き士しまで辞やめるつもりはないぞ！」

「でも、ルティア姫の方はもういいんですよね？」

「それは、まぁ……」

　このところ自分がずっと家にいなかったせいで寂さびしい思いをしていたのか、シリルが切々とした口調で訴うつたえてくる。ルティアはこれ以上なにをどう答えたらいいかわからず、額を押さえ、小さく頭かぶりを振ふった。

「兄様？」

「いろいろと心配をかけてごめんな、シリル。騎士と淑しゆく女じよのかけもち生活が思ったより長引いたせいで、ちょっと疲つかれたみたいだ。私はもう休ませてもらうから、おまえも今日は寝ねなさい」

「え、でも……！」

　納なつ得とくできないというように、シリルがプクーッと頰を膨ふくらませる。その肩かたに、後ろから近づいてきたラッツが手をかけた。

「シリル、これ以上ルティウスを困らせるな。おまえだってまだ本調子じゃないんだから、今夜はおとなしくベッドに戻もどれ。俺ももう家に帰るから」

　愛らしい顔に未練たっぷりといった表情を浮うかべているシリルの背中をラッツが押す。彼が気を遣つかってくれていることがルティアにはよくわかった。本当はいろいろと気になっているだろうに、深いことは訊きかず、そっとしておいてくれる。その心配りが嬉うれしかった。

「ありがとうな、ラッツ。また明日、王宮で」

　いつものように笑え顔がおで手を振る。しかし、顔に浮かべた笑みは、自分が思っている以上に弱々しく友の目に映って見えたらしい。なにか言いたそうに、ラッツが顔をしかめる。

　だけど、それだけだった。シリルを連れてラッツが部屋を出て行く。

　扉が閉められるのと同時に、ルティアは再びその場に座りこんでしまった。声にならないため息をつき、盛大に頭を抱かかえる。

（隊長に教えてもらった魔ま法ほうの言葉のおかげで、今日はなんとか切り抜ぬけることができた）

　これからしばらくの間は、ルティア姫として王宮に行かなくても大丈夫だろう。けれど──、

（明日から私ルテイウスは、どんな顔をして陛下にお仕えすればいいんだぁぁぁ!?）

　ルティアの心の絶ぜつ叫きようを吸いこみ、夏の夜は無む慈じ悲ひにもしんしんと更ふけていった。
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　翌朝、久しぶりに実家の伯はく爵しやく家で目を覚ましたルティアは、近この衛え隊たいの制服に袖そでを通すなり、いつもは部屋の隅すみに追いやっている鏡の前に立った。

　寝ね癖ぐせのついた髪を手ぐしで整え、最後に口角をニッとつり上げる。鏡の中の自分はどこからどう見ても、騎士ルティウスだった。たった一つの点を別にすれば。

（だめだ！　どうしても笑顔が引きつる……！）

　昨日まで、自分がどんな顔でヴァイスと会っていたか思い出せない。

（でも、仕事は休みたくないし──行くぞ！）

　ピシャッと頰をたたいて自分に活を入れる。ルティアは屋や敷しきの玄げん関かんで愛馬のリリー・ルイーズにまたがると、極力いつものように背筋を伸のばして王宮に向かった。




　盛夏を目前に控ひかえたこの季節、王宮は瑞みず々みずしい緑で覆おおわれ、回かい廊ろうを行き交かう貴婦人や文官たちの足取りも心なし軽かろやかに見える。

　ルティアがいつもより緊きん張ちようした面おも持もちでヴァイスの執しつ務む室に向かって歩いていると、回廊の端はし々ばしでおしゃべりに興じていた貴婦人たちが声をかけてきた。

「ルティウス様、おはようございます。今日も爽さわやかな朝ですわね」

「陛下の専属騎士になられてから、表情も一段と引き締しまられたようで、なんて凜り々りしいのでしょう！　朝の光の中で、輝かがやいて見えますわ」

「ありがとう、姫君たち。ですが、私の目からすれば、あなた方の笑顔の方がはるかに魅み力りよく的で、一日の始まりに限りない潤うるおいを与あたえてくれます。どうかその笑みを忘れないでください」

「まぁ、そんな……！」

　ポッと頰を赤らめた貴婦人たちと挨あい拶さつを交かわすうち、ルティアはだんだんと自信を取り戻していった。このままいけば、ヴァイスともいつも通りに接することができるに違ちがいない！

「よし！」とうなずき、回廊を意い気き揚よう々ようと進んでいく。その途と中ちゆうで、ルティアは足を止めた。

　向かう先の回廊に、朝の光を浴びて濃こい紫むらさきにも、艶つやを帯びた夜の色にも思える髪が見えた。この髪色を持つ人をルティアは一人しか知らない。

（あれは陛下──だよな？　めずらしい。立ち話をなさっているなんて）

　しかも、相手は渋しぶい顔つきの重臣たちではない。新緑を思わせる鮮あざやかなエメラルドのドレスに身を包み、ファビエンヌも使っていたことのある白しろ薔ば薇らのコサージュを髪に添そえている。彼女はレニエ子し爵しやく家のヴァネッサ姫ひめだった。

（どうして陛下がヴァネッサ姫と？……って、私が一昨日おととい紹しよう介かいしたんだった）

　ヴァイスに求きゆう婚こんされた際、自分以外の貴婦人をお妃きさきに薦すすめた。彼の行動力にはいつも驚かされるが、まさかもう知り合いになっているなんて！

　ルティアの立っている位置からヴァイスの顔は見えない。ただ、楽しそうに笑っているヴァネッサを見る限り、話は意外にもはずんでいるらしい。

（なにを話してるんだろう？　いや、私には関係のないことだが）

　ヴァイスがルティア姫以外の令れい嬢じように興味を持つのはいいことだし、彼が誰だれかと話していたところで、騎士ルティウスに口出しをする権利はない。なのに、なぜだろう？

　胸の奥底が針でつつかれたようにチクッと痛むのを感じて、ルティアが胸を押さえた。その時、こちらの存在に気づいたヴァネッサが、ヴァイスの肩かた越ごしに嬉しそうに手を振ってきた。

「ごきげんよう、ルティウス様。朝からあなた様と陛下のお二人にお会いできるなんて、今日の私は最高についていますわ！」

　思い切り名指しされては、気づかなかった振りをするわけにもいかない。というより、貴婦人に話しかけられて無視するという選せん択たく肢しがルティアにはなかった。

　一いつ瞬しゆん感じた胸の痛みを忘れるように息を吸い、いつもの爽やかな笑みを顔に浮かべる。ルティアは主君であるヴァイスに会え釈しやくをしてから、ヴァネッサに話しかけた。

「おはようございます、姫。あなたは今日もお美しいですね。その髪かみ飾かざりは貴婦人たちの間で人気のものでしょう？　金糸のように華はなやかなあなたの髪には、清せい楚そな白薔薇がよく似合う」

「まぁ、ルティウス様ったら！　お上手なんですから」

「いいえ、私はいつも本当に思ったことしか口にしません。あなたは実に魅力的な女性です。今この場で攫さらって、私だけのものにしてしまいたいほどに」

「そ、そんな、ルティウス様にそう言っていただけるなんて、私……」

　一瞬にして赤く染まった頰ほおをヴァネッサが両手で押さえる。その横で、ゴホンッと、わざとらしい咳せきが上がった。ヴァイスだった。

「わ、私ったら、陛下をお待たせするなんて申し訳ございません！　あの、お話は終わりましたし、これにて失礼いたしますわ」

　昨日の典礼省との打ち合わせを思い出したのか、鋭するどい視線の一つで青ざめたヴァネッサが、一礼だけ残してそそくさと去って行く。

「あ、姫！」

　ヴァイスのことを誤解されたままでいるのは本意でない。ルティアはとっさに追いかけようとしたけれど、後ろで上がったため息混じりの声が、その動きを遮さえぎった。

「すごいな、ルティウス。噂うわさには聞いていたが、おまえの貴婦人に対する接し方は一種の才能かもしれないな」

（えっ？）

　驚おどろいて振り向くと、ヴァイスがあきれとも感心ともつかない顔つきで自分を見下ろしていた。言葉だけなら褒ほめてくれているのに、彼がなぜこんな複雑な表情をしているのか理解できない。

　怪け訝げんに思って瞬まばたきを繰くり返すルティアに向け、ヴァイスはどこか苛いら立だった口調で続けた。

「おまえは従妹いとこのルティアに対しても、いつもそんな調子なのか？」

「はい？　そんなとは──」

「あいつに向かっても、今みたいに甘い台詞せりふを吐はいているのか？」

（……甘いって、なにが？）

　本気で意味がわからず、漆しつ黒こくの瞳ひとみをまじまじと真下から覗のぞきこむ。

　ヴァイスが一瞬、うっと怯ひるんだようにあとずさる。彼は気まずそうに視線を逸そらしながら、顔の前で手を横に振った。

「悪い。今の問いは気にするな。俺はただ、あいつが昨夜ゆうべどうしていたか知りたかっただけだ」

「えっ？　昨夜、ですか!?」

　ヴァイスの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ルティアは素すっ頓とん狂きような声を上げそうになって、口を慌あわてて手で押さえた。せっかく今まで忘れていたのに、昨夜目にしたヴァイスの甘い表情とささやきが、目の前の端たん整せいな顔と重なって思い出される。

「おい、ルティウス。なんでおまえが赤くなる？　ルティアからなにか聞いたのか？」

「そんなことありません！　陛下から口づけをされそうになったことなんて一言も……あっ！」

　語るに落ちるとは、まさにこのこと。

「そうか、やっぱり聞いていたか」

　一気に青ざめたルティアを冷めた目で見下ろし、ヴァイスが忌いま々いましげな吐と息いきをつく。

「おまえたち従兄妹いとこが、並外れて仲がいいのはわかった。それで、ルティアの奴やつは昨日、伯爵家に帰ってから、どうしていた？」

「………………」

　正直に真実を告げるわけにはいかないが、仕える主あるじに噓うそをつくのもためらわれる。

　ヴァイスが足の先で廊ろう下かをトントンとたたく音が、やけに大きく聞こえた。じーっと答えを待たれていることに耐たえきれず、ルティアは悩なやみに悩んだ末、うめくような声を絞しぼり出した。

「実はその、ルティアは昨夜、我が家に戻もどってくるなり……」

「言いにくそうにして、どうした？　まさかあいつ、泣いて──」

「ぐっすり寝ねていました」

「………………は？」

　ヴァイスの目が点になる。

　うつむいていたルティアは主君の変化に気づかず、意を決して続けた。

「昨夜はいろいろとあって疲つかれたのでしょう。私たち家族と二言三言交わしたのち、速すみやかに就しゆう寝しんしたようです」

「…………そうか、おとなしく眠ねむったのか……」

「あの、陛下？」

　ヴァイスの肩かたが心なし下がって見えるのはなぜだろう？　噓をつかず、当たり障さわりのない部分を抜ぬき出して伝えたつもりなのに。

　ルティアが真意を問い質ただそうとした、その矢先、ヴァイスが動いた。

「もうすぐ朝議の時間だ。行くぞ、ルティウス」

「あ、はい！」

　表情を硬かたくしたヴァイスがさっと踵きびすを返し、回廊を大おお股またで歩いて行く。

　正体を隠かくしたままでは、いろいろと尋たずねるわけにもいかない。ルティアはモヤモヤとした感情を胸の奥に押しこめ、主と仰あおぐ国王の背中を足早に追った。




　　　　[image: ]




　それからの一日は、ルティアにとって緊きん張ちようの連続だった。

　専属騎き士しとしての仕事をこなしつつも、ヴァイスと目が合いそうになると、気き恥はずかしくてフイッと視線を逸らしてしまう。今までルティウスとして──男として生きてきた上で困ったことなんて一度もなかったのに、彼の前だとどうしてもうまくいかない。

（落ち着くんだ、自分。明日あしたからは心を入れ替かえて、しっかり陛下にお仕えするぞ）

　王宮からの帰り道、ルティアが今日のことをしきりに反省していると、たてがみを夕ゆう陽ひに染めたリリー・ルイーズが馬上の主人を案じるかのように、頼たよりなげないななきを上げた。

「あ、ごめんな、リリー・ルイーズ。おまえにまで心配かけて。陛下の専属騎士として、私はもっとしっかりしなければならないのにな」

　愛馬を安心させるように、その首筋をトントンと掌てのひらでやさしくたたく。

　やがて実家の伯はく爵しやく家に戻ってきたルティアは、使用人に愛馬を預けて自ルテ分イウスの部屋に向かった。制服の襟えり元もとを緩ゆるめながら、扉とびらに手をかける。その耳に、近くで別の扉の開く音が聞こえた。

「お帰りなさい、ルティウス。あなたのことを待っていたのよ」

　振ふり向くと、自分の部屋から顔を出しているファビエンヌと目が合った。姉は麗うるわしい顔に極ごく上じようの笑えみを浮うかべながら、そっと手招きをしている。

（この状じよう況きようって──やっぱりそうだよな？）

　ルティアの背筋を嫌いやな予感がすべり落ちた。姉がこんな顔をする時は、たいていなにがあったか決まっている。

「姉上、私の持ち物をまた競せりにかけたんですか？　無む垢くな令れい嬢じようたちから金品を巻き上げるのはやめてくださいと、あれほど──」

「ルティウス、あなたは実の姉をなんだと思っているの？　私は金の亡もう者じやではなくてよ。ただ少しだけ人よりも商あきないに興味があるだけだわ」

「少し──でしょうか？」

「もう！　この話は平行線になるだけだから、やめましょう。それより早くいらっしゃい」

　疑わしげな顔つきになったルティアの手を、近づいてきたファビエンヌが引っ張る。

「あの、姉上？　今夜は変身の予定もないのですが──」

　こちらの言うことなど、はなから聞いちゃいない。姉は上じよう機き嫌げんでルティアを自分の部屋に連れこむと、静かに扉を閉めた。

　公こう爵しやく夫人である彼女の部屋には色とりどりの香こう水すい瓶びんや、書を愛する夫の影えい響きようらしく、哲てつ学がく書から美術書に至るまで多くの本が並べられている。そんな中、透すかし彫ぼりの美しい机の上に、一通の手紙と赤いリボンのついた小箱が置かれているのを見つけて、ルティアは眉まゆをひそめた。

　いつもまめで迅じん速そくな返礼を心がけている姉が、こんなふうにいただきものを出しっ放しにしておくなんてめずらしい。

（なにか特別な理由でもあるのだろうか？）

　不思議に思っていると、ファビエンヌが手にした小箱を目の前に差し出してきた。

「ルティア、これはあなたへのプレゼントよ。先ほど王宮から届いたの」

「私に？　どなたからですか？」

　ファビエンヌはにこにこ笑っているだけで答えない。なにか含ふくんだ姉の様子に一いち抹まつの不安を覚えつつも、ルティアがおそるおそる小箱のリボンを紐ひも解といた。その瞬間、甘い香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

（これは……チョコレート？）

　まるで本物の花のように繊せん細さいな形をしたチョコレートが、丸い小箱の中で幾いく重えにも円を描えがくようにして並べられている。

（これを私に贈おくってくれるなんて、まさか……！）

　箱の隅すみに入っていたカードを引ったくるようにしてつかむ。そこに書かれていたのは、少し几き帳ちよう面めんで整った文字。そう、ついこの間まで毎日のように見て、その筆ひつ跡せきを覚えた。




　昨夜は俺が悪かった。またおまえに会いたい。




（陛下……）

　胸の奥がキューッと絞られるような切なさを覚えて、箱を持つルティアの手に力がこもった。

（昨日、悪いことをしたのは私の方なのに……）

　あんな気まずい別れ方をしたにもかかわらず、自分のことを気き遣づかって好物のチョコレートを贈ってくれた。その心が嬉うれしくて、だけどルティア姫ひめとして会ってお礼を言えないことが申し訳なくて、胸が苦しくなる。

　その時、うつむいたルティアの肩かた越ごしに小箱を覗のぞきこんできたファビエンヌが、フフッと楽しそうに笑う声が聞こえた。

「陛下は素す敵てきな方ね。それは今、若い令嬢たちに人気のチョコレートでしょう？　どなたに尋ねたのか知らないけれど、チョコレートが好きなあなたのために、わざわざ流行のお店を調べて用意してくださったのね」

（え？　もしかして今朝、陛下がヴァネッサ姫と話していたのは、このことだったのか？）

　回かい廊ろうの途と中ちゆうで、ヴァイスがめずらしく立ち話をしていた姿を思い出す。自分がヴァネッサをお妃きさきに薦すすめた時、流行に敏びん感かんな女性だと紹しよう介かいしたことまで覚えてくれていたのか。

「陛下はあなたのことを心から大切に想おもってくださっているのね。ねぇ、ルティア、あなたは陛下のことを──」

「なにをおっしゃるのですか、姉上！　私は陛下の専属騎士ですよ!?」

　突とつ然ぜんの大声に、ファビエンヌが目を丸くする。ルティアはハッとして首を横に振った。

「申し訳ございません、姉上。えーと、その、このプレゼントは騎士である私が受け取るわけにはいきませんので、もしよければ姉上たちで召めし上がってください」

　もごもごと口の中でつぶやくように言いながら、チョコレートの小箱を机の上に戻もどす。そんなルティアの手の甲こうを、ファビエンヌが閉じた扇おうぎの縁ふちでペチッとたたいた。

「姉上？」

　見ると、なぜか怒おこったような顔をしたファビエンヌと目が合った。

　自分はなにかまずいことをしてしまったのだろうか？

　理由がわからず、首をかしげている自分を見て、ファビエンヌがあきれたように扇の縁を掌でトントンとたたきながら言った。

「いいこと、ルティア？　私は人一倍責任感の強い、あなたの性格が好きよ。あなたはいつだって私たち家族や周りの人たちのことを考えてくれているわ。でもね、あなた自身はどうしたいの？　陛下からいただいたそのチョコレートは、あなたにとっていらないものなの？」

「そんなことありません！　ただ──」

「プレゼントされて嬉しかったのなら、素直に受け取ればいいでしょう？　私はね、『自分はどうしたいか』というあなたの気持ちも、これからはもっと大切にしてあげてほしいのよ」

「ですが、そんなことを言ったら、姉上だって──」

「あら。私は十分自分の好きなように生きてきたつもりよ。恋こいも今までの人生も、すべてね」

「えっ……本当ですか？」

　姉の告白に、ルティアは意外さを覚えずにいられなかった。彼女が結けつ婚こんした七年前、まだ幼かったルティアには大人の事情なんてわからなかったけれど、姉が宮きゆう廷ていの名花と謳うたわれ、大勢の男性から求きゆう婚こんされていたことは知っている。それが並み居る貴公子たちを差し置き、陰かげで「昼ひる行あん灯どん」と嘲あざ笑わらわれているクロード・フォン・ヴァルナーレの手を取ったのだ。

　宮廷では、誰だれもが「彼女は公爵の地位と結婚したのだ」と噂うわさした。ルティアも姉が伯爵家の存続に有利になるよう、公爵夫人となる道を選んだとばかり思っていたのだが──。

「ルティア、あなたはもしかして、私が公爵夫人の地位欲しさにクロードと結婚したと思っているの？」

「いえ、そんなことありませんが、義兄あに上うえから再三請こわれて公爵家に嫁とついだと伺うかがっています」

「まぁ！　義理の妹にまで誤解されているなんて、クロードもかわいそうね。何度も求婚をしたのはクロードではなく、私の方なのに」

「姉上が、ですか!?」

　初めて聞く話に、ルティアは思い切り失礼な質問をしてしまった。一いつ拍ぱく後、その意味に気づいて顔を赤らめる。そんな妹の様子に、ファビエンヌは開いた扇の下でころころと楽しそうに笑いながら答えた。

「あなたもよく知っているように、私たちのお父様は伯はく爵しやく家の存続しか頭にないような方だったでしょう？　おかげで『娘むすめの私なんてどうでもいいのね』と思いこんだ私は、ちょっとふて腐くされてしまって、毎晩遅おそくまで友人たちと遊ぶようになってしまったの。そんな頃ころだったわ。私がクロードに初めて会ったのは」

　息を詰つめて話を聞いているルティアの前で、ファビエンヌが少し照れたように目を伏ふせる。

「今にしてみれば、なんて馬ば鹿かなことをしたのかしらと思うけれど、当時の私は他ほかの令嬢たちと一つの賭かけをして遊んだの。誰があのボーッとしていて、本と怪あやしげな鉱物や薬草などにしか興味のない公爵の気を引けるかって。私は自信満々で色いろ仕じ掛かけまでしたけれど、これが全部大失敗！　それどころか、賭けの内容を知ったクロードに、三時間もくどくどとお説教をされたのよ。『自分のことをもっと大切にしなさい』って」

（義兄上なら、たしかに言いそうだ）

　温和でやさしい義兄の顔を思い浮うかべて、クスリと笑いがこぼれる。

「こら、姉の人生最大の失敗を笑うものではなくてよ」

　ルティアの頭をファビエンヌが扇でツンとこづく。しかし、妹をたしなめる言葉と裏腹に、その顔はやさしく笑っていた。

「あのお説教には懲こりたけれど、当時の私は恐こわいもの知らずだったから、今度はクロードに『本気なら構わないのね？』と言って、勝負を挑いどんだの。絶対自分に惚ほれさせてやると意気込んでいたのよ。だけど、何度も会って話すうちに、あの人の持つ誠実さや穏おだやかな性格に惹ひかれていって──気づいたら、好きになっていたのは私の方だったのよ」

「……なるほど。姉上たちの間に、そんな過去があったなんて知りませんでした」

　しかも姉妹でこんな話をする日が来るなんて、想像したことすらなかった。姉が最大級の秘密を打ち明けてくれたことに感動すら覚え、じーんと感じ入っているルティアに向け、ファビエンヌがやわらかく微ほほ笑えみかけてきた。

「ねぇ、ルティア。あなたがどう考えているか知らないけれど、恋って、『恋しよう』と思ってするものではなくて、気づいたら落ちているものなのよ」

「そうなんですね。勉強になります」

　ルティアが至し極ごく真面目まじめな顔つきで答えた。その言葉に、今まで上じよう機き嫌げんだったファビエンヌがなぜか突然ガクッとうなだれてしまった。

「姉上？　急にどうなさったんです？」

「……なんでもなくてよ。そうね、今日はお互たがい、お手紙をくださった殿との方がたにお返事を書いてから休みましょう」

「お互い、ですか？」

　誰のことを指しているのかわからず、首をかしげる。そんなルティアの前で、ファビエンヌが机に向けて手を伸のばした。チョコレートの小箱に気を取られ、今まで忘れかけていたが、その横には一通の手紙が置かれたままになっている。

「今日クロードからお手紙が届いたの。今度開かれるアランス王国との式典に出席するため、王都に戻ってくるのですって」
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「えっ、義兄上がですか？」

　真っ白な封ふう筒とうの表面をなで、ファビエンヌが幸せそうに微笑む。ほぼ一年ぶりとなる夫ふう婦ふの再会をルティアも一いつ緒しよに喜びたかった。けれど、胸をかすめた一いち抹まつの不安を拭ぬぐい去ることはできなかった。

（義兄上が宮廷に戻っていらっしゃる？　よりにもよって陛下の治世を確固たるものとしなければならない、この時期に？）

　近この衛え隊たいの一部隊員たちによる反乱に、ヴァイスの親友を殺したという毒薬の存在──裏で糸を引いている黒幕の正体がわからない今、先王の弟であったクロードが宮廷に現れることは、火に油を注ぐ結果にならないだろうか？

「大だい丈じよう夫ぶよ、ルティア。あなたが心配しているようなことにはならないわ」

　こちらの不安を察したのか、顔をこわばらせたルティアの肩かたに、ファビエンヌが後ろからそっと手を置いて言った。

「私も公こう爵しやくの妻ですもの。宮廷をいたずらに混乱させるようなことは絶対にさせないわ。あの人のことは私が守るもの」

（姉上はお強いな……）

　騎き士しである自分のように剣けんを振ふるうことはなくても、姉には姉の戦い方がある。互いを信じて助け合う、そんな夫婦の姿がルティアにはまぶしかった。

　机の上に置かれたままの小箱をちらりと見やる。ヴァイスの真心を前にして、ルティアは首を力なく横に振った。

　ヴァイスが自分を妃きさきに望んでくれたとしても、ルティア姫ひめが彼と結ばれる未来は永遠に来ない。ならば自分は騎士ルティウスとして、姉たちのように信しん頼らいし合える関係を彼と築きたかった。どんな苦境も共に乗り越こえ、必要とあらば、迷わず諫かん言げんもできるような関係を。

（今の私にはまだ夢のようなことだが、いつか必ず……！）

　心の中で決意し、ルティアはチョコレートの小箱に手を伸ばした。蓋ふたを開け、シンプルなメッセージの書かれたカードを中から取り出す。

　目の前の現実から逃にげることは赦ゆるされない。それなら、今宵こよいは自らが理想と描えがく未来のために、ルティア姫としてヴァイスに返事をしなければならなかった。
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　その晩、王宮の私室に戻もどったヴァイスのもとに一通の手紙が届けられた。

　光こう沢たくのある白い封筒には、百ゆ合りの花を象かたどった印章が押されている。それはこの一ひと月つきの間に何度も見てきた、リリエンタール伯爵家のものだ。

（あいつの好物を贈おくったが、喜んでくれただろうか？）

　ルティアのため、貴族の令れい嬢じようたちに今人気の店まで聞いて調べたことを思い出し、ヴァイスは口元にほろ苦い笑えみを刻んだ。

　親友のグラナードを失ったあと、誰かをここまで大切に想おもえる日が来るなんて、考えたこともなかった。本当は、再び心を許すことが恐かったのかもしれない。かけがえのない者を失ったあとの果てない虚きよ無む感かんと絶望を知っているから。

　しかし、それでもルティアが欲しかった。一人の女としてだけではない。同じ未来を夢見る戦友として、一生を共に歩んでいきたかった。

（果たして、あいつは俺の妃になることをどう思っているのか？）

　ヴァイスは緊きん張ちようで浅くなりかけた呼吸を整えながら、近くに置いてあったペーパーナイフを使って封筒をひと思いに開け──、

（こ、これは……！）

　手元の文面にざっと目を通すなり、額を押さえて思わずうめいてしまった。

（ルティアの奴、なんでまた業務報告に戻ってるんだ!?）

　最初に交こう換かん日記を始めた頃の内容に近い。白くきれいな紙には、チョコレートをもらったことに対するお礼と、食べた時の感想が淡たん々たんとした言葉で綴つづられていたのだ。

（あいつ、本当は俺のことが嫌きらいなのか？　いや、そんなことないはずだが……）

　ルティアの本音がわからず、嘆たん息そくして次の間のソファーに背を預ける。すると、ちょうど視線が壁かべに掲かかげられた王国旗を見上げる形になり、ヴァイスは眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。その脳のう裏りをよぎったのは、黒くろ髪かみの王を巡めぐる覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイアの伝説だった。

　赤と黒──向かい合う二頭の獅し子しで描かれることの多いフロイデン王国の守護神は本来一つの存在だ。彼らは男であり、女でもある両性具有の神であり、歴代の国王は、これら二つの顔を持つ神から等しく祝福を受けると言われている。いずれか片方の神からのみ異様なまでに愛されるという、黒髪の王を除いて。

（俺とあいつら二人の関係に、少し似ているかもしれないな）

　騎士ルティウスを手に入れたと思ったら、今度はルティアがいなくなった。これは黒髪の王の運命さだめなのだろうか？

（いや、運命なんて馬鹿げてる。伝説とあいつらは関係ないし、第一、両性具有の神と違ちがって、あいつらは別個の人間だ）

　ヴァイスは突とつ拍ぴよう子しもない妄もう想そうを振り払はらうように大きく頭かぶりを振り──途と中ちゆうでふと眉まゆをひそめた。ラウンドテーブルの上に置きっ放しになっている手て袋ぶくろが、視界の隅すみに映る。それは昨夜ゆうべ、慌あわてて伯爵家へ逃げ帰ろうとするルティアの手から外れたものだ。

（あれはやはり剣だこ──だったのか？）

　かすめるように触ふれた一いつ瞬しゆんの感覚では断定できない。しかし、それでもはっきりと言えることが一つだけあった。

（ルティアの奴やつ、まだ俺になにか隠かくしているな）

　それがなんなのかまではわからなくても、小さな棘とげのような違い和わ感かんが心につき刺ささるのを感じる。早くルティアに会って、その正体を確かめたかった。だけど、今の状態で屋や敷しきに押しかけたところで、再び逃げられる可能性が高い。

「今度ルティウスに橋はし渡わたしをしてもらって、三人で会うとするか……」

　ヴァイスがなんとはなしにつぶやいた。その考えは深い夜の闇やみに吸いこまれるようにして、静かに溶とけて消えた。
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　翌日、騎士姿で王宮に上がったルティアは、朝からずっとドキドキしっぱなしだった。いつものように、ヴァイスからルティア姫の動向について訊きかれることは覚かく悟ごしていた。

（でも、まさか三人で食事でもどうかと誘さそわれるなんて！　陛下は私の正体に気づいたのか!?　いいや、違うよな!?）

　もし自分がルティア姫と同一人物だとわかったのであれば、ヴァイスのことだ。こんな回りくどいやり方ではなく、もっと直接的にあれこれ尋たずねてきただろう。三人で食事というのは、彼なりに気を遣つかってくれた結果だと考えるのが自然だ。けれど、かえって面めん倒どうなことになったという感想も正直否いなめない。

（いやいや、陛下は悪くないのだから、責めてはいけない。今回の誘いはやんわり断れたのだし、今は目の前の議論に集中しなくては！）

　乱れた心を落ち着けようとして、ヴァイスの後ろでこっそり深呼吸を繰くり返す。ルティアは内心で「よし」とうなずき、玉座の前に居並ぶ重臣たちに視線を戻した。

　午前の会議における議題は、フロイデン王国の各地で取れる農産物の生産量をどうやって調整するかについてだった。特に王都の隣となりに位置するクーリエ公爵領で取れる小麦は王国に暮らす人々の主食となっており、その増産体制について重臣たちの間で熱い議論が交かわされていた。

（この議題が終わったら休きゆう憩けいだ。各自で昼食を摂とったあと、もう一度この広間に戻ってきて、今度は全員でアランス王国との交易について協議するんだよな？）

　ルティアが脳内で一日の予定を再確かく認にんしている間に、議論が終わった。

「これにて午前の会議は終しゆう了りようする。一時間後、この場で次の討議を再開する」

　ヴァイスの言葉を受け、シュヴァリエやカミーユを含ふくむ重臣たちが頭こうべを垂れる。ヴァイスが玉座から立ち上がろうとしたのを見て、ルティアも背筋を正した。

　その時だった。広間に満ちた厳おごそかな空気をぶち破る勢いで、なんの断りもなく、扉とびらが外側から勢いよく開けられた。驚おどろきより忌いま々いましさの目立つ顔をした重臣たちが一いつ斉せいに振り返る。

　扉の先から現れたのは、まだ二十代前半の青年だった。腰こしに剣をはいていても、近衛隊の騎士ではない。濃のう紺こんの制服を身に纏まとい、闇やみ夜よを照らす星を象った徽き章しようを胸につけている。

（あれは第二騎士団の証あかしだよな？　急にどうしたんだ？）

　正式には第一騎士団と呼ばれているルティアたち近衛隊と違い、第二騎士団は王都の治安維い持じや、外から入ってくる物流の監かん視しを主な役割としている。一いつ介かいの騎士が広間に突とつ然ぜん現れるなんて、城下で大きな問題が生じたのかもしれない。

　ルティアと同じことを考えたのか、ヴァイスの全身に緊張が走ったのが、後ろに立っていてもわかる。しかし、それでも彼が取り乱すことはない。威い厳げんに満ちた王者の目を向けられ、動どう揺ようしたのは広間に飛びこんできた騎士の方だった。彼は、今いま頃ごろになってようやく自分がしでかしたことの重大さに気づいたのか、扉の前で慌あわててひざまずき、震ふるえる声で告げた。

「陛下、どうか突然の無礼をお許しください。治ち療りよう院の捜そう査さ結果について、どうしても直接お伝えしたいことがあるのです」

（治療院って──陛下の親友を殺害した毒薬について、なにかわかったのか!?）

　なんだか遠い昔のことのように思えるが、シリルの主治医であったニコル・トゥーリエがアランス王国の香こう水すいを模造していた事件が発覚し、彼の勤め先であった治療院に捜査の手が入ってから、まだ数日しか経たっていない。

　あの時、最初に治療院に乗りこんだのはラッツたち近衛隊の面々で、模造された香水と一いつ緒しよに毒薬を見つけたと報告してきた。それがヴァイスの親友に盛られた毒かどうかは、まだわからない。その後、初動捜査を担当した近衛隊から第二騎き士し団に捜査の主導権が移り、いよいよなにか明らかになってくる頃ころだと思っていたが、早くも結果が出たなんて！

「おまえは治療院でなにを見つけたんだ？　言ってみろ」

「治療院」の一言で、ヴァイスの纏まとう空気が変わったのを感じる。鋭するどい刃やいばのような声で先を促うながされ、騎士はおそるおそる顔を上げて続けた。

「実は、治療院に保管されている薬品の種類と量を整理していったところ、大量のモロヘラが発見されたのです」

（毒薬ではない？　でも、モロヘラって──）

「モロヘラは麻ま酔すい薬の原料だ！　それが治療院で見つかったところで、おかしくないだろう!?」

　ルティアの思考を遮さえぎり、野太い声が広間を貫つらぬいた。失礼とも言える声の大きさに、重臣たちが顔をしかめて振ふり向く。

　その先にいたのは、腰に手を当て、ふんぞり返るようにして立つ中年の騎士だった。黒々とした口ひげを生やし、制服の胸むな元もとに大量の勲くん章しようをつけている。彼は第二騎士団の団長──オーギュスト・フォン・ダンドリー伯はく爵しやくだった。

　その場にいた全員の視線を一身に受け、オーギュストは少しだけ気まずそうに咳せき払ばらいをすると、扉の前でひざまずいている騎士のもとに歩いていって、その頭をグイと床ゆかに押しつけた。

「陛下、このたびは部下が失礼いたしました。たいしたことでもないのに、神聖なる会議の場で騒さわぎ立てまして」

「ですが、団長──」

「おまえは黙だまれ！」

「いいや、口をつぐむべきはおまえの方だ、オーギュスト」

「え……」

　切れ味の増した声が二人のやり取りを両断する。見ると、ヴァイスがひどく冷めた目で玉座の上からオーギュストを睥へい睨げいしていた。

「聞く価値がある話かどうか判断するのは王である俺だ。オーギュストでも他ほかの誰だれでもない」

　淡々とした口調の中に底知れぬ凄すごみを感じたのか、広間全体にピリリとした緊きん張ちようが走る。

「そこの騎士、おまえが先ほど言いさしたことを最後まで続けてみろ」

「はっ、はい！」

　ヴァイスに命じられ、まだ若い騎士は額にびっしり汗あせをかきながら報告を続けた。

「陛下もご承知のように、我々第二騎士団は王都に入ってくる物流の管理を行っています。特に薬品や武器などの危険物にはいつも細心の注意を払はらっているのですが、このたびの捜査の過程で、申しん告こく量を大きく上回るモロヘラが治療院で見つかったのです。しかも、その一部は原液の濃こさから、おそらく毒薬として使用されていたと推察されます」

「なんだと!?」

　広間に集つどった重臣たちの間に初めて動揺が走る。話の途と中ちゆうからうすうす予想していたこととはいえ、最悪の結果を耳にしたルティアは、額を押さえてうめきそうになった。

　モロヘラは朝晩の気温差が激しい山間地で栽さい培ばいされる植物で、その根は素そ朴ぼくな茶色い外見と裏腹に、バニラのように甘い香かおりを放つ。これを乾かん燥そうさせて小麦粉のような粉末状にさせたものは医い療りよう用の麻酔として使われる一方、その用法によっては劇薬にもなりうるという。

（もしかしてグラナード様の暗殺に使われたのも、このモロヘラだったんじゃ……）

　ルティアの立っている位置からヴァイスの表情は見えない。しかし、その顔は焦あせるオーギュストの方を迷いなく向いている。

（いつから流通量に誤差が生じていたか知らないけど、オーギュスト団長だってモロヘラの危険性はご存知のはずだよな？　なのに、部下の報告を遮るなんて──もしかして団長は、今回の発見を故意に隠そうとしていた？）

　王都への──さらには治療院へのモロヘラの流入量を管理できていなかったことが明るみに出れば、第二騎士団長は責任を取らされる。その処しよ罰ばつを恐おそれるあまり、オーギュストは沈ちん黙もくを貫くつもりだったのかもしれない。

「オーギュスト、おまえは王宮直属の治療院がモロヘラを申告以上に入手し、これに様々な加工を施ほどこしていた事実をたいした問題ではないと判断して、俺への報告を取りやめたのだな？」

「……………………」

　声と顔の双そう方ほうから表情の消えたヴァイスと反対に、オーギュストの顔がみるみるうちに青ざめていく。恐きよう怖ふに引きつる騎士団長を冷めた目で見下ろし、ヴァイスは告げた。

「オーギュスト、おまえに爵しやく位いの剝はく奪だつを命じる。今すぐ屋や敷しきに戻もどって謹きん慎しんしろ。おまえのような下げ衆すとは、同じ空気を吸いたくない」

「えっ……」

（爵位の剝奪って──それはさすがに厳しすぎます、陛下！）

　重臣たちが色を失い、処罰を言い渡わたされたオーギュストが屈くつ辱じよくにわなわなと全身を震わせる。凍いてつく空気の中、ヴァイスだけはいつもと変わらぬ口調で淡たん々たんと続けた。

「午後の討議は一時から再開する。皆みな、それまでに昼食を済ませて戻ってくるように」

「へ、陛下！　恐れながら、オーギュスト団長の爵位を剝奪するとおっしゃっても──」

「なんだ？　団長の代わりが必要だというのか？」

　重臣の一人が決死の覚かく悟ごで訴うつたえて出る。彼の方を見たヴァイスはわずかに考えた末、口の端はしを皮肉げにつり上げて答えた。

「そうだな、第二騎士団長の代わりなら、モロヘラの報告をしてきた奴やつにでもやらせておけ。他にも若くて有能な人材ならたくさんいるだろう」

「へっ？　私が団長、ですか!?」

　突然の辞令に面めん食くらった騎士が自分の顔を指さし、口をパクパク開け閉めさせる。ヴァイスは気にせず、玉座から立ち上がると、扉に向かって歩きながら続けた。

「おまえたち第二騎士団は治療院の調査を続けろ。今後わかったことはすべて、どんなに些さ末まつな発見であっても俺に報告するんだ。いいな？」

「は、はいっ！」

　反射的に立ち上がった騎士が、扉の前でピシッと踵かかとをそろえて敬礼する。

「陛下、お待ちください！」

　我に返ったルティアが慌ててあとを追う。けれど、一緒に広間を出て行こうとした動きは、ヴァイスの一いち瞥べつによって止められてしまった。

　視線だけで人を射殺せそうなほど鋭い目が自分に向けられる。それは絶対の拒きよ絶ぜつ。

　言葉を発することすら叶かなわない。硬こう直ちよくするルティアの眼前で、広間の扉が閉められた。

　ヴァイスの姿が視界から消えると同時に、広間のあちこちからため息が上がった。

「今の気き迫はく！　陛下はやはり覇王ルテイ神ウスに憑つかれし王に違ちがいない」

「モロヘラの流通量を管理できていなかったことは問題だが、あの処罰はいくらなんでも……」

「王としては頼たよりなくても、これならまだヴァルナーレ公こう爵しやくの方がましだったか？」

（そんな……！）

　重臣たちのささやきを耳にしたルティアは、彼らの推測を全力で否定したかった。

　ヴァイスはただの暴君ではない。民たみを思い、この国を良い方向に導いていこうと、日々研けん鑽さんを積んでいる。ただ目指す理想が高すぎるため、臣下に対しても厳しくなりすぎるのだ。

（どうしたら、みんなに陛下の良さをわかってもらえるんだろう？）

　ヴァイスの専属騎士として、自分には彼を支えることはできても、重臣たちの信しん頼らいは彼自身が勝ち取らなければ意味がない。この重たい空気の中で午後の会議を再開したら──この国にとっても、ヴァイスにとっても、きっと最悪の結果を招くことになる。

（その前に一度お会いして、話をしないと！　私は陛下の専属騎士なのだから！）

　ルティアは意を決すると、ざわめく重臣たちの間をすり抜ぬけ、足早に広間をあとにした。




　主君であるヴァイスが退出したあとも、重臣たちは誰一人として広間を出て行こうとしなかった。苛か烈れつを極きわめる彼の処罰に圧あつ倒とうされただけでなく、なんらかの拍ひよう子しに、その矛ほこ先さきが自分に向けられる未来もあるのかもしれないという恐怖が、彼らの足を止めさせていたのだろう。

「無骨で無ぶ粋すいだね、あの王様は」

　シュヴァリエが、ひっそり広間を出て行くルティウスの姿を目で追っていると、いつの間に近づいてきたのか、隣となりに立ったカミーユが話しかけてきた。

「処罰を言い渡すにしても、もっとうまいやり方があるだろうに」

「仕方ない。それが陛下のご気き性しようなのだから」

　シュヴァリエの言葉に、カミーユが「ふーん」とつまらなそうに顎あごをなでる。

「ああいう気性の激しい人が王にふさわしいと、シュヴァリエは本気で思っているの？　それとも、自分が体を張って守った子のことは、やっぱり特別にかわいいわけ？」

「……………………」

　周囲のざわめきに紛まぎれて、カミーユの発言を聞いていた者はいなかったらしい。ざわざわと落ち着きのない空気の中、カミーユは無言で佇たたずむシュヴァリエの横顔を興味深そうに眺ながめていたが、やがて飽あきたのか、広間から静かに一人出て行った。
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　広間を飛び出したあと、ルティアが息せき切って駆かけつけた先は王宮の庭だった。

　侍じ従じゆうや女官たちの証言を信じるなら、広間を出たヴァイスは昼食も取らず、この庭のどこかに消えたらしい。それがどこなのか、ルティアにだけは心当たりがあった。

　夏薔ば薇らの香りが漂ただよう中、新緑で覆おおわれた小道を進んでいくと、木々の先に白びやつ光こう石せきで彩いろどられた塀へいが見えた。その奥にあるのは、王家の者だけが自由に出入りすることを赦ゆるされた秘密の庭だ。

（ルティウスとしてここに来るのは初めてだな）

　息を殺し近づいていくと、入り口である鉄の扉とびらが少しだけ開いているのがわかった。

　隙すき間まに手をかけ、顔をそっと寄せる。大理石で造られた四阿あずまやの長なが椅い子すの上で、ヴァイスが静かに寝ねそべっているのが見えた。光こう沢たくを帯びた黒くろ髪かみが風を受け、わずかに揺ゆれている。

（よかった。とりあえず陛下を捜さがすことはできた。けど、この先はどうしよう？）

　どうにかしなければならないという思いにつき動かされてここまで来たけれど、どうやって彼を説得するかまでは考えていなかった。

（まずは明るい感じで挨あい拶さつから？……って、そういう雰ふん囲い気きでもないし！）

　ルティアが入り口の横で悶もん々もんと悩なやんでいると、気づいたヴァイスが長椅子の上に身を起こした。

「ルティウスか？　よく俺の居場所がわかったな。この庭のこともルティアに聞いたのか？」

「…………はい」

　わずかにためらったのち、ゆっくりとうなずく。ヴァイスはなにか言いたそうな顔をしていたが、結局なにも口にせず、四阿の中で静かに手招きをした。

　ゴクリと息を吞のんだルティアは鉄の扉を抜け、花々で彩られた庭の中を一歩一歩慎しん重ちように近づいていった。ヴァイスの正面に来たところで、片かた膝ひざをついて深く頭こうべを垂れる。

「陛下、あなたにお願いがあって、私はこの場に参りました」

「なんだ？」

「どうか臣下たちに対し、王としてもっと寛かん大だいなお心をお示しください」

「………………」

　一いつ瞬しゆんの沈黙が庭園を満たす。やがて小さなため息と共に、ヴァイスが口を開いた。

「ルティウス、おまえも聞いていたように、あの男は重大なミスを犯おかしたばかりか、そのことを故意に隠かくそうとしていた。罰ばつせられてしかるべきだろう？」

「私も、オーギュスト団長の行いは処罰されるべきだと思います。ですが、罪は罪であって、団長の人格を否定するようなことまでおっしゃったり、必要以上に厳しい罰を下したりしてはなりません。そんな王に誰だれがつき従いたいと思いますか？」

　最後まで一息に言うと同時に顔を上げる。ヴァイスの整った顔から、表情が抜け落ちていくのが見えた。初めて目にする鋭えい利りな眼まな差ざしが自分につき刺ささる。

「俺の専属騎き士しだからと言って出しゃばるなよ、ルティウス。分をわきまえろ」

「それは違います、陛下！　あなたの専属騎士だからこそ、私は出しゃばるのです！」

　息苦しいほどの緊きん張ちようと重圧が全身を蝕むしばんでいくのを感じる。だけど、ここで怯ひるんではならない。腰こしにはいた剣けんの柄つかをギュッと握にぎりしめ、ルティアは続けた。

「陛下が貴族たちに対して良い印象をお持ちでないことは知っています。ですが、彼らも感情によって動く人間です。あなたが民に見せるやさしさの片へん鱗りんでもいい、どうか彼らを気き遣づかってやってください。そうすれば、彼らもまたあなたの思いに応こたえてくれるはずです」

「……甘いな、ルティウス。おまえは貴族のくせにわかっていない。王である俺が少しでも隙すきを見せれば、あいつらはつけ上がってくる。そういうものだ」

「中にはそういった輩やからもいるかもしれません。しかし、私は陛下が今回のような態度を取り続けられることによって生じる損失の方を、より深く案じております」

「それは具体的にどういったものだ？」

　ヴァイスの双そう眸ぼうから鋭するどさがわずかに消え、興味をそそられたように自分を見る。その目をまっすぐに見返し、ルティアは気を引き締しめて答えた。

「僭せん越えつながら陛下、恐きよう怖ふによって人を圧する恐おそれと、敬愛の念と共に得られる畏おそれとは、まったくの別物だと私は考えております。陛下が厳しい態度をかたくなに崩くずさなかった場合、御ご前ぜんで自由闊かつ達たつな討議が行えなくなるばかりか、処しよ罰ばつを恐れ、失敗を報告できない者が増えてしまいます。それこそ我が国に、より大きな損失をもたらす結果になるのではないでしょうか？」

「………………」

　胃が痛くなるほどの沈ちん黙もくが、再び辺りを満たした。

　こんなことを言っては、ルティア姫ひめの正体がばれる前に自分が左さ遷せんされかねない。しかし、それでもヴァイスの専属騎士として黙だまっているわけにはいかなかった。

（このままでは陛下に恨うらみを抱いだく輩が増えるばかりだ。元々味方の少ない宮きゆう廷ていで、さらに仲間を減らすような真ま似ねをしてはいけない）

　じっと、ヴァイスの反応を待つ。やがて、その唇くちびるから深く長い吐と息いきがこぼれた。

「おまえの言う通りだな、ルティウス」

「え？」

「さっきのオーギュストに対する俺の態度は、少し大人げなかったかもしれない」

「……陛下！」

（やっぱり陛下は話せばわかってくださる方なんだ！　覇王ルテイ神ウスに憑つかれし王なんかでは決してない！）

　ヴァイスに理解してもらえたと思った瞬しゆん間かん、ルティアの全身から力が抜けた。剣の柄に手をかけたまま、ヘナヘナとその場にしゃがみこんでしまう。

「おい、ルティウス。突とつ然ぜんどうした？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、いえ、安心したら、なんだか急に力が入らなくなりまして」

「おもしろい奴やつだな。さっきまでの威い勢せいの良さはどこへ消えた？」

「あれはその、火事場の馬ば鹿か力ぢからみたいなものでして……」

　ヴァイスが自分を見て、小さく吹ふき出す。まるでルティア姫として初めて笑いかけてもらった時のような気き恥はずかしさを覚えて、ルティアはフイッと視線を逸そらしてしまった。

「どうした？　俺が立ち上がるのを手伝ってやろうか？」

　ヴァイスが近づいてきて手を伸のばす。その指先が触ふれそうになった瞬間、ルティアは反射的に飛び退のいていた。

「陛下のお手をわずらわせるまでもありません！　午後の会議の前に準備しておかなければならないことを思い出しましたので、私はこれにて失礼いたします！」

　驚おどろきに目を見開いているヴァイスの前で一気にまくし立てるなり、ルティアは逃にげるようにして庭園を飛び出した。

　夏の爽さわやかな風が頰ほおに触れる。そのたびに全身を覆う熱が少しずつ引いていくのを感じて、ルティアは胸をなで下ろした。

（私は陛下の専属騎士なのに、笑いかけられただけで赤くなるなんておかしいだろう？）

　こんな顔で午後の会議に出るわけにはいかない。それに実際、ルティアにはそれまでにやっておきたいことがあった。

　王宮に向かって歩きながら、制服のポケットにしまっておいた懐かい中ちゆう時計を取り出して見る。

（午後の会議が始まるまであと一時間弱か……これなら、まだなんとか間に合うな）

　ルティアはうなずくと、夏薔薇の咲さき誇ほこる中を勢いよく駆けだした。
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　青い空の下、時を告げる鐘かねの音が一度だけ王宮に鳴り響ひびく。

　ヴァイスが広間に入ってくると同時に、涼すずやかな鐘の余よ韻いんもどこへやら、重臣たちの間に痛いほどの緊張が走ったのをルティアは肌はだで実感した。

　玉座に着いたヴァイスがじろりと一同を見回す。ピンと背筋を伸ばした重臣たちに向け、彼はフッと小さく笑いかけた。

　午前中とは別の意味で、広間に動どう揺ようが走る。ざわざわと色めき立つ一同の前にヴァイスが掌てのひらをつき出したことで、皆みなが口を閉とざした。その一瞬の沈黙を縫ぬって、彼は告げた。

「午後の討議を再開する前に、言っておきたいことがある。午前の会議では、俺も厳しい態度を取り過ぎた。そのせいで皆を畏い縮しゆくさせてしまったようなら、悪かった」

「──へ、陛下!?」

「あの陛下がご自身の態度を反省なさった!?」

　重臣たちが天変地異の前まえ触ぶれかとでも言うように目をむき、さざめく。ヴァイスの後ろに控ひかえていたルティアは、なんとも複雑な思いでその様子を眺ながめていた。

（仕方ないよな。なにしろあの厳格な陛下が、自ら下した手てに出られたんだから。でも、これで終わりじゃないんだ）

　ヴァイスはざわめく一同を興味深そうに眺めているだけで、なにも言わない。このままでは討議を始めるどころの騒さわぎではないと、おそらく誰もが思い始めた。その矢先、

「陛下、会議中に失礼いたします」

　広間を守る扉とびら越ごしに、まだ若い女性の声が話しかけてきた。

　重臣たちが顔を見合わせる。午前中の騎士のように火急の用件でもない限り、誰かが会議中に入ってくることはまずない。ましてや女性が相手となれば、なおさらだ。

「今日は来客が多いな。用があるなら構わん。入ってこい」

「ありがとうございます」

　ヴァイスの言葉に促うながされ、扉とびらが開けられる。視界が拓ひらけた瞬間、重臣たちは言葉を失い、みんなそろって目を丸くした。そんな中、ルティアだけが心中で喝かつ采さいを送っていた。

（よかった、なんとか間に合った！）

　扉の先から現れたのは、華はなやかなドレスを身に纏まとい、薔ば薇らの絵え柄がらが美しいティーカップを掲かかげ持った貴婦人たちだった。皆が呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている中、ルティアだけが落ち着き払はらった様子でうなずく。その仕草が合図となって、彼女たちはしずしずと広間に入ってきた。

「ルティウス、これはおまえの仕し業わざか？」

　軽く目を瞠みはったヴァイスが後ろを向く。ルティアは悪戯いたずらが成功した子供のように笑いたくなるのをこらえながら、「はい」とだけ答えて、玉座の斜ななめ前に進み出た。

　気づいた重臣たちが一いつ斉せいに振ふり向く。皆の視線を受け止め、ルティアは静かに笑え顔がおで告げた。

「すでにお気づきの方もいらっしゃるかと思いますが、今し方ご婦人方が持ってきてくださった飲み物はカモミールティーです。カモミールは鎮ちん静せい効果のある花として有名ですが、史書を紐ひも解とくと、終戦の証あかしとして敵国に贈おくられたことも度たび々たびあったと言われています。どうか皆みな様さま、陛下のお心をお受け取りください」

　皆がハッとして、手て渡わたされたカップと玉座を交こう互ごに見やる。

　花に詳くわしくないルティアだって、歴史を学んだおかげで知っている。数ある花言葉の中でも有名な、カモミールに込められた意味は──和解。

　貴婦人たちが全員にカップを配り終えて退出したのと入れ替かわりで、広間の入り口に大きな影かげが差した。黒々とした口ひげはいつものように立派だが、大きな背中が今は少しだけしょげて見える。彼は、朝議の席でヴァイスに爵しやく位いの剝はく奪だつを言い渡わたされたオーギュスト団長だった。

「え？　オーギュスト団長が、どうしてここに？」

「謹きん慎しんを命じられたのではなかったか？」

　重臣たちの反応を、ルティアは緊きん張ちようした面おも持もちで眺めていた。カモミールティーの手配も、オーギュスト団長の来訪も、すべて自分が独断で行ったことだ。今度こそ出しゃばったという自覚もある。

（だけど、この場の空気を変えるために、私はどうしてもきっかけを作りたかったんだ！）

「陛下、その……」

　オーギュストが困った様子で口を開く。その言葉を遮さえぎり、ヴァイスは告げた。

「入ってこい、オーギュスト。今この時をもって、おまえの謹慎を解く。午前の会議で問題になった件について処しよ罰ばつなしというわけにはいかないが、今朝は俺もさすがに言い過ぎた。俺はおまえの人格を否定したいわけでも、ましてやおまえの一族を路頭に迷わせたいわけでもない」

「そ、それでは陛下、私はいったいどうすれば──」

「今はまだこの場にいろ。これからアランス王国との交易について協議する上で、第二騎き士し団長であるおまえの意見は重要だ。今後は騎士としての誇りを持って、己おのれの責務に邁まい進しんしろ」

「……ありがたきお言葉にございます」

　オーギュストが深々と頭を下げる。その目の縁ふちがキラリと光って見えたのは、きっと気のせいではない。

「俺の治世は信しん賞しよう必ひつ罰ばつを柱とする。会議の席では、なんでも思ったことを自由に発言しろ。その功績がたしかな形で報むくわれることを、俺は王として約束する」

「それでは僭せん越えつながら、陛下──」

　ヴァイスの発言を受け、広間のあちこちから声が上がる。

　カモミールティーを飲み干した重臣たちが生き生きと意見を交かわす様を前にして、ルティアは心の底からホッとした。
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　その日、重臣たちの議論は白熱し、会議がようやく終わりを告げたのは、陽ひが西に傾かたむき始めた頃ころのことだった。

　ヴァイスの専属騎士として、こうした場に参加するようになってから日の浅いルティアにも違ちがいがわかる。「今日の討議は以上だ」と告げる主君の言葉に、居並ぶ重臣たちはいつになく満足した顔つきで頭を下げた。

（よかった。今日の会議は成功だな）

　内心で胸をなで下ろしながら、玉座を立ったヴァイスの後ろについて広間の出口へ向かう。その途と中ちゆうでシュヴァリエと目が合った。典礼省との打ち合わせでなにもできなかった時と異なり、その青い瞳ひとみは今、自分を見て穏おだやかに微ほほ笑えんでいる。

（隊長……）

　言葉なんていらない。ルティアにとっては、それで十分だった。尊敬している上司に認められたことが嬉うれしくて、誇らしくて、思わず敬礼をしたくなる。

（でも、だめだ。まだ皆が見ているのだから）

　反射的に上げかけた手を気力でグッと抑おさえ、ヴァイスのあとについて広間を出る。

　王宮の要所ごとに立っている近この衛え兵へいたちに見守られながら回かい廊ろうを歩いていると、角を曲がったところでヴァイスが不意に足を止めた。

「ルティウス」

「は、はい。なんでしょう？」

　急に真顔で話しかけられ、ドキッとする。次の瞬しゆん間かん、ルティアは目を疑った。

　ヴァイスの顔に笑みが広がる。それはルティウスが知っている皮肉げな王者のものとも、彼がルティア姫ひめだけに見せる、少年のように透すき通った微笑とも違う、力強い笑みだった。

「休きゆう憩けいの時、俺はよくあの庭にいる。特別な許可がなくても、おまえなら自由に中に入って、俺を呼びに来ていいからな」

（え？　つまり、それって──）

「これからも、専属騎士としてのおまえの仕事ぶりに期待している」

「陛下……！　あなたのご厚こう情じように感謝いたします。私、ルティウス・フォン・リリフォーレは命に替えても、一いつ生しよう涯がい陛下をお守りする所存にございます」

「大おお袈げ裟さな奴やつだな。それに、軽々しく『命』なんて言葉を使うな。俺のためを思うなら、俺が玉座に在る間、なにがあっても生き続けろ」

「……はいっ！」

　ヴァイスの横顔が一いつ瞬しゆん翳かげったことに気づき、ルティアは慌あわててうなずいた。

（そうだ、陛下はグラナード様という親友を陰いん謀ぼうのせいで亡なくしていらっしゃる。私ルテイウスが陛下にとってどれほど大切な存在になれるかわからないが、言葉には気をつけよう）

　ルティアが心の中で誓ちかいを立てていると、ヴァイスが再び歩きだした。

「次の打ち合わせは、典礼省長官のカミーユが相手だったな？」

「あ、はい。アランス王国から派は遣けんされてくる使者の顔ぶれが決まったそうですので、その方々の好みなどについてお話を伺うかがいます」

「打ち合わせまで、まだ時間がある。ルティウス、おまえも疲つかれただろう？　少し休め」

「よろしいのですか？」

「ああ、おまえが仕事熱心なのは嬉しいが、そのせいで倒たおれられては寝ね覚ざめが悪いからな。俺が執しつ務む室にいる間は、他ほかの近衛兵たちも近くにいるから、安心だろう？　今のうちになにか軽くつまんでこい」

　ヴァイスの提案にルティアはちょっとためらったが、結局はその厚意に甘え、彼を執務室に送り届けてから休憩をもらうことにした。会議が無事に終わったことの解放感から、急に小腹が空すいたというのもある。だけど、今はそれ以上にやっておきたいことがあった。

（姫君たちに、お礼を言いに行かなければ！）

　王宮で優ゆう雅がに食事を取っていた貴婦人たちのもとに駆かけつけ、「今すぐカモミールティーを用意してくれ！」という無む茶ちやなお願いをした。万ばん能のう薬やくでもあるカモミールの値は高いのに、彼女たちは「ルティウス様のためなら！」と言って、午後の会議が始まるまでに人数分をそろえてくれた。彼女たちの心こころ遣づかいに、ルティアは感謝を伝えたかった。

（この時間なら、きっとみんな演習場でラッツたちの訓練を見学している頃だろうな。よし、まずは腹ごしらえの前に演習場へ向かおう）

　王宮に背を向け、慣れ親しんだ道をまっすぐ歩いて行く。その途中で、ルティアはふと眉み間けんに皺しわを寄せた。

（今日の私は、なんだか少し汗あせ臭くさくないか？）

　制服の袖そで口ぐちを鼻に近づけて、フンフンと臭においをかぐ。気のせいだと思いたかったが、やっぱり間ま違ちがってはいない。午前の会議で冷や汗あせをかいたり、カモミールティーを調達するために王宮中を走り回ったりしたせいだろう。ルティアは全身にじっとりと汗をかいていた。

（こんなみっともない姿で、皆みなの前に出るわけにはいかない。すぐに着き替がえなければ！）

　ルティアはそう考えるなり、演習場の横に位置する近衛隊の官舎へ方向転てん換かんをした。

　先日うっかり香こう水すいのついた制服を着て出仕してしまったことを姉のファビエンヌに話したところ、着替えの制服一式を持たされるようになったのだ。それらは今、官舎の奥に位置する連隊長たちの控ひかえ室に置いてある。

　官舎に着いたルティアは、控え室に入って後ろ手に扉とびらを閉めた。従卒の騎士がいつも用意してくれている水差しを使って盥たらいに水を注ぎ、制服と一いつ緒しよに置いてあったタオルをつける。

（早く着替えないと、陛下をお迎むかえに上がる時間になってしまうぞ）

　時間がないため、制服の下に着ていたブラウスまで一気に脱ぬいで、さらし一枚になった素す肌はだを絞しぼったタオルで素す早ばやく拭ふいていく。

（あー、生き返るなぁ。家に帰ったら、もう一度ちゃんと水浴びをしよう）

　ルティアが汗を拭ぬぐおうとして、薄うすい胸の谷間にタオルをつっこんだ、その時だった。

　控え室の扉が、なんの前まえ触ぶれもなく外から開けられた。

（えっ!?）

　なにが起きたのか、一いつ瞬しゆんわからなかった。

　この部屋に入って汗を拭う時、自分はいつも必ず鍵かぎをかけているのに！

　しかし、実際に扉は目の前で開いている。そしてその先では、見慣れた朱しゆ色いろの猫ねこっ毛がホワホワと揺ゆれていた。

（しまった！　急いでいたせいで、鍵を閉めたことを確かく認にんし忘れたか!?）

　後こう悔かいしても、時間を巻き戻もどすことはできない。澄すんだ水色の瞳が自分を凝ぎよう視しして、限界まで見開かれたまま凍こおりついている。

　ルティアが持っていたタオルで胸むな元もとを隠かくした瞬間、一気に耳まで赤くなったラッツが気まずそうに視線を逸そらした。

「悪い」

　たった一言つぶやくように謝るなり、ラッツは扉を閉めた。廊ろう下かを走り去っていく音がそれに続く。

（………………ちょっと待て。今のはラッツ、だったよな？）

　悪い夢なら早く覚めてくれと願いたい。だけど、あそこまではっきり目が合っておいて、夢や幻まぼろしであったはずがない。

（『悪い』って、どういう意味だ？　というより、ラッツはどこまで見たんだぁぁぁ!?）

　ヴァイスが自分の正体に勘かんづく前に、まさかこんなところで危機を迎えるとは思わなかった。

　心の中で絶ぜつ叫きようしつつも、ルティアの身体からだは素早く反応して制服を着ている。

　外へ出て行く準備はできた。けれど、ラッツに会ったところでなにをどう訊きけばいいかわからず、ルティアは控え室の隅すみで盛大に頭を抱かかえてうずくまった。
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　専属騎士であるルティウスの諫かん言げんを受け入れてから一週間近く経たった日の晩、ヴァイスは王宮にある自分の部屋のバルコニーから海を眺ながめていた。

（もうすぐおまえの月命日だな、グラナード）

　今となっては物言わぬ親友の眠ねむっている岬みさきに向かって、心の中で話しかける。彼を失ってからの三ヶ月で多くのことを体験してきたが、中でもこの一週間はめまぐるしかった。

「実家に帰った」ルティアとの間で、特に進展はない。何回手紙を送っても、戻ってくるのは他た人にん行ぎよう儀ぎな返事ばかりだ。そのことに対して不満がないと言えば噓うそになるものの、別の面では大きな収しゆう穫かくがあった。

「恐おそれと畏おそれは違ちがう、か」

　口の中で小さくつぶやき、バルコニーの手すりに上半身を預ける。それは、ルティウスと共に過ごす中で、ヴァイスの胸にもっとも深くつき刺ささった言葉だった。

　今まで、王とは強ければいいと思っていた。古い因習や形式でがんじがらめになった宮きゆう廷ていを改革し、この国全体をより豊かにしていくためには、誰だれにも屈くつすることなき力が必要だ。ひとたび玉座に就ついた以上は己おのれのすべてを賭かけ、理想の治世を築いてやろうと思った。そのためには、貴族たちから恨うらまれたって構わないとさえ覚かく悟ごしていた。

（でも、違うんだな）

　恐れだけでは、本当の意味で人は動かない。ルティウスを見ていると、強さだけではなしえないことの多さに気づかされて、愕がく然ぜんとする。

（あいつは、まるで水のような奴やつだな）

　人々の心の隙すき間まにすべりこみ、渇かわいた心を潤うるおしてくれる。最近では彼が後ろに控えていると、貴婦人たちだけでなく、自分に対して反はん抗こう的だった重臣たちでさえ、心なし穏おだやかな顔つきで話しかけてくるようになった気がする。

（もちろん、腹の中ではなにを考えているのかわからない連中も大勢いるがな）

　親友の命を奪うばった毒薬に、先日治ち療りよう院で発見されたモロヘラの出所──裏で糸を引いているのが誰か、果たしてそれが一人の所行なのかすら、まだわかっていない。

（いつか必ず、俺の手ですべて暴あばいてみせる）

　ヴァイスがグラナードの墓に向かって固く誓った。その時、次の間の扉がノックされる音が聞こえた。

「お休みのところ、申し訳ございません。早めに陛下のご判断を仰あおぎたい案件が出てきたため、参りました」

「シュヴァリエか、入ってこい。なにがあった？」

　ヴァイスがバルコニーから室内に戻ってくるのとほぼ同時に、隻せき眼がんの近衛隊長が次の間に入ってきた。騎き士しらしく骨張った大きな手には、一枚の書類を持っている。

「カミーユ長官との打ち合わせ時にもご相談させていただきましたが、アランス王国との式典において、陛下をお守りする騎士の数を増やしたいのです」

　そう言うと、シュヴァリエは持っていた書類を差し出し、護衛の配置とその必要性について理路整然と説明しだした。最後に、「いかがでしょう、陛下？」と訊いてくる。

　特に問題もなかったので、無感動にうなずき、「構わん」と答えた。次の瞬しゆん間かん、ヴァイスは目を疑った。いつも飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさないあのシュヴァリエが目を見開き、手の中の書類を落としそうになっていたのだ。

「急にどうした？」

　怪け訝げんに思ったヴァイスが尋たずねると、シュヴァリエは一いつ拍ぱく置いたのち、ゆっくりと首を横に振ふりながら答えた。

「今回の提案は断られるものとばかり思っていましたので、ご承認いただけて、いささか拍ひよう子し抜ぬけしました。この一ひと月つきほどの間で、陛下はずいぶんとお変わりになりましたね」

　近衛隊の護衛をすべて拒きよ絶ぜつし、その解散を命じた頃ころのことを思い出しているのだろう。感かん慨がい深げなシュヴァリエの言葉を耳にして、ヴァイスは口元にほろ苦い笑えみを刻んだ。

「俺は今だって、自分の身は自分で守るつもりでいる。だが、おまえたちのような口うるさい連中に囲まれていては、護衛を拒きよ否ひしたところで、労力の無む駄だだと悟さとっただけだ」

「そうですか。守られてばかりの王も扱あつかいに困りますので、近衛隊を束ねる者としては今くらいの意気込みがちょうどありがたいです。ルティウスの活かつ躍やくに感謝しなければなりませんね」

「……あいつは関係ない」

　本音を見み透すかされたようで、語調がつい険しくなるのを感じる。だが、シュヴァリエは一向に気にせず、にこにこ笑っている。

　ヴァイスはなんとも言えない居い心地ごこちの悪さを覚えて、大きく咳せき払ばらいをした。

「そういえばシュヴァリエ、ルティウスのことで少し気になったんだが」

「なんでしょう？」

　こちらが話題を変えたがっていることを察したのか、それとも単に興味をそそられただけか、シュヴァリエが笑いを引っこめ訊いてくる。ヴァイスは彼の青い眼めを見やって、前々から疑問に思っていたことを口にした。

「ルティウスの奴、あの赤毛の同どう僚りようと最近うまくいっていないのか？」

　たしか相手は近衛隊の第二連隊長で、ラッツという名前だった。人づき合いの上手なルティウスらしくない。今日も近衛隊を交えて典礼省と打ち合わせを行った際、あの二人だけ妙みようにギクシャクして見えたのだ。

　近この衛え隊たいの間で再び反乱が起きる可能性はないか、という意味も込めて、シュヴァリエに答えを促うながす。すると、彼はなぜか「ああ」と、妙に納なつ得とくした顔で口を開いた。

「今のところ、陛下が気になさるような問題は生じておりません。若者には、若者なりの悩なやみがあるのでしょう」

「そういうものなのか？」

「陛下もルティア姫ひめとのご関係で、いろいろとお悩みでしょう？　あの二人も似たようなものです」

「……俺たちのことを引き合いに出すな」

　実際にどこまで知っているのかわからないが、この男にはすべてを把は握あくされていそうで嫌いやになる。これ以上、会話を続けることに嫌気がさして、ヴァイスが退出を命じようとした。その時、次の間の扉とびらが再びノックされた。

「陛下、ルティア姫からのお届け物をお渡わたしに伺うかがいました」

（なんで、よりにもよってこのタイミングで）

　ヴァイスは頭が痛くなるのを感じたが、外から声をかけてきた近衛兵に罪はない。

　ちらりとシュヴァリエの様子を窺うかがう。彼は相変わらず顔に穏やかな笑みを浮うかべているだけで、その真意はわからない。ヴァイスは喉のど元もとまでこみ上げてきた嘆たん息そくを飲みこみ、自分で扉を開けに行った。国王が出てきたことで、ちょっと驚おどろいた様子の近衛兵から、百ゆ合りの印章で封ふうをされた手紙と、一ひと抱かかえほどもある縦長の箱を受け取る。

（この箱はなんだ？　いつも手紙しか送ってこないくせに）

　不思議に思いつつも封を開け、中から取り出した手紙に目を通す。そこに書かれていたのはごくありきたりな文面だった。が、それは一いつ般ぱん的な貴族の令れい嬢じようが相手であった場合のことだ。




　いつもお手紙をいただいているお礼に、今日は私の好きな花をお贈おくりいたします。




（あいつが花だと？　百合と薔ば薇らの名前くらいしか知らないくせに）

　それとも花を贈るということに、なにか特別な意味でもあるのだろうか？

　不ふ審しんに思ったヴァイスは、ルティアからの手紙を近くに置かれていた燭しよく台だいの光にかざしてみて──そこで初めて気づいた。

（これはあいつの筆ひつ跡せきではない？）

　よく似ているが、ペン先の止め方などに、彼女らしいいつもの勢いがない。しかし、それなら誰がこの手紙をよこしたというのだろう？

（……まさか！）

　最悪の予想が脳のう裏りではじける。違い和わ感かんの正体に気づくと同時に、ヴァイスは興味深げにこちらの様子を眺めていた近衛隊長に命じた。

「シュヴァリエ、暇ひまなら今すぐ口元を覆おおうための布と手て袋ぶくろを持って、この部屋に戻もどってこい！」

「………………？」

　青い目が怪訝そうに細められる。しかしそれは一いつ瞬しゆんのことで、こちらの意図を察したシュヴァリエが花の入っている箱をヴァイスの腕うでの中から強ごう引いんに奪い取っていった。

「陛下はどうか退さがっていてください！　この箱は、しばし私がお預かりいたします」

「待て！　俺も行く！」

　近衛隊の護衛は許可しても、自分の知らないところですべて片をつけられることには納得できない。広く大きな背中を追って部屋を出る。

「陛下、どうかあなたは遠くからご覧になっていてください」

　王宮の庭に出たシュヴァリエはヴァイスの風下に立ってそう言うと、侍じ従じゆうから借りてきた革かわの手袋を装着した上で、問題の箱を開けた。

　中から現れたのは、鈴すずのような形をした白い可か憐れんな花だった。名前は知らないが、貴族の令嬢から婚こん約やく者への贈り物にふさわしく見える。

（ただし、それはあの規格外の塊かたまりが相手でなかった場合だ）

　宮きゆう廷ていの名花と名高い、姉のファビエンヌが選んだというのなら説得力もあるが、「ルティアの好きな花」という言葉がどうしても引っかかった。

（俺の勘かん違ちがいならいいが……）

　息を詰つめて見守るヴァイスの前で、シュヴァリエが花を一つもぎ取り、その先を舌でチロリとなめた。

「おいっ！　なにをしている!?」

　さすがに青ざめ、駆かけ寄ろうとするヴァイスの動きをシュヴァリエが手で制する。彼は勢いよくツバを吐はき、近くに用意しておいた水で口をすすいでから言った。

「昔から毒には少し耐たい性せいがありますので、お気になさらず。この花に塗ぬられていたのは、おそらく揮発性の毒ですね。ゆっくりと部屋で愛めでていたら、大変なことになりました」

　淡たん々たんとしたシュヴァリエの説明に、啞あ然ぜんとしていたヴァイスは我に返った。毒が仕込まれていると知った今、目の前の可憐な花はただの物的証しよう拠こにしかならない。

「ルティアが贈ってきたものではないな」

「私も違ちがうと思います」

「なら、いったい誰だれがこんなことをした!?」

　グラナードを殺された時と同じだ。正体の見えない相手に、湧わき上がってくる怒いかりの矛ほこ先さきを見つけられず、ヴァイスは爪つめの跡あとがつくほどきつく拳こぶしを握にぎりしめた。

　元々望んで手に入れた玉座ではない。自分より優すぐれた政まつりごとを行えるというのであれば、いつでも立場を替かわってもいいとさえ思っている。

（だが、こういうことをする輩やからにだけは、絶対にこの国を渡せない。俺が気に入らないのなら、正面からかかってくればいい！　これ以上周りの人間を巻きこむな！）

　くやしさともどかしさに歯ぎしりする主君を前にしても、シュヴァリエはなにも言わなかった。彼は冷静に白い花束を箱の中に戻し、最後にしっかりと封をした。
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　輝かがやかしいはずの朝が、どこか霞かすんで見える。この一週間というもの、ルティアは毎日生きた心地ここちがしなかった。

　第二騎き士し団長オーギュストの取りなしをした一件以来、ヴァイスとの仲はうまくいっている。問題は、同僚であるラッツとの関係だった。ヴァイスから信用してもらえたことが嬉うれしくて浮かれていたとはいえ、鍵かぎをかけずに近衛隊の官舎で着き替がえをしてしまったなんて！

（あれは見られたよな、確実に）

　あの遭そう遇ぐう事件以来、ラッツはなにも言ってこないし、ルティアの周りで特に変わったことも起きていない。しかし、あれから彼の態度が妙によそよそしく感じられるようになったことこそが、なによりの証拠に思えた。

（やっぱり私が女だと気づいたよな？　でも、それならどうしてみんなに言わないんだ？）

　女である自分が騎士をしていることが発覚したら、王宮を揺ゆるがす一大事になりかねない。ヴァイスの治世をより強固なものとしなければならない今、余計な問題を引き起こしたくなくて、わざと黙だまっていてくれるのだろうか？

（これから私はどうしたらいいんだろう？　なにもなかった振ふりをし続ければいいのか？）

　すぐには解決できない問題に頭を悩ませつつも、ひとたび近衛隊の制服を纏まとったルティアの足は、無意識のうちに自分をいつもと同じ場所へ導いていた。主君であるヴァイスのもとへと。

　王宮の回かい廊ろうを抜ぬけ、執しつ務む室の前で立ち止まる。扉を守っていた近衛兵たちに敬礼し、中に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん──ルティアは目を瞠みはった。

　壁かべに掲かかげられた王国旗を背にして、ヴァイスが執務机に座っている。そこまでは見慣れた光景だったが、今日は机の前にシュヴァリエとラッツと、さらには第二騎士団長のオーギュストまでもが並んでいた。

（この面子メンツが一度に集まるなんて、ラッツが私の正体をばらしたのか!?）

　部屋の入り口で立ち尽つくすルティアに向け、ヴァイスが手招きをした。

　ハッと我に返って扉を閉める。いつになく重たい足取りで近づいてくるルティアを見て、ヴァイスが厳おごそかな声で告げた。

「実は昨夜ゆうべ、ルティアから俺に花が贈られてきたんだが──その花びらには揮発性の猛もう毒どくがたっぷり塗られていたんだ」

「えっ？　どういうことです!?」

　ヴァイスがなにを言っているのか、ルティアにはさっぱり理解できなかった。この一週間あまりの間、ルティア姫としてヴァイスの手紙に返事をしたことはあったけれど、花なんて贈っていないし、第一、自分ルテイアが彼に毒を盛るなんて意味がわからない。

　絶句しているルティアを見上げて、ヴァイスがたくましい肩かたをフッとすくめた。

「もちろんルティアを疑っているわけではない。なかなか俺の求きゆう婚こんに応じてくれないとはいえ、命を狙ねらわれるほど嫌きらわれているとは思っていないからな」

（…………えーと、なんだか申し訳ございません）

　ヴァイスの皮肉めいた発言に、ルティアは思わず首をすくめ、控ひかえていたラッツが眉まゆをピクリと跳はね上げる。そんな中、一人だけ表情のまったく変わらないシュヴァリエが口を開いた。

「安心しろ、ルティウス。求婚以前の問題として、ルティア姫ひめには陛下を害する動機がない。それより陛下の治世に不満を覚え、かつリリフォーレ・リリエンタール両家の躍やく進しんを妬ねたむ者が、陛下と両家の抹まつ殺さつを同時に図はかったと考える方が自然だろう。こういった場合、この三者が消えることで、一番に得する者を疑ってかかるべきだ」

「貴き殿でんのその発言はクロード・フォン・ヴァルナーレ公こう爵しやくの存在を暗に警けい戒かいしているのか？」

（えっ、義兄あに上うえのことを？）

　クロードの名を口にしたのは、今まで険しい顔つきで皆みなのやり取りを聞いていたオーギュストだった。彼は考えこむように黒々とした口ひげをなでながら、ゆっくり言葉を継ついだ。

「ヴァルナーレ公爵はあの通り、いてもいなくてもわからないほど存在感の薄うすい男だが、あれでも先王陛下の実じつ弟ていだ。王位に近い者として、なにかの拍ひよう子しに野心が芽生えたとしても──」

「口を慎つつしめ、オーギュスト」

　鋭するどい切れ味の声が割りこんでくる。声の上がった方を見ると、眉み間けんに深い皺しわを刻み、顎あごの下で手を組んだヴァイスがオーギュストのことを忌いま々いましげに睨にらみつけていた。

「俺は自由闊かつ達たつな意見交こう換かんを是ぜとするが、憶おく測そくで他者を貶おとしめる輩やからのことは軽けい蔑べつする。ヴァルナーレ公爵が犯人であると話すのであれば、その証拠を持ってこい」

「……はっ、失礼いたしました」

　一週間前の会議の時とは違う。オーギュストにも失言だったという自覚があるのか、それとも名めい誉よ挽ばん回かいのために先走ったことを恥はじているのか、素す直なおに頭を下げる。

　ややこしい事態にならず、ホッとしたルティアたちの前で、彼は気を取り直すように咳せき払ばらいをし、再びヴァイスに向き直った。

「陛下と同じように、私もルティア姫が花束を贈おくってきた犯人だとは思っておりません。ですが、治ち療りよう院で見つかった毒薬の件も含ふくめ、一連の捜そう査さの責任者として、一度姫に話を伺うかがいに参りたいと思います。ルティウス、おまえ、同行してくれるな？」

「えっ？　私がですか？」

　急に話題を振られて面めん食くらう。自分で自分の顔を指さすルティアを見て、オーギュストはさも当然といった顔つきでうなずいた。

「初対面の俺が急に押しかけて、陛下が毒殺されかかった話をしてみろ。姫がショックを受けて寝ねこんでしまったら、どうする気だ？」

（……残念ながら、ルティア姫はそんなに繊せん細さいな神経を持っておりません）

　喉のど元もとまで出かかった言葉を、ルティアは気力でグッと飲みこんだ。

　世間一いつ般ぱんで知られている貴族の令れい嬢じようとは普ふ通つうそういうものだし、特に未み婚こんの娘むすめが初対面の男性と会う時には、紹しよう介かい者しやの同席が欠かせない。

（だけど、私ルテイウスが私ルテイア姫を紹しよう介かいすることなんてできないぞ!?　前に陛下相手にやった身代わりは初対面の相手だから通じたことだし──ここはなんとかして自然に断らないと！）

　ルティアが内心で焦あせっていると、視界の隅すみですっと手が挙がるのが見えた。それは今まで端はしの方に控えていたラッツの手だった。

「僭せん越えつながら、オーギュスト団長。ルティア姫の紹介でしたら、私にお任せください」

「なぜだ？　おまえは姫の親しん戚せきでもないのに」

　思い切り訝いぶかしげな声を上げたオーギュストに向け、ラッツは静かに答えた。

「私は同どう僚りようのルティウスだけでなく、その親族とも面識がございます。なにより陛下がお命を狙われているこの時期に、専属騎士のルティウスを陛下から引き離はなすことは、得策ではございません。違いますか？」

「……………………」

　オーギュストは自分の提案に横よこ槍やりを入れられ、おもしろくなかったらしい。ムスッと口を引き結び、自じ慢まんの口ひげを手で弄もてあそんでいたが、意地になって反論する気にもならなかったのか、最後には渋しぶ々しぶうなずいた。

「わかった、ラッツ。姫の屋や敷しきへ向かう時は、おまえに同行を頼たのもう」

「承知いたしました。今日はこれから夕方まで近この衛え隊たいの演習が続いていますので、夜になってからでもよろしいでしょうか？」

「俺はそれでもいいが、陛下は──」

「構わん。おまえたちに任せる」

　なぜか急に不ふ機き嫌げんそうな顔つきになったヴァイスが、ラッツの方を見ておもしろくなさそうに答える。

（もしかして今の会話のどこかに不ふ審しんな点があったのか？　それとも陛下は、やっぱりまだ私以外の近衛隊員のことを信用できずにいらっしゃるのか？）

　ルティアが不安に思っていると、今まで黙っていたシュヴァリエが、ヴァイスの前に進み出て話しかけた。

「陛下にもいろいろと思うところがおありかと存じますが、そろそろ朝議のお時間です」

「…………そうだな」

　二人の間でなにがあったのか、ルティアにはわからない。シュヴァリエがこみ上げてくる笑いをなぜか必死で嚙かみ殺しているのと反対に、ヴァイスの方は苦虫を嚙みつぶしたような表情になっている。その横で、朝議への出席を許されていないラッツが「私はこれにて失礼いたします」と挨あい拶さつをして、部屋を出て行こうとした。

（あ、待て！　私はまだ助けてもらったことに対する礼を言ってないぞ！）

　こういうことは、できればその場で伝えたいものだが、そういうわけにもいかない。

「陛下、ラッツへの連れん絡らく事じ項こうを思い出しましたので、少しお時間をいただけないでしょうか？」

「…………？　ああ、まぁ、朝議に間に合うなら、問題ないが」

「ありがとうございます！」

　ルティアは執務室に集つどった面々に向けて素す早ばやく敬礼をすると、勢いよく部屋を飛び出した。

　朱しゆ色いろのフワフワとした髪かみが回廊の角を曲がる直前、追いかけて行って後ろから腕うでをつかむ。次の瞬間、ルティアはびっくりして手を振りほどいてしまった。いや、正確にはギョッと目をむいたラッツが急に飛び退のいたせいで、前のめりに倒たおれそうになったのだ。

「すまない。急に引き留めて、驚おどろかせてしまったか？」

「あ、ああ……ちょっとな」

　ラッツがばつの悪そうな顔で頰ほおをかく。ルティア自身も、いつもと違ちがう親友の態度に戸と惑まどいを隠かくせなかったが、それでも言うべきことはちゃんと言わなければならない。

「ラッツ、さっきはありがとう。おまえのおかげで助かった。さすがは私の親友だ」

「ああ。どんな理由をつけてでもいいから、おまえは夜の七時までに屋敷に戻もどっていろ」

「…………？」

「返事はどうした？」

「……わかった」

　やっぱり最近のラッツはおかしい。いつも親友扱あつかいするとむきになって否定してくるのに、今日はどこか上の空で、自分と目を合わせようとすらしない。

（これは、やはり私が女だということに気づいたからか？）

　でも、それならどうして本当に、自分の正体をシュヴァリエたちに報告しないのだろう？

「ルティウス、悪いが、俺はもう行くぞ」

　ぶっきらぼうにそう言い捨てると、ラッツはスタスタと足早に回かい廊ろうをあとにした。残されたルティアは友の真意がわからず、胸をじりじり焦こがすような不安に一人で耐たえるしかなかった。
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　その晩遅おそく、ラッツは今にも行き倒だおれになりそうな足取りで自分の屋敷に戻ってきた。

　きつく念を押しておいたおかげか、専属騎き士しの仕事を終えたルティウスは、夜の七時には、ちゃんと伯はく爵しやく家に戻っており、オーギュストと共に訪ねた自分を女装姿で迎むかえてくれた。彼は姉のファビエンヌの助けを借りながら、オーギュストの質問にも深窓の令嬢らしく、奥ゆかしげな答えを返してくれた。そのためオーギュストには怪あやしまれずに済んだが──、

（あいつはいったい何者なんだ!?）

　自宅の階段の端で、ラッツは我が慢まんできずに頭を抱かかえてうずくまった。

　なんとかさっきまで耐えてきたけれど、もう限界だ。ふと気を抜ぬいた瞬しゆん間かんに、近衛隊の官舎で目もく撃げきした光景が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　一週間前のあの日、演習場で部下たちの訓練を終えたラッツは、ぐっしょりかいた汗あせを拭ふこうとして、タオルを取りに連隊長の控ひかえ室に向かった。そうしたら、ルティウスが中で着き替がえていたのだ。

　上気した白い肌はだは陶とう器きのようになめらかで、ほんのり朱しゆが差した様は思わず見とれてしまうほど美しかった。そして、わずかに膨ふくらんだ胸むな元もとには真っ白なさらしが巻かれていて──、

「ぐあーっ！　本当になんなんだよ!?」

　途と中ちゆうまで思い出したところで、ラッツはまっ赤になって頭をワシャワシャとかきむしった。

　怪け我がをしたわけでもないのに、男であるルティウスが胸にさらしを巻く必要なんてない。第一、今まで制服を着ていたせいで気づかなかったが、あの丸みを帯びた体つきは男が再現しようとしたところで、簡単にできるものではない。そうだとしたら、結論は一つ。

（ルティウスの奴やつ、いつから女になったんだ!?……じゃなくて！　あいつは、元から女だった──んだよな？）

　かれこれ十年近くも男としてつき合ってきたのに、今さら急には信じられない。もしかしたら、前にシリルが「陛下はルティウスのことを女性として好きらしいです」なんてふざけたことを言っているのを聞いたせいで、幻げん覚かくまで見えるようになったのかもしれない。

（そうだよな。だって女っていうのはもっとこう、あれだろう？　やわらかくて、いい匂においがして、好きな男の前で見せる照れた顔がかわいくて……）

　先せん輩ぱいの騎士たちから聞いた話を懸けん命めいに思い出していく。その途中で、ラッツは愕がく然ぜんとした。

　ヴァイスの護衛として女装を始めてからというもの、ルティウスは少しずつ変わっていった。貴婦人たち相手にキラキラとした笑え顔がおを振ふりまいているところは同じだが、ついこの間だって、着ている制服から漂ただよういい匂いに驚いて、上着を交こう換かんしたばかりではないか！

（でも、待て。仮にあいつが女だとしたら、どうして騎士になった？）

　フロイデン王国に限らず、女が騎士になることを認めている国はない。もし自分が、ルティウスが本当は女であることを上司のシュヴァリエに報告したら、どうなるだろう？

　騎士を辞やめさせられるのはもちろんのこと、最悪の場合には、伯爵家が取り潰つぶしになるかもしれない。ライバルを蹴け落おとすなら、今が絶好のチャンスだ。けれど、ラッツにはそんなことできなかった。自分の実力でなく、人を貶おとしめて得た地位にはなんの意味もない。

（少し考え方を変えてみよう。例えば、あいつの性別が他ほかの連中にばれる前に、あいつ自身がルティア姫ひめとして生きる道を選んだとしたら、どうだ？）

　今ルティウスは、国王であるヴァイスから熱ねつ烈れつな求きゆう婚こんを受けているという。女に戻れば、多少強きよう烈れつな王おう妃ひになることは仕方ないとしても、二人が結ばれる未来になんの支障もない。

　ヴァイスの横に並んで立つ、ドレス姿のルティウスを想像して──ラッツは胸の奥がなんだかモヤモヤとするのを感じた。今まで男としてつき合ってきた同僚が、ある日突とつ然ぜん、主君の妃きさきになるという事実はやはり受け入れがたいものなのだろう。

（なにしろ相手はあのルティウスだもんな。あれが王妃になるなんて、冗じよう談だんにしても笑えない）

　薄うすく開いた唇くちびるからハハハと乾かわいた笑いがこぼれる。その時、階段を下りてきた使用人が、端はしの方でうずくまっている自分の存在に気づき、ギョッとした顔で足を止めた。

「奇き妙みような声が聞こえてきたのでなにかと思ったら、ラッツ様、こんなところでなにをなさってるんです？　ご自分ではわからないかもしれませんが、薄うす闇やみの中で一人で笑っているなんて、普ふ通つうの怪かい談だん話よりもはるかに怖こわいですよ？」

「俺のことは気にするな。ちょっと人生に疲つかれただけだ」

　年の近い使用人にさりげなく毒を吐はかれたことにも気づかずに、力なく手を横に振る。そんなラッツの姿を見て、彼は「ははーん」としたり顔で顎あごをなでながら言った。

「そういえば最近、ボーッとしていることが多くていらっしゃると思っていましたが、さては好きな姫ができたんですね？」

「違う！　俺はあいつのことなんか、なんとも思ってない！」

　ラッツの上げた声は使用人が耳をふさぐほどに大きく、悲ひ壮そう感たっぷりの尾おを引いて、夜の静寂しじまに響ひびき渡わたった。
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　翌日、ルティアは近衛隊の制服姿で王宮の庭にいた。片かた膝ひざをついて地面に座り、背中を預けた先には、白びやつ光こう石せきの美しい壁かべで囲まれた鉄の扉とびらがある。

　剣けんの柄つかに手をかけたまま、思わずカクンと船を漕こぎそうになり、慌あわてて首を横に振る。ヴァイスが命を狙ねらわれている今、この先の庭へ続く扉は自分が守らなければならないという思いが、ルティアの意識をかろうじて現実につなぎ留めていた。

（束つかの間の休息でも心から休んでいただけるように、専属騎士の私がしっかりしなければ！　──まぁ、最近いろんなことがあったせいで、少し疲れているのは事実だが……）

　昨夜ゆうべは姉のファビエンヌやラッツに助けてもらったおかげで、オーギュストの尋じん問もんを切り抜けることができた。結局ヴァイスに毒入りの花束が贈おくられたことは内密にされ、今後は少数の騎士たちによって捜そう査さが行われるという。

　ただでさえアランス王国の接待や、毒薬の発見などで皆みなが浮うき足立っている中、これ以上の混乱を招きたくないというのが、ヴァイスの本音だろう。その心はわかる。しかし、だからこそ余計に、そばにいる自分がしっかり彼を守らなければならないのだ。

　自分が出した結論に納なつ得とくしたルティアは、眠ねむ気けを振り払はらうように両りよう肩かたを大きく回し、制服の胸ポケットから銀色に輝かがやく懐かい中ちゆう時計を取り出した。その針は、ヴァイスに指定された時間より少し手前を指している。

（あとちょっとで一時半だな。そろそろ行くか）

　時計と入れ替かえに、大きな鉄製の鍵かぎを懐ふところから取り出す。持ち運ぶには重たくても、他人に預けることは絶対にできない。それは、秘密の花はな園ぞのへの出入りを許された唯ゆい一いつの鍵だった。

　鍵の先を、獅し子しの紋もん章しようが施ほどこされた錠じよう前まえに差しこみ、力を入れて扉を押し開ける。ルティアは目の前に現れた光景に「うわぁ」と感かん嘆たんの吐と息いきをこぼした。何度見たって、美しいと感じる心に変わりはない。白光石の壁で囲われた庭の中では、色とりどりの花が互たがいに姸けんを競きそっていた。

　その奥に、すべての花々を従えるようにして、白い大理石の柱を組み立てて造られた四阿あずまやが建っている。等とう間かん隔かくに並んだ柱の間から、艶つやのある黒くろ髪かみがわずかに見えているのに気づいて、ルティアは口元が自然とほころぶのを感じた。

（不思議だな。まだ一ひと月つきほどしか経たっていないのに、ずいぶん遠くまで来た気がする）

　思い返せば、ヴァイスと最初に逢あったのもこの庭だった。もっともあの時、自分は風に飛ばされたショールを取り戻もどすため、ドレス姿で四阿の屋根によじ上り──その下で休んでいたヴァイスのもとにすべり落ちてしまったのだが。

　──今思い出すと、いろいろとなかったことにしたくなる。

　ルティアは引きつる口元を気力で抑おさえると、過去の失敗を頭の隅すみへ押しやり、足あし下もとに咲さいている花を踏ふまないように気をつけながら四阿に向かった。

　ヴァイスは午後の心地ここちよい風に身を委ゆだねながら、四阿の中に据すえられた長なが椅い子すの上に横たわっている。警けい戒かい心しんの強い彼にしてはめずらしく、近づいても起きない。それだけ疲れているのか、それとも騎き士しとしての自分を信用してくれているのか、どちらかはわからない。

　いずれにせよ、ヴァイスを起こそうと思って、そうっと横から顔を覗のぞきこんだ。その瞬しゆん間かん、ルティアは息を吞のんだ。先ほど庭に足を踏み入れた時とは別の意味で、感嘆の吐息が口をついてこぼれる。

（陛下ってば、なんて顔で寝ねてらっしゃるんだ……！）

　木こ漏もれ日の中、彫ほりの深い端たん整せいな顔に長い睫まつげが淡あわい影かげを落としている。厳しさの消えたその顔は、一時の休息に安らぎを求める青年のものだった。ただ悲しいことに、深い眠ねむりに就ついているはずの今でも、その手は腰こしにはいた剣の柄を固く握にぎりしめている。

　この庭の中でだけ見せる無防備な寝顔と、それでも完全に失うことのできない警戒心──アンバランスな二つの心を前にして、ルティアは今さらながら実感せずにいられなかった。

（一国を背負って立つ君主だとしても、陛下はまだ十九歳の青年なんだ）

　今から一年ほど前に、先王の血を引いているという理由だけで王都に連行され、望んでもいない王おう冠かんをかぶらされた。それでも国王としての責任感から数々の改革を断行し、その代わりに得たものが親友の死だったなんて……。

　憐あわれみはしない。それは、ヴァイスの今までの生き方を否定してしまうように思えたから。だけど、それでも胸の奥からこみ上げてくる切なさと、言葉にできない温かな想おもいを無視することはできなくて──ルティアはハッとして、ヴァイスの顔に向けて伸のばしかけていた手を引っこめた。

（なにをしてるんだ、私は！）

　前にも一度こんなことがあった。それはヴァイスから、親友であるグラナードの死の真相について、この庭で教えてもらった時のことだ。しかし、あの時と今では状じよう況きようがまったく違ちがう。

（今の私は陛下の専属騎士なんだぞ!?）

　どんな理由があるにせよ、一いつ介かいの騎士が許可なく主あるじの顔に触ふれてはならない。そんなことをして赦ゆるされる存在はただ一人──彼の妃となる女性だけだ。

　その女性は前に自分が紹しよう介かいしたヴァネッサかもしれないし、他の誰かかもしれない。少なくとも、自分でないことだけはたしかだ。

（そう、私は陛下の騎士として生きる道を選んだのだから）

　間ま違ちがった選せん択たくをしたとは思っていない。なのに、無防備に眠っているヴァイスを前にすると、もう一度だけでいいから、そのぬくもりに触れたいと願ってしまうのはなぜだろう？

　心にじれじれとはがゆく、切ない想いが降ふり積もっていくのを感じて、ルティアが胸を押さえた。その時、一ひと際きわ大きな風が庭園を吹ふき抜ぬけ、ヴァイスが小さなくしゃみをした。

（あ、いけない！　このままではお風邪かぜを召めしてしまう）

　ルティアは制服の上着を慌てて脱ぬいだ。その身に触れることはできなくても、これくらいなら許されるだろうと言い訳をして、寝ているヴァイスの胸に上着をそっとかける。さすがに気づいたのか、閉じていた瞼まぶたがかすかに動いて見えた。次の瞬間、

（えっ!?）

　腕うでを強く引っ張られ、ルティアは前のめりに倒たおれてしまった。少し離はなれたところから眺ながめていたはずの顔が、信じられないほど近くに迫せまって見える。なんとルティアは差し出した制服の上着ごと、ヴァイスの腕に抱だきすくめられてしまったのだ。

（陛下!?……寝ぼけてらっしゃるのか？）

　答えの代わりに、健すこやかな寝ね息いきが耳元で聞こえる。その音に安あん堵どすると同時に、ルティアは内心で焦あせった。今の自分は騎士ルティウスの格好をしているのに、このまま目を覚まされては互いに気まずい思いをするだけだ。

（これじゃあ、まるで私が陛下を襲おそったように見えてしまうしな）

　ヴァイスに気づかれないよう、背中に回された腕をそうっとはずそうとする、その時だった。

「ルティア……」

　ヴァイスの唇から紡つむがれた名に、ルティアはギョッとして凍こおりついた。

（まさか陛下、私の正体に気づいて……！）

　ヴァイスの腕に抱かれたまま、顔だけそっと上向ける。しかし、いつも鋭するどい光を宿している双そう眸ぼうは閉じられたまま、その顔は穏おだやかな笑えみを浮かべて眠っていた。

（ね、寝ね言ごとか……驚かせないでくれ。でも、なんで陛下は私の名前を？）

　夢の中でまで、自分のことを想ってくれているのだろうか？

　だけど、もしそうだとしても、ルティアはヴァイスの心になに一つ返すことができなかった。それどころか、おそらくはもう二度とルティア姫ひめとして会うことすら叶かなわないのに。

　風が吹き、背中に回された手にいっそう力がこもる。ルティアはヴァイスの腕から逃のがれようとして──やめた。

　このままではいけないとわかっているのに、どうしても離れられなかった。

　目の前の厚い胸むな板いたに頰ほおを寄せると、ほのかな熱と鼓こ動どうが伝わってくる。それはルティアが初めて感じる、不思議な安心感だった。

　このままずっとこうしていたい。

　ヴァイスのそばにいたい。

　心の底から湧き上がってくる想いにつき動かされて、ルティアがヴァイスの頰にそっと手を寄せた。その時、黒い双眸が目の前で開いた。端整な顔に一いつ瞬しゆんにして驚きが広がる。

「……ルティア、なのか？」

（しまった！）

　まずい事態になったと悟さとった瞬間、ルティアの身体からだは考えるよりも先に動いていた。ヴァイスの腕の中から飛び退のき、四阿の床ゆかに片膝をついて深く頭こうべを垂れる。

「失礼いたしました、陛下！　私はルティア姫ではございません！　従兄いとこのルティウスです。陛下はその、寝ぼけて私に抱きつかれ──」

　自分で口にした台詞せりふに途と中ちゆうから恥はずかしくなって、うなじまで赤くほてっていくのを感じる。

（しっかりしろ、自分！　こんなところで怪あやしまれたら、だめだろう!?）

　それでもヴァイスの顔をまともに見ることができず、垂れた頭がさらに下を向く。そんなルティアの耳に、ヴァイスの口から深いため息がこぼれるのが聞こえた。

「悪かったな、ルティウス。寝ぼけていたとはいえ、おまえとルティアを間違えるなんて、俺はそろそろ限界らしい」

「限界──とは、なにがでしょうか？」

「ルティアに会えないことが、だ」

「えっ……」

　思わず息を吞んで顔を上げる。すると、いつになく弱々しい笑みを浮うかべたヴァイスと目が合った。

「ルティウス、おまえは宮きゆう廷ていの女たちにたいそう人気があるそうだが、恋こい人びとはいないのか？　いや、片恋でも構わない。隣となりにいるだけで、自分まで幸せになれる──そんな相手に、おまえはまだ巡めぐり合っていないのか？」

「私、は……」

　答えの途中で、ルティアは言葉を失った。

　ヴァイスの言うような相手はいる。ただし、それは目の前にいるヴァイス本人だ。

　その笑顔を見ているだけで、鼓動が信じられないほど速くなる。そばにいて、時には触れたいと願ってしまう。この想いを自分はずっと忠誠心だと思っていたけれど……。

　ヴァイスにじっと見つめられ、戸と惑まどうルティアの頭に、姉のファビエンヌが前に言っていたことが思い出された。

　──ねぇ、ルティア。あなたがどう考えているか知らないけれど、恋こいって、『恋しよう』と思ってするものではなくて、気づいたら落ちているものなのよ。

（もしかして、私は陛下のことを……）

「なぁ、ルティウス」

　ヴァイスに話しかけられ、意識を現実に引き戻もどされる。全身を硬かたくさせたルティアを見て、彼はいつになくやさしい声で続けた。

「おまえ自身のことについて気が進まないようなら、話さなくてもいい。代わりに、俺の頼たのみを一つ聞いてくれないか？」

「はっ！　陛下のお望みとあれば、なんでも」

「そうか。なら、頼む。あいつに伝えてほしいんだ。『俺はおまえをあきらめる気はない』と」

「…………………………」

　ヴァイスの望みなら、どんなことでも絶対に聞こうと思っていた。けれど、その望みだけは叶えられない。永遠に。

（だって、私は……！）

　今この場で正体を明かしたいという衝しよう動どうに駆かられる。その一瞬の誘ゆう惑わくを断たち切るように、腰こしにはいた剣けんの柄つかをきつく握にぎりしめ、ルティアは自分の心とヴァイスに噓うそをついた。「陛下の想いは必ずルティアに届けます」と。

「それではルティウス、午後の会議に向かうとするか」

　ヴァイスが四阿あずまやの長なが椅い子すから立ち上がり、庭の出口に向かって歩きだす。

　欲しいものは、すぐ目の前にあった。手を伸ばせば届くのに、その距きよ離りは今、世界の果てよりも遠いように感じる。

（騎き士しとして生きていくつもりなら、この想いを陛下に知られてはならないんだ。絶対に）

　一度堅く目をつむり、ゆっくりと開ける。咲さき誇ほこる花々は相変わらず美しかったけれど、今までと同じ目でこの風景を眺めることはもうできない。

　自らの本音に気づいた瞬しゆん間かん、そのすべてを封ふうじて、ルティアは主と仰あおぐことに決めた男の背中を静かに追った。
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　一日の政務が終わり、闇やみが世界を覆おおう頃ころ、ヴァイスは王宮にある自分の部屋に戻ってきた。

　廊ろう下かの端はし々ばしに立っている近この衛え兵へいと専属騎士のルティウスに別れを告げ、扉とびらを閉める。一人になった途と端たん、ヴァイスは次の間のソファーにドカッと腰こし掛かけ、頭を抱かかえた。わずかに開いた唇くちびるから、深いため息と一いつ緒しよに弱々しい声がこぼれる。

「俺は末期かもしれないな……」

　自分でも信じられなかった。いくらルティウスのことを信用しているとはいえ、彼がすぐそばまで近づいてきても、気づかずに寝ねていたなんて。しかもルティアと間ま違ちがえ、抱きついてしまったというではないか！

（しっかりしろ！　あいつは男だぞ？　たしかに二人ともよく似た顔立ちをしているが……）

　一緒に過ごす時が長くなればなるほど、ルティウスの顔にルティアの面おも影かげが濃こく重なって見える。そのせいで、午後の政務の間も、何度か彼のことを「ルティア」と呼んでしまいそうになった。

（あそこまで似ていると、二人が入れ替かわったところでたぶん気づかないぞ。案外、今日のルティウスはルティアが男装した姿だったりしてな）

　楽しい想像にクスッと笑みがこぼれる。そんな自分自身に愕がく然ぜんとして、ヴァイスは額を手で押さえながら力なく首を横に振ふった。

（本当に俺は末期のようだな。男の専属騎士相手に、こんな馬ば鹿かげたことを考えるなんて！）

　このまま一人で部屋に籠こもっていたら、今にきっと頭がおかしくなる。

　ヴァイスは大きく息を吸って心を落ち着けると、部屋の隅すみに置かれている時計を見た。銀色に磨みがかれた二本の針は、夜の十時を少し回った点を指している。

　いつもなら明日あしたの朝議に備え、残った業務を片づけてから眠ねむりに就つく時間だ。今からどこかへ行くなんて選せん択たく肢しは普ふ通つうない。

　しかし、明日はヴァイス自身が設定した月に一度の公休日──グラナードの月命日だった。毎月この日だけは他ほかの予定を入れず、彼の墓前へ出向くことにしている。

（ちょうど良い機会だ。今夜は多少遅おそくなっても構わないし、調べ物でもして頭を冷やすか）

　そう決意するなり、ヴァイスはソファーから立ち上がって部屋をあとにした。




　ヴァイスが向かった先は典礼省の一室だった。

　アランス王国との式典の準備に追われていたのか、こんな時間まで残っていた文官たちが、突とつ然ぜんの国王の来訪にざわっとどよめく。そんな中、部屋の奥から現れた男の姿に、ヴァイスもまた軽い驚おどろきを覚えた。

　どんな時でも、その身なりが乱れることは決してない。金褐かつ色しよくの長い髪かみを後ろに梳すき、繊せん細さいな装そう飾しよくの数々を身に纏まとったカミーユが、ヴァイスの前に進み出て優ゆう雅がに一礼した。

「ごきげんよう、陛下。このような場にご足労いただける日が来ようとは思いませんでした。典礼省長官として、あなたのご訪問を歓かん迎げいいたします」

「俺も、よもやこんな時間にここでおまえに会うとは思わなかった。今日はたしかラマルク子し爵しやくの屋や敷しきで夜会があったはずではないか？」

　ヴァイスの疑問に、カミーユはやわらかく微ほほ笑えみながら首を横に振ることで答えた。

「私は自分の人生を大切にしておりますが、華はなやかな社交の場だけが人生ではございません」

「ついこの間、大量の国費を注ぎこみ、豪ごう勢せいな食事の数々を作らせた者の発言とも思えんな。その言葉を聞けただけでも、今日この場に来た甲か斐いがあったというものだ」

「てっきり陛下は典礼省にご興味がないのだと、私が思いこんでいたのと同じように、人とは誰だれしも表面だけからは推おし量れぬ一面を持っているものなのです。違ちがいますか？」

（……食えない男だな。あのシュヴァリエと長いつき合いだというだけある）

　ヴァイスの皮肉混じりの発言にも、カミーユはそつなく応じる。彼より、周りの文官たちの方がハラハラとした顔つきで遠巻きにこちらの様子を窺うかがっているのに気づいて、ヴァイスは頭を切り替えた。

　このままカミーユと腹の探さぐり合いをしていたって時間の無む駄だだ。それに今夜、自分は確固たる目的があって、この場に来たのだ。

「カミーユ、おまえの哲てつ学がくについては今後、改めて聞かせてもらうとして、今日は一つ頼みたいことがある」

「なんでございましょうか？」

「典礼省が持っている書庫の鍵かぎを貸してもらいたい」

　ヴァイスの願いに、この部屋に来てから初めてカミーユの表情が変わった。澄すんだ鳶とび色いろの瞳ひとみが驚きに見開き、ヴァイスの顔をまじまじと見つめる。

（無理もない反応だな）

　式典や王国の歴史、果ては王おう侯こう貴族たちの婚こん姻いんなどを管理記録する典礼省の書庫には、そういった類たぐいの関連資料が大量に収められている。

　国王となって一年以上が過ぎたあとも、ヴァイスはそれらのものに一いつ切さい興味を示さなかった。それどころか、伝統や形式に縛しばられた貴族たちを嫌きらうあまり、彼らに関係するものをあえて遠ざけようとさえしてきた。

（だが、このままではいけない。たとえ感情的に好ましくない相手だとしても、その現状と過去を正確に把は握あくしておかなければ、先へ進めないこともある）

「陛下、鍵をお持ちいたしました」

　気を利きかせた文官の一人が、書庫の鍵と一緒に銀色の燭しよく台だいを持ってくる。それらを受け取り、ヴァイスはカミーユに向かって命じた。

「俺が書庫に入っている間、誰も入ってくるな」

「……承知いたしました」

　カミーユに倣ならい、後ろに控ひかえていた文官たちがそろって頭を下げる。その様を視界の隅に収めながら、ヴァイスは部屋を出て書庫へと向かった。




　典礼省の書庫は王宮の地下に位置している。

　石造りの廊下を一段、また一段と下りていくたびに空気が冷たく、重たくなっていくのを感じる。やがて最下層に着いたヴァイスは、目の前に現れた鉄の扉に、典礼省から借りてきた鍵を差しこんだ。

　ギィィィと錆さびついた音を響ひびかせながら、扉を押し開ける。持ってきた燭台を前につき出すと、本ほん棚だなに収められたいくつもの背表紙が闇の中に浮うかび上がって見えた。それらが記録しているのは、このフロイデン王国が誕生してから三百年にも及およぶ国の歴史。

　そのすべてを一晩で理解しようとは思わない。ヴァイスが今知りたいのは、たった一つのことだった。

（治ち療りよう院の創設と運営にもっとも深く関かん与よしてきた一族は誰だ？）

　ヴァイスが過去に聞いた話によると、治療院はフロイデン王国が建国されてから間もない頃、当時流行はやっていた疫えき病びようの撲ぼく滅めつを目指し、時の王の号令一下、創設されたという。とはいえ、国王一人の手によって成しえる事業ではない。

（治療院創設の提言をした者、資し金きん繰ぐりをした者、医師たちを集めた者──多くの貴族たちが関かかわっていたはずだ。その中の誰が今、モロヘラをはじめとする毒薬の精製を指示している？）

　奥の方から順じゆん繰ぐりに本棚を見て回る。そうやって部屋の中なか程ほどまで来たところで、ヴァイスはふと足を止め、顔をしかめた。

（治療院の歴史に関する本が置かれていない？）

　あれだけの一大事業だ。記録がなにも残っていないなんてことはありえない。それなのに、最後の本棚まで探してみても、治療院の歴史そのものについて書かれた本は一冊もなかった。

（毒薬の出所について調べるため、俺と同じことを考えた人間が借りていったのか？）

　そうだとしたら、オーギュストかシュヴァリエあたりが持っていても不思議ではない。

（明日──は公休日だから、明後日あさつてにでも尋たずねてみるか）

　とはいえ、せっかく夜中に書庫まで来ておいて、なにもせずに帰るのも癪しやくに障さわる。

　ヴァイスは少し考えたのち、本棚から一冊の本を抜ぬき出した。それは俗ぞくに貴族名めい鑑かんと呼ばれているもので、この王国に存在する、百を超こえる貴族の成り立ちや婚姻関係、及び過去の目立った役職等が書かれており、その記録は毎年、典礼省の手によって更こう新しんされているという。

　ヴァイスは近くに置かれていた机の前に座ると、貴族名鑑のページをめくった。同時に、上着の胸ポケットから紙とペンを取り出し、気になった名前を次々と書き出していく。

　そうして一時間も過ぎた頃、ヴァイスは力なくペンを横に置いた。

（治療院と関係の深い連中の特とく徴ちようでもわかればと思ったが、これは無理だな）

　紙に列挙した貴族たちの名前をもう一度眺ながめる。自分が把握している限りにおいて、彼らの間に出身地や役職などの共通点はなにもない。

（もっと古い過去まで辿たどらなければ、なにも見えてこないのか？）

　半ばうんざりしながら、手元の貴族名鑑を閉じようとした。まさにその時、偶ぐう然ぜん開いたページに、ヴァイスの目が釘くぎづけになった。

　そこに書かれていた貴族の名前は、リリエンタール伯はく爵しやく家。

（ルティアの実家か……いったいどういう家に生まれたら、あんな規格外の塊かたまりが育つんだ？）

　興味を引かれたヴァイスは燭台の光を引き寄せ、開いたページに視線を落とした。

　日記や手紙のやり取りを続けてきたおかげで、百ゆ合りの花をあしらった家か紋もんには嫌いやというほど見覚えがある。王都から離はなれた内陸部に領地を持っていることも、今から三十年ほど前にリリフォーレ伯爵家から分かれて爵しやく位いを授さずけられたことも、シュヴァリエたちから聞いて知っていた。けれど──、

（これは、本当のことか？）

　そこに記されている内容になんとも言いようのない違い和わ感かんを覚えて、眉まゆ根ねが中央に寄る。ヴァイスが目にしたのは、現リリエンタール伯爵家の家族構成について書かれた紹しよう介かい文だった。

　今年二十五歳になる長ちよう兄けいを筆頭に、兄弟は全員で五人いることがわかっている。その末っ子がルティアに当たるらしい。

　すぐ隣となりにあるリリフォーレ伯爵家の紹介ページと比べてみても、なんらおかしいところは見当たらない。しかし、一度覚えた違和感は消えることなく、ヴァイスは何度も両家のページを読み返すうち、ふとその理由に気づいた。

（そういえば俺は、あいつの口から家族の話を聞いたことがない……？）

　長女のファビエンヌをはじめとするリリフォーレ三姉きよう弟だいの話は、ルティアから毎日のように聞かされていたし、実際その全員に会ったこともある。会話や表情の節々から、彼女が彼ら姉弟をとても大切に思っていることが伝わってきて、少し羨うらやましかったくらいだ。

　なのに、あの一族大好き人間が、今まで一いつ緒しよに育ってきた兄弟についてはなに一つ語らないなんて、おかしくないだろうか？

「あいつにとっては、まるでリリフォーレ伯爵家の方が本物の家族のようだな」

　何気なくつぶやいた自分自身の感想に、ヴァイスはハッと息を吞のんだ。こんなこと馬ば鹿かげている、現実にありえないと何度も否定してきた考えが頭の中で蘇よみがえる。

「まさかと思うが、もしあいつが本当にリリフォーレ伯爵家の者だとしたら──」

　すべて、辻つじ褄つまが合う気がした。ルティアの顔があの三姉弟とよく似ていることも、彼女が彼らと異様に親しいことも。中でもルティウスとルティア──二人の面おも影かげがぴったり重なるのを感じて、ヴァイスは痛むこめかみを指で押さえた。

（待て。俺はルティウスとルティアも含ふくめた三人で話をしたこともあるんだぞ？）

　──だけど、果たして本当にそうだったのだろうか？

　三人で会ったのはたった一度きり。しかもあの時、武器庫の整理中に怪け我がを負ったというルティウスは、顔を包帯でグルグル巻きにされていた。自分は彼のことをルティウスだと信じこみ、話していたが、もしあの時だけ、誰かが包帯の下でルティウスと入れ替かわっていたら？

　その相手が、本当はルティアだとしたら？

（今までのおかしな行動のすべてに説明がつく……だが、そうだとしたら、俺は今までずっと男装姿の婚こん約やく者に専属騎き士しをやらせていたのか!?）

　自らの間ま抜ぬけさに愕がく然ぜんとし、二の句が継つげなくなる。

　なにか否定材料が転がっていないか、ヴァイスが懸けん命めいに思考を巡めぐらせようとした、その時、背後で扉とびらの開く音がした。

（誰だれだ!?）

　はじかれたように席を立ち、腰こしの剣けんに手を伸のばす。

　人工の明かりがポッと一つ、書庫の入り口に灯ともる。その光が照らす先に現れたのはカミーユだった。

「俺は誰も入ってくるなと命じたはずだが、おまえはなぜ今ここにいる？」

　毒をたっぷり含んだヴァイスの問いかけにも、カミーユは動じない。薄うす闇やみの中でいっそう冴さえ冴ざえと際きわ立だつ美び貌ぼうをこちらに向け、彼は素す直なおに頭を下げた。

「陛下のお邪じや魔まをする気はなかったのですが、申し訳ございません。夜も更ふけてきたため、書庫を閉めたいという申し出が部下からあったのです。護衛の面から考えましても、そろそろお部屋に戻もどられた方がよろしいかと思いますが、いかがでしょう？」

「……わかった。おまえたちには迷めい惑わくをかけたな」

　自分でも意識せぬうちに、ずいぶん長い間、調べ物に没ぼつ頭とうしていたらしい。ヴァイスは机の上で開きっぱなしになっていた貴族名鑑を手に取ると、それが元々所蔵されていた本棚に戻しにいった。

　カミーユは他人の調べ物になどはなから興味がなかったのか、本の題名を改めようともしない。彼はヴァイスの後ろからついてきて書庫を出ると、鉄の扉に鍵かぎをかけた。ブレスレットに使われている宝石がぶつかり合って、シャランと涼すずやかな音を闇やみに響かせる。




　その後、王宮の奥にある自分の部屋に戻ってきたヴァイスは、執しつ務む机に着いてペンを取り、二通の手紙をしたためた。

　一通は自らの専属騎士であるルティウスへ、そしてもう一通は愛いとしの婚約者であるルティアに向けて。
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　ヴァイスが典礼省の書庫を去った頃ころ、ルティアは実家の伯爵家でぐったりとベッドに身を投げ出していた。混乱する頭と心を抱かかえたまま、午後の仕事はなんとか乗り切ったけれど、さすがに今日は精神的にこたえた。

　ヴァイスの専属騎士であることにもやっと慣れてきたのに、今頃になってもう一度、ルティア姫ひめに戻りたくなるなんて！

　女性としてヴァイスに触ふれたいと願った、その心にルティアは思い切り戸と惑まどっていた。

（まずいぞ！　このままでは、私はうっかり自分から陛下に正体を打ち明けてしまう気がする！）

　そんなことになったら、今までの努力がすべて水の泡あわだ。だけど、ヴァイスの前で今後もルティウスとして平常心を保てる自信が正直まったくない！

（陛下の前でずっと口をつぐんでいるわけにもいかないし、なにかいい方法はないか？）

　広いベッドの上を左へ右へと転がりながら、頭が痛くなるほど悩なやんでいると、不意に扉をノックする音が聞こえた。

「ルティウス、入ってもいいかしら？　たった今、王宮からあなたにお手紙が届いたのよ」

「え!?　あ、姉上？」

　実の姉が相手であっても、ここまで情けない姿を見られるのは気が引ける。ルティアはベッドから飛び起きると、乱れた白金の髪かみを素す早ばやく整え、扉に向かった。

　真夜中にも近いこの時刻、姉のファビエンヌは瞳ひとみと同じ紫むらさきのネグリジェに身を包み、蜂はち蜜みつ色に輝かがやく髪をすべて下ろしていた。その姿からは、人妻らしい色いろ香かが漂ただよっている。

（姉上は本当に女性らしい方だよなぁ……）

　思わず感心して姉の姿に見入る。その途と中ちゆうで、ルティアはふと眉まゆをひそめた。

　どうも様子がおかしかった。宮きゆう廷てい一の貴婦人という呼び名に違たがわず、姉は薄うす明あかりの下で見ても十分美しかったが、その顔からはいつもの輝くような笑えみが消え、眉まゆ尻じりが困こん惑わくしたように下がっている。

　奇き妙みように思ったルティアが理由を尋たずねようとした、その矢先、部屋の扉を閉めたファビエンヌが目の前に二通の手紙を差し出してきた。差出人の名前はいずれもヴァイスになっているが、宛あて先さきが異なる。それぞれの封ふう筒とうに書かれた名前はルティアとルティウスの二人だった。

（同時に、この二人に手紙が送られてくるなんて──偶然か？）

　嫌な予感が稲いな妻ずまのように背筋を走り落ちる。姉の方を見ると、同じ不安を抱いだいていたのか、深刻そうな顔つきでうなずき返してくれた。

　緊きん張ちようで乾かわいた唇くちびるをそっとなめる。送られてきた手紙をなかったことにはできない。

（なら、仕方ない！）

　受け取った封筒の端はしを豪ごう快かいにちぎっていく。

　中から現れた二通の手紙を並べて見た瞬しゆん間かん、

（噓うそだろう!?）

　ルティアは軽いめまいを覚えて、ベッドに戻りたくなった。

　宛あて名なは違えども、二通の手紙に書かれていた内容はまったく同じ。




　明日あしたの午後一時に、グラナードの墓の前で待っている。




（これはつまり、ルティアとルティウスの二人に同時に来いと言っているんだよな？　それも陛下の親友であった方のお墓の前に……）

　王宮のどこかではなく、親友の墓前という場所に特別な意味を覚えて、ルティアは嫌いやな予感が確信に変わるのを感じた。

　ヴァイスにとっての神域とも言える、彼かの人の墓前で噓をつくことは赦ゆるされない。その場へルティアとルティウスの二人を呼び出したということは──ヴァイスはついに気づいたのかもしれない。王国の守護神と同じ名を持つ男と女もまた、神と同じように一つの存在であるということに。

（待ってくれ！　午後の政務の間は普ふ通つうにしていらっしゃったのに、いつそんな考えに至られたんだ？　庭園で私に抱きつかれた時か？　でも、あの時はなにもおっしゃらなかったし……）

　憶おく測そくは所しよ詮せん憶測に過ぎず、いくら考えても先へ進めない。ただ、それでも確実に言えることが一つだけあった。

　ヴァイスは明日、ルティウスとルティアを巡る問題に決着をつける気でいるのだ。それが自分の正体についてであるのか、それともルティア姫に対する求きゆう婚こんの答えであるのかはまだわからないけれど──、

（もう逃にげることはできないんだろうな）

　緊張でこわばった指先が、意識せぬうちに持っていた手紙を握にぎりしめる。そんなルティアの全身をやわらかな腕うでが不意に後ろから抱だきしめた。

　びっくりして肩かた越ごしに振ふり返る。すると、やさしく微ほほ笑えむ紫むらさき水ずい晶しようの瞳と目が合った。

「ねぇ、ルティア。今の私にはなにもできないかもしれないけれど、どうか覚えていて。どんな時でも、私はあなたの味方よ」

「……ありがとうございます、姉上」

　今のルティアにとっては、そう言ってくれる姉の存在こそがなによりも心強い味方だった。

　握りしめた手紙の宛名に、再び視線を戻す。ルティアとルティウス──この二人が同時にヴァイスの前に現れることはできない。となれば、明日はどちらの姿で行くべきか。

　姉の腕に抱きしめられたまま、ルティアはやがて一つの決断を下した。
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　翌日、ルティアは木こ漏もれ日が美しい木々の間を一人で歩いていた。

　公休日であっても、ヴァイスの護衛を外すことはできない。しかし、彼の目的を知って遠えん慮りよしたのか、それとも単について来るなと命じられただけなのか、近この衛え兵へいたちは皆みな、ルティアが馬車を降りた地点で主あるじの帰りを待っている。

　木々の間を抜ぬけ、そこからまっすぐに延びた坂道は東の岬みさきへ続いていた。その先には、ヴァイスの親友であったグラナードの墓がある。なによりも友を大切に想おもってきたヴァイスのことだ。そこへ向かう道は、すでに彼にとって特別な意味を持っているのかもしれない。

　そのような場所に招かれたことへの感謝と誇ほこりを持って、ルティアは岬へ続く一本道を粛しゆく々しゆくと歩いていた──のだが、道半ばにして、早くも後こう悔かいの念に押し潰つぶされそうになっていた。

（貴婦人の格好というのは、どうしてこんなに歩きにくいんだ!?）

　つけ焼き刃ばとはいえ、一ひと月つき近くも貴婦人の真ま似ね事ごとをしてきたのだから、今回も余よ裕ゆうだと思っていた。しかし、それは王宮内の整備された道でのこと。自然の中は全然違った。

　くるぶしまである白い夏用のドレスは、その涼やかな見た目と裏腹に、傾けい斜しやのある道で足を踏ふみ出すたび、しつこく脚あしに絡からみついてきて邪じや魔まだったし、ハイヒールの踵かかとが土の中にズボッと刺ささったまま靴くつごと脱ぬげそうになったことも一度や二度ではない。

（それに、極きわめつけはこの日ひ傘がさだ）

　久しぶりに姉のファビエンヌから聞いた、淑しゆく女じよのたしなみ第五条──貴婦人は、いかなる時でも白くなめらかな肌はだを保つ努力をしなければならない。

　その心はわかる。わかるけれど──こんな歩きにくい格好で、片手に総レースのずっしりとした日傘を持ちながら坂を上るなんて、もはやなにかの訓練にしか思えない。

（近衛隊の演習に取り入れたら、案外いい成果を生み出すんじゃないのか？）

　疲つかれてきたせいか、思考も的外れな方向にいっている自覚はある。だけど、この場にはラッツやファビエンヌのように、たしなめてくれる人もいない。

（あと少しだ。頑がん張ばれ、自分！）

　屋根のように辺りを覆おおう木々が途と切ぎれ、光の差している空間がすぐそこまで近づいている。

　胸を覆うコルセットの締しめつけに負けないよう、浅くなってきた呼吸を整え、最後の一歩を踏み出した。次の瞬間、ルティアは急に拓ひらけた視界に息を吞のんだ。

　空と海、それぞれを満たす二ふた色いろの青が水平線の彼方かなたで交わっているのが見えた。その間には大小様々な形の帆はん船せんがいくつも浮うかび、王都の港に活気を添そえている。

　岬の先は切り立った崖がけになっており、その縁ふちぎりぎりのところに建てられた墓石からは海の彼方まで眺ちよう望ぼうできる気さえした。

　王宮とはまた違う。この岬はもう一つの玉座のようだった。

（そうか。だから陛下はこの場所にグラナード様のお墓を建てられたのか）

　自らの半身とも思っていた友に、この国の現い在まと未来を見せ続けるために。

　海から吹ふいてきた風にハニーブロンドの髪を煽あおられ、慌あわてて頭を押さえる。その時になって初めてルティアはヴァイスの存在に気がついた。漆しつ黒こくの衣ころもに身を包み、黒い墓石の前で屈かがんでいた身体からだが、ゆっくりと立ち上がって振り返る。

「おまえに会うのは久しぶりだな、ルティア。ルティウスはどうした？　ここへ来るよう、あいつにも手紙を出したはずだが、届かなかったのか？」

　ヴァイスの問いかけからは、彼が本気でまだ自分の正体に気づいていないのか、それとも空とぼけているだけなのか、はっきりしない。ただ、その声の中に皮肉めいた響ひびきが含ふくまれていないことに安あん堵どして、ルティアは軽く膝ひざを折って会え釈しやくした。

「ごきげんよう、陛下。あなたがルティウスに宛あてたお手紙は、私も拝見しました。ですが、彼には無理を言って、この場に来るのを遠慮してもらったのです。今日はどうしても陛下と二人きりでお話ししたいことがございましたので」

「今まで俺からさんざん逃げ回っていた女が、急にどうした？」

　ヴァイスの目が胡う乱ろんげに眇すがめられる。彼の気持ちが、ルティアには痛いほどわかった。

　自分だってルティア姫ひめの姿でヴァイスにもう一度会う気は、本当はなかった。それでもこの格好でここまで来たのは、ルティアなりのけじめだった。

　ヴァイスがどこまで気づいているのかは関係ない。最後にできる限りの誠意をもって彼に接したかった。

（これが本当に最後の淑女演技になるんだ）

　この先、ヴァイスの心に残るルティア姫の姿は、きっと今の自分になる。ルティアはそのことを覚かく悟ごし、後悔のないように彼の顔をしっかりと見つめて口を開いた。

「陛下、今まで本当にありがとうございました。私は明日王都を発たち、実家のあるリリエンタール伯はく爵しやく領に戻もどります。遠く離はなれても、あなたのご多幸をお祈いのりしています」

　自分で口にした台詞せりふに、胸がチクリと痛むのを感じる。だけど、仕方ない。なにがあっても今日を最後にもう会わないと決めたのはルティア自身なのだから。

　沈ちん黙もくが肩かたに重くのしかかる。

　息を詰つめ、手に汗あせ握にぎるルティアを前にして、ヴァイスは──フッと小さく笑った。

「そうか。おまえは明日、王都を離れるのか。実家までの道々、気をつけろよ」

「………………はい？」

　ルティアは思わず耳を疑った。

（帰り道に気をつけろと、陛下はおっしゃったんだよな？……って、え？　ええ？）

　昨日からあれこれ想像してきたが、そのどれにも当てはまらない反応に、目をパシパシ瞬またたかせる。

「あのー、陛下？　私は明日、本気で王都を去るつもりです。リリエンタール伯爵領に戻りましたら、もう二度とお目にかかることもないと思いますが……」

「それもそうだろうな。地方の貴族令れい嬢じようが領地の外に出る機会はまずないだろう」

「……………………」

　自分から言いだしたこととはいえ、ヴァイスの至し極ごくあっさりとした反応に、ルティアはなんと答えればいいか、わからなくなってしまった。

（たしかに陛下のお誘さそいを何度も断ってきたのは私だけど……）

　ルティア姫としてしばらく会わない間に、他ほかの女性を王おう妃ひに迎むかえる決意をしたのだろうか？

　自分とルティウスが同一人物だと気づかれぬまま別れられるのであれば、それに越こしたことはない。元々それを望んで、この場へ来たのだから。

　だけど、実際に自分はヴァイスにとってもういらない存在なのだと思うと、胸をえぐられるような寂さびしさを覚えずにはいられなくて──ルティアはそんな心の内をヴァイスに悟さとられないよう、目を伏ふせながら早口に告げた。

「最後に陛下にお会いできて嬉うれしかったです。それでは、私はこれで──」

「ああ。ところでルティア、おまえ、明日あしたはどうやって実家に帰るつもりだ？」

「へ？　あ、馬車を使います」

「そうではなく、どの道を通って帰るんだ？」

「……………………？」

　完全に予想外の質問を投げかけられて面めん食くらう。首をかしげたルティアを見下ろし、ヴァイスが口の端はしを皮肉げにつり上げて言った。

「どうした、ルティア？　俺の婚こん約やく者候補として王都に出てくる時、どの道を通ったか、もう忘れてしまったのか？」

「そ、そんなことございません！　えーと、明日はまずベルグ街かい道どうを北上しまして──」

　ルティアはフロイデン王国の地図を頭に思い浮かべながら、リリエンタール伯爵領への行き方を必死に説明した。その答えに満足したのか、腕うでを組んだヴァイスが大きくうなずく。が、これで終わりではなかった。

「それで、今説明した道を使って実家に帰るとして、向こうに着いたら、おまえは最初になにをするつもりだ？」

「え……」

「リリフォーレ伯爵家の三姉きよう弟だいとは別に、故郷にも家族がいるんだろう？　おまえの兄弟たちはいったいどんな人間なんだ？」

「それは……」

　言葉に詰まったルティアの背筋を、嫌いやな汗がダラダラと伝い落ちた。

　ヴァイスの言う通り、ルティア姫には五人の兄弟がいる。だけど、ルティア自身は子供の頃ころに一度会ったことがあるだけで、彼らの名前すらろくに覚えていない。

（あの五人兄弟の名前と設定を、私は今即そつ興きようで考えなければならないのか!?　というか、どうして陛下は急にこんな質問をしてきたんだ？　もしかして──私の正体を疑っていらっしゃるのか？）

　顔を引きつらせるルティアを無表情に見下ろし、ヴァイスが一歩近づいてくる。つられて思わず一歩あとずさる。

　崖を背に追い詰められ、焦あせるルティアに向かってヴァイスが手を伸のばしてきた。

「…………!?」

　抵てい抗こうする間もなく、空いていた方の手をつかまれ、はめていた手て袋ぶくろをするりと脱ぬがされてしまう。息を吞むルティアの手を、ヴァイスの大きな手がそっと包んだ。しかし、そのやさしい仕草と裏腹に、自分を見下ろす黒い双そう眸ぼうはちっとも笑っていなかった。

「剣けんだこか……一いつ般ぱん的な貴族の令嬢の手に、こんなものができるはずがない。ルティア、おまえは何者なんだ？」

「わ、私は、その……」

　かつての常じよう套とう句くであった「ルティア・フォン・リリエンタール」はもう通じない。ヴァイスは自分の正体に半ば気づいた上で、訊きいているのだ。自分が騎き士しルティウスと同一人物である最後の確証を得るために。

　崖を背に、手を握にぎられたままでは逃にげることもできない。シリルたち家族のことを思うと、自分から正体を明かすことはためらわれて、ルティアが唇くちびるをきつく嚙かみしめた。

　その時だった。ヴァイスの後ろの茂しげみが、不意にガサッと揺ゆれて見えた気がした。

（今のは風──じゃない!?）

　ルティアの全身にけたたましい警けい戒かい音が鳴り響く。緑の隙すき間まから見えたのは、銀色にきらめく刃やいばの切っ先。

（曲くせ者ものだ！）

　突とつ如じよとして背後から飛び出してきた殺気に、ヴァイスも気づいて振ふり返る。しかし、ルティアの方が早かった。大きく足を前に踏ふみ出し、持っていた日ひ傘がさの先を男の喉のど元もとめがけて思い切りつき上げる。

「ぐぁっ……！」

　鈍にぶい悲鳴を残しながら、男が仰あお向むけに倒たおれた。日傘とはいえ、とがった先せん端たんがまともに急所に入っては、息をすることもままならない。

（陛下はご無事か!?）

　日傘を持ったまま顔を上げる。その時、足あし下もとでボキッと鈍い音が上がった。

「…………っ!?」

　踵かかとを失ったハイヒールがバランスを崩くずし、身体からだ全体がぐらりと大きく傾かたむく。その先に、地面はない。

「ルティア！」

　叫さけんだヴァイスが手を伸ばす。

　その指先に触ふれることすら叶かなわず、ルティアの身体は蒼あおい海に向かって吸い込まれるように落ちていった。
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　身体が重たく、冷たい。

　海に向かって落ちていく最中、雲一つない空を見て、吞のん気きにも「ああ、きれいだな」と思ったのを最後に、ルティアの意識は現実を離れた。

　固く閉じた瞼まぶたの下で、幼い頃の思い出がいくつも巡めぐる。

　ルティアにとって人生で最初の記き憶おくは、百ゆ合りの家か紋もんが入った剣を磨みがいている父の姿だった。いつも恐こわい顔をしている父が、この時だけは少年のように目を輝かがやかせながら言っていた。「剣とは、騎士にとって命と同じくらい大切なものだ」と。

　まだ幼かったルティアには、その意味がよくわからなかった。しかし、病弱な弟の代わりに騎士となり、一生を仕える主あるじに巡り合えたことで、ようやく理解できるようになった。剣とは、そこにあるだけではただの鉄の塊かたまりかもしれないけれど、騎士が手にすることによって命が吹ふきこまれるものだと。

　大事なものを守るために、剣と共に生きていく──自分が男として育てられたことは、そうなるための運命だったのかもしれないとさえ感じた。

　それなのに、一生の主と仰あおぐことに決めた人は、女としての自分を欲しいと言った。自分を王妃に迎え、これからの人生を共に歩みたい、と。

　彼の隣となりにいて、女として生まれたことを初めて嬉しいと感じた。だけど、剣を手放すことはできない。

（この剣は、私の誇ほこりだから……）

　瞼が重く、目を開けることができない。それでも、いつも腰こしにはいている剣の柄つかを探そうとして、辺りをまさぐる。大きく伸ばした手を、骨張った掌てのひらが不意にやさしく包みこんだ。

「ルティウス」

　誰だれかが自分の名前を呼ぶのが聞こえた。低くてよく通るこの声を、自分は知っている。この声は──、

「ルティウス！」




　耳元で名前を叫ばれ、ルティアはハッと目を開けた。拓ひらけた視界の先に、心配そうなヴァイスの顔を見つけて息を吞のむ。

「陛下？　私はいったい──」

「覚えていないのか？　おまえは曲者の凶きよう刃じんから俺を庇かばったあと、足をすべらせて崖がけから海に落ちたんだ」

「そういえば……」

　最後に目にした記憶は、澄すみ渡わたった空の色だった気がする。

　辺りを確かく認にんすると、ぼんやりとした薄うす明あかりの中、部屋の中央に置かれたストーブに火がくべられ、周りに網あみや釣つり竿ざおなどの道具がいくつも並べられているのが見えた。どうやら九死に一生を得た自分は、漁師小屋に担かつぎこまれたらしい。

　肩かたにかけられた毛布が落ちないよう、片手で押さえながら身を起こす。ゆっくりと首こうべを巡らせたルティアは、最後に床ゆかの上に座っているヴァイスの前で目をとめた。彼の全身は、自分と違ちがって濡ぬれていない。あのあとなにがあったか覚えていないが、守るべき主まで崖から転落せずに済んだと知って、胸をなで下ろす。

「陛下がご無事でよかったです」

　ルティアが心の底から安あん堵どしてつぶやいた、その一言に、ヴァイスの眉まゆがつり上がった。

「助けてくれたことには感謝する。だが、おまえは自分のことをもっと大切にしろ！」

　本気の怒ど鳴なり声にビクッと肩をすくめる。そんなルティアのことを苛いら立だたしげに見やって、ヴァイスは引きつるこめかみを片手で押さえながら、力なく首を横に振った。

「おまえが海に落ちた時、たまたま近くに漁船がいたから助かったものの、あのまま溺おぼれていたら、どうするつもりだったんだ？　頼たのむから、グラナードを失った時のような思いを再び俺に味わわせるな！」

「ごめんなさい……」

　どこか傷ついたヴァイスの表情かおを前にして、ルティアはなにも言い返せなかった。

　結局無事だったからよかったけれど、ドレス姿で無む茶ちやをしたという自覚はある。しかも彼かの人の月命日にこんなことになるなんて、申し訳なさ過ぎて、どう謝ったらいいかわからない。

　ルティアがしゅんとうなだれた、その時、

（ん？）

　奇き妙みような違い和わ感かんを覚えて、ルティアは首をかしげた。

（なんか頭が軽い……？）

　怪け訝げんに思って頭に手を伸ばすと、そこにはいつもつけているはずのカツラがなかった。それどころか、塩気を帯びた白金の髪かみが頰ほおに張りついていることに気づいて、全身からドッと血の気が引いていく。

（私は今日、ルティア姫ひめの姿で陛下とお会いしていたはずではなかったか!?）

　記き憶おく違ちがいかと思って、慌あわてて服を確認する。しかし、何度見返したところで変わらない。ルティアが毛布の下で着ていたのは、レースのたっぷりついたサマードレスだった。

（でも、陛下は私のことを「ルティウス」とお呼びになって……）

　自分も普ふ通つうに返事をしていた。

　そのことの意味に気づき、一気に凍こおりついたルティアを見て、ヴァイスが小さく嘆たん息そくした。

「ルティウス──いいや、ルティアか？　女のおまえがどうして近この衛え隊たいの騎士を──」

「申し訳ございません！」

　ヴァイスの質問を遮さえぎり、ルティアは額を床にこすりつけんばかりの勢いで頭を下げた。

「今まで陛下を謀たばかっていたことは事実です。しかし、これは私の一存で行ったことであり、家族や近衛隊の面々は関係しておりません！」

「……………………」

　静かな部屋の中、寄せては返す波の音に交じって、自分の鼓こ動どうまで聞こえてくる気がする。

　頭を下げたまま動かないルティアの前で、ヴァイスがおもむろに立ち上がった。

　反射的に顔を上げる。罵ののしられることを覚かく悟ごして待っていると、ヴァイスはなぜか小屋の中央に置かれているストーブに近づいて行き、その上に載のっていた鍋なべの中身をかき回し始めた。

　いったいなんのつもりだろう？

　訝いぶかるルティアの前に、ヴァイスがスープをよそった椀わんをつき出してくる。

「飲め。おまえが目を覚ましたら飲ませろと、この小屋を貸してくれた漁師に言われたんだ」

「……ありがとうございます」

　受け取ったスープは、魚やエビの切れ端はしをトマトと一いつ緒しよに煮にこんだものらしく、飲むと爽さわやかな酸味が口の中いっぱいに広がった。冷えた身体がだんだんと温まり、こわばった心まで解きほぐされていくのを感じる。

　やがてルティアがスープを飲み干したのを見届けて、ヴァイスがどこか達観したような表情で話しかけてきた。

「常々おまえは謎なぞの多い女だと思っていたが、どうやら俺の想像以上に込み入った事情を抱かかえているようだな。なぁ、ルティア。教えてくれないか？　女のおまえがなぜ騎き士しになったのか、そして俺の婚こん約やく者候補として王宮に現れたのかを」

「……………………」

　ヴァイスの瞳ひとみは真しん剣けんそのもので、じっと自分の答えを待っている。

　あとから思えば、魔まが差したのかもしれない。ふと、賭かけてみたくなったのだ。この人であれば、すべてを受け入れてくれるという方に。

　手元の椀を横に置き、ルティアはゆっくりと口を開いた。

「陛下、今までずっと隠かくしてきましたが、私の本当の名前はルティア・フォン・リリフォーレと申します。この名で私を呼ぶ者は家族以外におりません。私は生まれた時から男として──ルティウスとして育てられてきたのです」

　自分の告白にも、ヴァイスは表情を変えない。黒い真しん摯しな眼まな差ざしを前にして、ルティアは極力落ち着いた口調で語り始めた。自分が今までに歩んできた、その数すう奇きな人生について。
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　その日、ラッツはせっかくの公休日を悶もん々もんとしたまま過ごしてしまった。

　悩なやみの種はルティウスのことに尽つきる。寝ねても覚さめても剣けんの練習をしてみても、あの日見たルティウスの姿が脳のう裏りに焼きついて離はなれない。

　一人で抱えるには大きすぎる秘密を前にして、このままでは禿はげてしまうのではないかというほど悩みに悩んだ末、ラッツはとうとう近衛隊の官舎に来てしまった。いつもと違って人ひと気けのない廊ろう下かを抜ぬけ、向かった先はシュヴァリエの執しつ務む室だった。

　上官であるシュヴァリエの態度は国王に対してすら時に慇いん懃ぎん無礼で、なにを考えているのかわからないことも多い。だが、根が真面目まじめなのか、公休日でもよく執務室にいる。

（というより、隊長は仕事が趣しゆ味みなのかもしれないな。あんなにもてるのに、典礼省のカミーユ様と違って浮ういた噂うわさの一つも聞かないし）

　余計な感想まで思い浮かべながら扉とびらをノックしようとして──ラッツは途と中ちゆうで手を下ろした。

　ルティウスのことについて、頼たよれる誰かに相談したかった。けれど、ルティウスが本当は女だということが宮きゆう廷てい中に知れ渡ったら、国王ヴァイスの治世を根底から揺ゆるがすことになりかねない。

（ただでさえ大変なこの時期に、わざわざ火に油を注ぐようなことをしなくたっていいよな？　ルティウスのことは、俺の胸一つにしまっておけば済む話だし。でも、やっぱり……）

　腕うでを組み、扉の前を行ったり来たりしていると、急に後ろから「ラッツ」と呼びかけられた。

　ギョッとして振ふり返る。静まりかえった廊下の先に、目指す部屋の主が立っていた。

「シュヴァリエ隊長？　いつからそこにいらしたんですか!?」

「おまえが俺の部屋の前でため息をつきながら、うろうろし始めた頃ころからかな？」

（それってほぼ最初からじゃないか!?　どうして声をかけてくれなかったんだ!?）

　近衛隊の騎士でなかったら、問答無用で職務質問をされていたって文句は言えない。自分の怪あやしさ満まん載さいの行動を思い出して、赤くなる。

　ラッツがじとっと恨うらみの籠こもった目で睨にらんでも、シュヴァリエは歯し牙がにもかけず、飄ひよう々ひようとした足取りで近づいてきて言った。

「おまえがおもしろい動きをしていたんで、つい観察していたんだが、途中で飽あきてな。俺になにか用か？」

（……本当に、この人に相談をしていいのか？　人選を間ま違ちがえてないか、俺）

　食えない上官を前にして、ラッツはわずかに迷ったが、他ほかに相談できる相手もいない。

「実は隊長、折り入って二人でお話ししたいことがございまして──」

　ラッツが思い切って口を開いた。その時、コツコツと甲かん高だかい足音が廊下の先から近づいてくるのが聞こえた。規則正しく、それもかなりの速さをしているが、近衛隊の騎士たちが履はいている軍ぐん靴かの音では決してない。

（これは──ハイヒール？）

　怪訝に思って振り返ると同時に、ラッツは目が点になるのを感じた。

　無機質な近衛隊の官舎には似合わない。そこだけ大輪の薔ば薇らが咲さいたように優美な深しん紅くのドレスを纏まとったファビエンヌが、訓練された騎士並みのスピードで、こちらに向かって歩いてきたのだ。それでもスカートの裾すそが乱れることはなく、顔には汗あせ一つかいていない。

（さすがルティウスの姉だ。貴婦人への化け方も堂に入っている──じゃなくて！　どうしてファビエンヌ様がこんなところにいらっしゃるんだ？　まさか公休日まで、演習場で弟の私物を競せりにかけるおつもりか？）

　いろんな意味で顔を引きつらせているラッツと、至し極ごく落ち着いた態度のシュヴァリエを紫むらさきの瞳が素す早ばやく見比べる。二人の前まで来ると、ファビエンヌは先ほどまでの鬼き気き迫せまった様子が噓うそのように、優ゆう雅がに膝ひざを折って一礼した。

「ごきげんよう、シュヴァリエ様、ラッツ様。つかぬことをお伺うかがいしますが、うちのルティア姫がこちらにお邪じや魔ましていないでしょうか？」

「ルティウスが？」

　つい本当の名前を呼んでしまってから、ラッツは慌てて口を手で押さえた。幸い公休日で、辺りに他の騎士がいなかったからよかったものの、片眉まゆをピクッと跳はね上がらせたシュヴァリエが、素早く自分たちを執務室の中に招き入れてくれる。

「ヴァルナーレ公こう爵しやく夫人、あなたにしてはめずらしく慌てていらっしゃるようですが、どうかなさいましたか？」

　シュヴァリエの問いかけに、ファビエンヌの顔から、今までかろうじて保っていた笑えみが消えた。

「お二人には隠していたところで意味がございませんので、率そつ直ちよくに申し上げますわ。実は昨夜ゆうべ遅おそくに、ルティウスとルティアの二人を同時に呼び出すお手紙が、陛下から送られて参りましたの。それを受けて今日のお昼頃ごろ、ルティウスは女装姿で陛下にお会いしに行ったのですが、夕方になってもまだ帰ってこないのです」

（え、それってまさか陛下は、ルティウスがルティア姫ひめであることに気づいて……）

　最悪の予想がラッツの脳裏に躍おどり出る。だが、隣となりに立っているシュヴァリエはそれをさらに上回る嫌いやなことを考えついたらしい。

「そういえば、グラナードの墓参りに行かれた陛下もまだ戻もどっていらっしゃらないな」

　シュヴァリエを包むいつもの飄々とした雰ふん囲い気きが、言葉の途中で切せつ迫ぱくしたものに変わる。

「ラッツ！　陛下の身になにかあったのかもしれない。グラナードの墓前まで、二人を迎むかえに行くぞ！」

「あ、はい！」

「ヴァルナーレ公爵夫人はルティウスが帰ってきた場合に備え、屋や敷しきで待機していてください！」

「わかりましたわ！」

　ファビエンヌが気き丈じようにうなずく様を見届けて、シュヴァリエが執務室を飛び出す。その本音はつかみにくくても、こうした時にはやっぱり頼りになる上官だ。

　ラッツはシュヴァリエの広い背中を追って官舎を出ると、裏につないでいた自分の馬に飛び乗り、一路東の岬みさきを目指した。
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「──というわけで、私は陛下の婚こん約やく者候補でありながら、あなたの専属騎き士しにも任命された次し第だいです」

　ルティアがすべてを語り終えた時、陽ひは水平線の彼方かなたへ沈しずもうとしていた。

　光源が小屋の中央に置かれたストーブしかない中、目の前に座っているヴァイスの表情も暗くてよく見えない。彼がなにを考えているのか、ルティアにはわからなかったけれど、次に言うべきことは決まっていた。

「陛下と宮廷の皆みなを騙だましていたこと、どうかお許しください！」

　今の自分には誠意をもって謝ることしかできない。ルティアは懸けん命めいに頭を下げたが──、

「許さない」

　ヴァイスがこぼすように告げた一言に、胸がズキッと痛む。

　しかし、国王としては当然の反応だ。かつてオーギュスト騎士団長に命じたような極度の処しよ罰ばつは避さけるべきだけれど、国の頂点に立つ者が、その秩ちつ序じよを乱す行こう為いを認めてはならない。

（きっと私は陛下との今までの関係に、どこかで甘えていたんだろうな。でも、シリルと姉上のことだけは、なんとか許していただかないと！）

　最愛の家族に降りかかる不幸を想像したルティアが膝の上で拳こぶしを握にぎりしめ、必死で訴うつたえ続けようとした。その拳を、不意に伸のびてきたヴァイスの手がつかんだ。

「陛下？」

「ルティア、俺は、おまえが俺を信じていなかったことを許さない。おまえにとって、俺はその程度の男に見えたのか？」

「えっ？」

　どういう意味だろう？

　訝いぶかるルティアの手をヴァイスがグッと引き寄せた。手て袋ぶくろもなく、剣けんだこの目立つ手を愛いとおしむように、ヴァイスの指先がやさしく自分の指に絡からめられる。

「や、やめてください、陛下！　私の手は、普ふ通つうの令れい嬢じようのものとは違ちがいます！」

　恥はずかしさに赤くなり、手を引っこめようとするルティアの顔を上うわ目め遣づかいに見やって、ヴァイスがやさしく微ほほ笑えむ。

「他のどんなに美しく手入れの行き届いた手より、俺はおまえのこの手の方が好きだ。これはおまえが大切なものを守るために、努力し続けてきた証あかしだろう？」

「ですが、私は陛下や宮廷の皆をずっと欺あざむいて──」

「そうかもしれないが、俺にとっては些さ末まつなことだ。いいか、ルティア？　よく聞いておけ。騎士でも姫でも構わない。俺が欲しいのはおまえ自身だ」
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「私自身、ですか……？」

　呆ぼう然ぜんと繰くり返すルティアを見て、ヴァイスがうなずく。

　彼が自分のすべてを受け入れてくれたことを知って、ルティアの胸に初めて感じる心地ここちよさが広がっていった。それは家族から必要とされることとも違う、不思議な幸福感。

（ああ……そうか。好きな人の言葉って、特別なんだ）

　今なら、姉のファビエンヌがクロードからの手紙一つで、あんなに嬉うれしそうな顔をしていた理由もわかる。だけど、ルティアはヴァイスの告白を素す直なおに喜ぶわけにいかなかった。

「ありがとうございます、陛下。あなたのお申し出は大変嬉しいのですが、もしお許しいただけるのであれば、私はあなたの専属騎士を辞やめたくありません」

　最初は家族を守るために始めたことだったけれど、今では騎士としての自分に誇ほこりを抱いだいている。百ゆ合りの家か紋もんの彫ほられた剣に誓ちかって、愛おしく思う主を誰だれよりも近くで守り続けたかった。

　ルティアの告げた答えに、ヴァイスが不満そうに口の端はしを曲げる。しかし、その一いつ拍ぱく後、彼は顔に突とつ然ぜん、悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべて言った。

「そうか、おまえが専属騎士を続けたいのなら、それでもいい。騎士のまま俺のもとに嫁とつげ」

「…………へっ？」

「信しん頼らいできる騎士と愛しの妃きさきを同時に手に入れられるなんて、俺ほど運の良い王はいないな」

「ちょっ……！　ちょっと待ってください、陛下！」

　ヴァイスは当然のことのようにさらりと言ってのけたが、その発言にルティアは驚おどろきを通り越こして、頭の中が真っ白になるのを感じた。

　自分も「規格外の塊かたまり」などと揶や揄ゆされるだけあって、常識が欠けつ如じよしていることは自覚している。けれど、ヴァイスの考えは自分に輪をかけてひどい。

「陛下、どうかよくお考え直しください！　私は騎士見習いになってから十年近くもの間、宮きゆう廷ていを謀たばかり、女であることを隠かくし続けてきたんですよ？　許されることではありません」

「誰に許しを請こう必要がある？　有能な者は性別や年ねん齢れいに関かかわりなく、その能力にふさわしい地位を得るべきだろう？」

「ですが、宮廷には宮廷の秩序というものがございます！」

「頭の固い重臣たちと同じことを言うな。秩序というものは、現状に適合していないと感じた段階で速すみやかに刷新していくべきだろう？　小さくなった服を子供がずっと着続けていては不便が生じるのと同じで、人が無理に旧来の秩序に合わせる必要はない。今生きている者たちのために、新たな秩序を作り出すことも大切だ」

「それはそうかもしれませんが……！」

　ヴァイスのこういった考え方が、自分はすごく好きだ。彼が王であるからこそ、その専属騎士でい続けたいと願った。

　しかし、ヴァイスの改革に懐かい疑ぎ的な重臣たちも多く、彼の暗殺を企たくらむ者や、毒薬の精製を裏で行っている黒幕の正体がわからない今、あえて余計な行動を起こすべきではない。そんなことをすれば、ヴァイスはたちまち窮きゆう地ちに追いこまれてしまうだろう。

（とても合理的な思考の持ち主なのに、どうして陛下にはこういったことがわからないんだ!?）

　自分が感じている危機感が伝わらないことをもどかしく思って、やきもきする。そんなルティアを見て、ヴァイスが急に肩かたを落とした。

（今度はどうした!?）

　心配になって身を乗り出したルティアの頰ほおに、ヴァイスがそっと手を添そえる。

「陛下……？」

「おまえは俺の妃になるのが、そんなに嫌なのか？　俺のことが好きでないというのなら、今の提案はなかったことにするが」

「べ、別に、そういうわけでは──」

「なら、俺のことが好きだと思っていいのだな？」

「…………っ！」

　なんと答えたらいいのか、わからない。耳までまっ赤になったルティアを見て、ヴァイスが嬉しそうに笑う。

　床ゆかについていたもう片方の手が伸びてきて、ルティアの両頰をやさしく包んだ。

「あ、あの、陛下、私のことを女性扱あつかいなさるのは、ちょっと──」

「なぜだ？　どんな秘密を隠し持っていたとしても、俺にとっておまえが好きな女であることに変わりはない」

「……………………」

　好きという言葉は麻ま薬やくのようだ。一度その心地よさを知ってしまうと、繰り返し聞きたくなってしまう。その甘い吐と息いきに酔よいしれ、なにも考えられなくなっていく。

　頰を包むヴァイスの手に、わずかに力がこもった。彫りの深い端たん整せいな顔がゆっくりと近づいてくる。

　このままではだめだ。ちゃんと断らなければならないのに、それでも彼に触ふれたいとルティアが願ってしまった。

　その時、ヒヒーンという馬のいななきと蹄ひづめの音が、いくつもこちらに向かって近づいてくるのが聞こえた。

（わ、私はまた……！）

　我に返って壁かべ際ぎわまで飛びすさる。思わず唇くちびるを手で覆おおったルティアの耳に、大勢の馬が小屋の前で足を止める気配と、聞き慣れた男の声が飛びこんできた。

「誰かそこにいるのか!?」

（シュヴァリエ隊長!?　それに、この馬の数はもしかして──）

　上官の問いかけだけで、ルティアは瞬しゆん時じにすべてを悟さとった。

（いつまで経たっても戻もどらない陛下を心配して、近この衛え隊たいが捜そう索さくに来たんだ！）

　ヴァイスも同じことを考えたのだろう。彼は物足りなそうな顔つきで立ち上がると、ルティアの方を見て言った。

「どうやら迎むかえが来たようだな。ルティア、おまえはそこで待っていろ。今の姿を俺やシュヴァリエ以外の人間に見られてはまずいのだろう？　さっきの返事は明日あした、王宮で聞く」

　一方的に告げるなり、ヴァイスは一人で小屋の外へ出ていった。古びた木の扉とびら越ごしに、彼が近衛兵たちに向け、事情を話している声が聞こえる。

　やがて小屋の扉とびらがわずかに開けられ、シュヴァリエとラッツの二人が中にすべりこんできた。

「ルティウス!?　おまえ、なんて格好してんだよ!?」

　白金の短い髪かみに白いレースのドレスを着ている自分を見て、ラッツが絶望的な声を上げる。隣となりに立つシュヴァリエは一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを中央に寄せただけで、なにも言わなかった。だけど、この姿を前にして、なにも不ふ審しんに思っていないはずがない。

　彼が口を開く前に、ルティアは羽織っていた毛布をその場に脱ぬぎ捨てて立ち上がり、勢いよく頭を下げた。

「申し訳ございません、隊長！　私の不注意により、ルティウスとルティア姫ひめが同一人物であることが陛下にばれました」

「はぁっ!?」

　ラッツが絶句して凍こおりつく。

　シュヴァリエも、今の告白にはさすがに驚いたらしく、青い眼めが限界まで見開かれる。しかしそれは刹せつ那なのことで、彼は辺りを見回すと、すぐにまたルティアの方に視線を戻して、口を開いた。

「この状じよう況きようとおまえの告白から、なにがあったかだいたい把は握あくした。それでルティウス、おまえはこれからどうしたいんだ？」

「えっ……」

「おまえは陛下の専属騎き士しを続けたいのか？」

　絶対になにか訊きかれると覚かく悟ごしていたが、まさか自分の意志を尋たずねられるとは思わなかった。だけど、その答えはどんな状況になったって変わらない。

　即そく座ざにうなずくルティアを見て、シュヴァリエが笑いながら肩をすくめた。

「そういうことなら、おまえは少し陛下と距きよ離りを置いた方がいいだろう。ちょうどいい機会だ。ルティウス、ラッツ！　おまえたち二人に出張を命じる！」

「……俺も、ですか？」

　今まで蚊か帳やの外にいたはずなのに、急に名前を呼ばれて、ラッツがびっくりしたように自分の顔を指さす。ルティアにもシュヴァリエの意図は全然読めなかったが、部下たち二人から怪け訝げんそうな目を向けられても、当の本人は一向に気にせず続けた。

「アランス王国の招待式典に合わせ、三週間前にクロードが自らの領地を出たという報告を受け取った。おまえたちも知っているように、王都まで五日もあれば着く距離なのに、あいつはいつまで経っても現れない。それどころか三日前、隣のクーリエ公こう爵しやく領に入ったという手紙を最後に、連れん絡らくがつかなくなった。王宮でのきな臭くさい動きもあるし、万が一ということもある。そこで、だ。おまえたち二人は明日王都を発たち、クロードを捜さがして陛下の御ご前ぜんまで連れてこい！」

「明日ですか!?」

　ラッツが悲鳴じみた絶ぜつ叫きようを上げたのも無理はない。こういった仕事は通常、近衛隊のすることではなかったから。しかし、二十代で将軍の地位を得たというシュヴァリエは、部下たちに対しても容よう赦しやない。

「ラッツ、おまえが嫌いやなら、他ほかのなんの事情も知らない奴やつにルティウスの同行を頼たのむが、どうする？」

「………………俺が行きます」

　思い切り渋しぶい顔つきになっても、最後には同行を引き受けてくれた同どう僚りようと、愉ゆ快かいそうに笑っている上官を見て、ルティアは改めて自分が恵めぐまれた環かん境きようにいることを実感した。

　シュヴァリエの本音は見えないことが多いし、ラッツは自分が女であることにきっと気づいている。それでも自分のことを仲間として扱ってくれる、二人の心が嬉うれしかった。

「そうと決まれば、話が早い。今日は家に帰って旅支度じたくをしろ。ルティウスは──その格好では、他の近衛兵たちと一いつ緒しよに馬に乗るわけにもいかないな。今、馬車を呼んでこさせるから、ここで少し待っていろ」

　そう言うなり、シュヴァリエは外で待機している近衛兵たちに指示を出すため、一人で小屋を出ていった。

　上官の姿が見えなくなった途と端たん、ラッツが「ああ、もうなんなんだよ!?」と、もどかしげなうめき声を上げて頭をかきむしった。

「すまないな、ラッツ。私のせいで面めん倒どうなことに巻きこんでしまった」

　彼は今、自分がヴァイスの専属騎士となる前に指揮していた第一連隊も含ふくめ、連隊を二つも預かる忙いそがしい身なのに、本気で悪いことをしてしまった。

　ルティアが心の底から申し訳なく思っていると、こちらをちらっと見やったラッツがすねたように唇をとがらせた。けれど、その口から発せられたのは、自分に対する文句ではなかった。

「これも乗りかかった船というやつだ。こうなったら、俺も最後までとことんつき合ってやる」

「……ラッツ！　ありがとう！　やっぱりおまえは私の親友だな」

「違ちがう！　ライバルだ！」

　この間までのギクシャクした雰ふん囲い気きもどこへやら、いつものように軽口をたたく親友の姿が嬉しくて、ルティアは大変な状況にもかかわらず、思わずクスッと笑ってしまった。
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　翌朝早く、一いつ介かいの商人らしい服装に着き替がえたルティアは、伯はく爵しやく家の玄げん関かんで持ち物の最終確かく認にんをしていた。

（剣けんと通行証は持った。あとはできるだけ目立たないように、普ふ通つうの商人らしくしていれば大だい丈じよう夫ぶだ）

　うんうんとうなずいて、腰こしにはいた剣をマントの下に隠かくす。その時、マントの裾すそをクイクイと引っ張られたことに気づいて、ルティアは後ろを向いた。

「シリルか」

　そこに立っていたのは、夜着に白いレースのガウンを羽織った弟だった。翡ひ翠すいの色をした目の縁ふちに涙なみだをいっぱい溜ため、この世の終わりのように暗い顔をしている。

「兄様、本当に出張へ行かれるのですか？　最近の兄様はただでさえお忙しくて、いつも疲つかれていらっしゃるのに」

「大丈夫だ、シリル。隣の領地まで義兄あに上うえを迎えに行くだけだから、すぐに帰ってくる」

「でも……」

　朝からどんなに言い聞かせても不安を拭ぬぐえないのか、しょんぼり落ちこんだシリルの頭をルティアはそっとなでた。だけど、すべて知っている弟の目をごまかすことはできない。シリルは白金の頭をフルフルと横に振ふり、胸の前で堅かたく手を組み訴うつたえてきた。

「僕がもっとしっかりした大人だったら、兄様にこんな苦労はさせなかったのに……！　たとえ爵しやく位いを失うことになったとしても、兄様のためにできることがあれば、僕はなんでもします！」

「ありがとうな、シリル。おまえのその気持ちだけで私は十分だ」

　本当はもっとゆっくり話していたかったけれど、そろそろ出発の時間だ。

　ルティアは最後にもう一度弟の頭をなでると、玄関の前に立っている姉に向き合った。昨夜ゆうべ遅おそくまで出張の準備を手伝ってくれていたにもかかわらず、麗うるわしいかんばせには疲ひ労ろうの色がまったく見えない。ラベンダー色のドレスに身を包み、蜂はち蜜みつ色の髪もきちっと結ゆい上げている。

「姉上、行って参ります」

　踵かかとをつけ、ピシッと敬礼する妹を見て、ファビエンヌがうなずく。彼女はその細い腕うででルティアの身体からだをギュッと抱だきしめた。

「いいこと、ルティア？　あなたの帰る家はここなのよ。前にも言ったけれど、この先どんなことがあったとしても、私はあなたの味方でいるから」

「姉上……」

　耳元でささやくように告げられた言葉に、胸がじんと熱く震ふるえる。

　今までずっと自分がこの伯爵家を守ってきたのだと、どこかで自負していた。だけど、本当は違った。家族や多くの人たちの支えがあって初めて、自分は騎士としてここまで生きてくることができたのだ。

「ほら、ルティア。今生の別れではないのだから、そんな顔をするものではなくてよ。クロードによろしくね」

「はい、いってきます！」

　自分を今までずっとやさしく支えてきた腕が離はなれていく。そのことに一いち抹まつの寂さびしさを覚えつつも、ルティアは愛する家族に別れを告げ、外で待っていた愛馬の背にまたがった。

　今、王都を──ヴァイスのもとを離れるのは正直不安だったけれど、このままではいられないことも事実だ。

（シュヴァリエ隊長、どうか陛下のことをよろしくお願いいたします）

　王宮のある方角に馬首を巡めぐらせたルティアは心の中で祈いのるようにつぶやいてから、ラッツとの待ち合わせ場所である、彼の屋や敷しきへ赴おもむいた。




　ルティアが伯爵家を去ったあとも、シリルはしばらくの間、玄関の前から動かなかった。

「兄様、大丈夫かな……」

　本当は「ルティー姉様」と呼びたいのに、使用人たちのいる前ではその名を口にすることもできない。姉と自分を巡る環境を嘆なげいて、ホロリと涙をこぼす。すると、近づいてきたもう一人の姉に、閉じた扇おうぎの縁で頭をペシッとたたかれた。

「シリル、いつまでもめそめそしているものではなくてよ。あなたの病状が悪化したら、ルティウスだって困るのだから、早くベッドに戻もどりなさい」

「ですが、姉様！　兄様ばかりあんな苦労をさせられるなんて、あんまりです！」

「そうね、あの子が大変な思いをしていることは私も重々承知よ。それで、あなたが泣くことで事態が好転するのであれば、いつまでも泣いていればいいわ。でも、違うでしょう？」

「………………」

　正論過ぎて言い返すことができない。ほっぺをプクーッとふくらませたシリルのことを無視して、ファビエンヌは見送りのために集まっていた使用人たちを解散させた。

　朝食の時間には、まだ少しだけ早い。

　ファビエンヌは未練たらたらといった顔をしているシリルをベッドに帰してから、自分も部屋に戻った。扉とびらを閉めるなり、まっすぐ机に向かい、小物入れの中から取り出した便びん箋せんに、迷うことなくペンを走らせていく。

　ファビエンヌが書いたのは、愛する夫クロードに向けての離り縁えん状だった。

　今後、ルティアのことでなにかあった時、公こう爵しやくである夫と宮きゆう廷ていに迷めい惑わくをかけないようにすること──それが、宮廷一の貴婦人と名高いファビエンヌなりの責任の取り方だった。

「だけど、私は本心からこんなものをクロードに渡わたしたいわけではなくてよ。あの子を巡るすべてのことがうまくいくように、神様、どうかあの子をお守りください」

　机の上で手を組み、その上に額を押しつける。

　この日、ファビエンヌは王国の守護神に向かって、生まれて初めて心からの祈りを捧ささげた。
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　ルティアの告白を聞いた翌朝、ヴァイスはいつもより少し早く王宮の執しつ務む室へ向かった。

　扉を守っている近この衛え兵へいたちに労ねぎらいの言葉をかけ、中に入る。視界を満たしたのは、部屋の壁かべに掲かかげられた、二頭の獅し子しが向かい合う王国旗だった。

（覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイアか……黒くろ髪かみの王の伝説なんて作り話に過ぎないと思っていたが、存外馬ば鹿かにできないな。まさか自分がそういった状じよう況きように立たされるとは、想像もしなかった）

　神々と同じ名を持つ少女の横顔を思い出す。彼女はこれからもルティウスとして騎き士しを続けたいと言っていた。その願いに異論はない。だが──、

（俺はルティアをあきらめる気もないぞ）

　伝説は、黒髪の王が得られる神を覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイアのどちらか一方だけと定めている。しかし、自分が予言通りに生きる必要なんてどこにもない。

　腕を組み、じっと王国旗を眺ながめているヴァイスの耳に、刻ときを告げる王宮の鐘かねが七回鳴り響ひびくのが聞こえた。もうすぐルティアが専属騎士ルティウスとして、ここへ来る頃ころだ。

　果たして彼女は、自分の想おもいにどんな答えを返してくれるだろう？

　極力いつもと同じように振る舞まおうと、ヴァイスが執務机に着いた。その時、コンコンと扉をノックする音が聞こえた。

　ルティアに違いない。

　ヴァイスは緊きん張ちようで渇かわいた喉のどを潤うるおすため、机き上じように用意されていたグラスに口をつけると、厳おごそかとも取れる声で「入れ」と告げた。

　重たい木の扉がゆっくりと開かれる。コツ、と無機質な軍ぐん靴かの音が上がった。次の瞬しゆん間かん、ヴァイスはむせてグラスを倒たおしそうになった。

「シュヴァリエ!?　なぜおまえがここに現れる？」

「ルティウスでなくて申し訳ございませんが、これからしばらくの間、彼に代わって、私が陛下の護衛を務めることになりました」

「……どういうことだ？」

「実は昨夜、陛下が王宮にお戻りになったあと──」

　主君の不信に満ちた眼まな差ざしを受けても、シュヴァリエはまったく動じない。

　淡たん々たんと事情を説明する近衛隊長を前にして、次し第だいに無心でいられなくなっていったのはヴァイスの方だった。話を聞いているうちに頭が痛くなり、重たくなり、しまいには机につっ伏ぷして盛大なため息をつきたくなった。

（よりにもよってこのタイミングで出張に応じるとは、どういうつもりだ？　今まで俺はあいつに好かれてると思っていたが──本当は嫌きらわれているんじゃないのか？）

「陛下、いかがなさいましたか？　なにかお悩なやみのことがあるようでしたら、一人でお抱かかえにならないでください。僭せん越えつながら、私でよければ、いつでもお話を伺うかがいます」

（……こいつ、絶対にわかった上で言っているだろう？　というより、ルティアが女だと知っていて、わざと出張を命じたのか？　それとも、あいつが男だと信じているせいで、俺から引き離そうとしたのか？）

　飄ひよう々ひようとしたシュヴァリエの態度からは、どちらが正解か判断できない。この場で問い質ただすべきかどうか迷っていると、シュヴァリエが「この話はもう終わり」というように、脇わきに抱えていた報告書の束を眼前に差し出してきた。

「立て続けで申し訳ございませんが、朝議の前にご報告しておきたいことがございます」

「なんだ？」

「昨日、陛下のお命を狙ねらった男の身元が明らかになったのです」

「……本当か？」

　軽く受け流せぬ話題に、ヴァイスの声も自然と硬かたくなる。目だけで先を促うながすと、シュヴァリエは二人きりの室内であっても周囲をはばかるように、机の前に進み出て小声で続けた。

「男は、香こう水すいの模造品を作っていた容疑で捕つかまった医師、ニコル・トゥーリエの同どう僚りようで、治ち療りよう院に勤めていたことが判明しました。陛下を狙った刃やいばの先には、致ち死し性の毒が塗ぬられていたそうです」

「また治療院か……！」

　ここ最近、繰くり返し耳にしてきた名に、ヴァイスは引きつるこめかみを押さえて嘆たん息そくした。

　本来、麻ま酔すい薬として使われるべきモロヘラが毒薬に加工されていた事実に加え、治療院に携たずさわる者が自分の暗殺計画や、グラナードの毒殺に関かかわっていたことはもはや疑う余地がない。しかし、一いつ介かいの医師にそんなことをする度胸や実行力は普ふ通つうない。

（ならば、誰だれが後ろで糸を引いているんだ？……この宮廷には、まだ俺の想像もつかないような深い闇やみがあるようだな）

　ルティアのことは気になっても、今は国王として彼女にかかずらっている場合ではない。

　ヴァイスは再び渇いてきた喉をグラスの水でしめらせると、シュヴァリエが持ってきた報告書の束に、素す早ばやく目を通し始めた。
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　王都を発たった日の夕方、ルティアとラッツの二人はベルグ街かい道どうを北上し、クロードが消息を絶ったというクーリエ公爵領に入った。

「本当はこのままクーリエ公爵の城に伺って、クロード様の消息を尋たずねたいところだけど……この時間じゃさすがに非常識だよな？」

　町を囲む城じよう壁へきの前で馬を下りたラッツがくやしげに言う。同じように隣となりでリリー・ルイーズの手た綱づなを曳ひいていたルティアは「さすがにな」と同意して、視線を町の中央に向けた。

　北から流れてくる大河と海が交わるこの地は、小麦の一大産地であると同時に、交易の中心として昔から栄さかえてきた。迷めい路ろのように入り組んだ町並みの先には小高い丘おかと、その上に建つ白はく亜あの城が見える。国王の居城ほどではないにしても、一貴族の構えるものにしては規模が大きく、白びやつ光こう石せきを所々に埋うめこんだと思われる壁へき面めんは西日を受けてキラキラ輝かがやいている。

（あれがカミーユ様の実父であられるユーグ・フォン・クーリエ公爵のお城か。これだけの領地を治めていらっしゃるなんて、公爵の称しよう号ごうはやっぱり伊達だてじゃないな）

「なぁ、ルティウス。今日はどこかに泊とまって、明日あしたの朝、公爵のもとまで挨あい拶さつに伺わないか？」

　隣で同じように城を眺めていたラッツが声をかけてくる。ルティアはうなずこうとして──やはり途と中ちゆうで首を横に振ふった。

「公爵を訪ねるのは明日でも構わないが、日にち没ぼつまでまだ少し時間がある。王都へ早く戻もどれるようにするためにも、今日は町を散策して義兄あに上うえを捜さがさないか？」

「……おまえ、本気かよ？」

　ルティアとしては至し極ごくまっとうな提案をしたつもりだったのに、ラッツはなぜかげんなりした顔でうつむいてしまった。

「どうした、ラッツ？　義兄上を見つけて王都にお連れするのが私たちの使命だろう？」

「わかってる。だけど、その、こんなことを言ったら失礼かもしれないが、俺は正直、この広大な町の中からクロード様を見つけ出せる自信がないぞ？　おまえたち姉きよう弟だいのように人目を引く容姿をしているならともかく、クロード様はまぁ……あの通りの方だし」

「うっ……たしかに」

　言いにくそうに口ごもるラッツの発言に、ルティアは申し訳なく思いつつも、同意せざるをえなかった。

（ある意味、特とく徴ちようがないこと自体が義兄上にとって最大の特徴だからなぁ……）

　細い銀ぎん縁ぶちの眼鏡も、交易が盛んなこの地ではさほどめずらしいものでもない。眼鏡の奥に隠かくされた地味で人の良さそうな顔立ちは、知り合いに一人はいるとよく言われる。

（でも、ここまで来ただけで、なにもせずに一日を終えるのはもったいないし──そうだ！）

　ルティアはちょっと考えた末、隣で渋しぶい顔をしている同僚に再び話しかけた。

「ラッツ、おまえの言う通り、闇やみ雲くもに捜したって意味がない。だから、ここは一つ町の視察も兼かねて、義兄上が足を運びそうな場所を見て回らないか？」

「で、おまえはクロード様のお好きな場所を把は握あくしているのか？」

「ああ。義兄上は知的好こう奇き心しんの旺おう盛せいな方だからな。古い書物か、めずらしい異国の品々か、怪あやしげな薬草・鉱物などの売られている店に好んで現れる」

「──ファビエンヌ様といいシリルといい、クロード様まで……おまえの一族には普通の感覚を持った人間がいないのか？」

「なにか言ったか？」

「気にするな。それより、そういうことなら日が暮れる前にさっさと行くぞ」

　なぜか急にドッと疲つかれた顔つきになったラッツが、馬を曳いて歩きだす。

　ルティアは同僚の変化を少しだけ心配に感じたけれど、自分の提案につき合ってくれる人の良さに感謝して、城門近くの馬小屋へ愛馬たちを預けに向かった。




　その後、町へ繰り出したルティアたちは、クロードの好きそうな場所をすぐに見つけられた。

（すごい！　ここぞまさに義兄上にとって垂すい涎ぜんの的だな！）

　ルティアが足を止めた先は、城の南側に広がる入り組んだ路地の入り口だった。狭せまい店のごちゃごちゃと並んでいる軒のき先さきには、天日干しにされた薬草の束がいくつも吊つるされ、奥の方に置かれた麻あさ袋ぶくろの中からは、動物の骨らしきものや木の根っこなどが飛び出している。

（人と物が多く行き交かう地では疫えき病びようが流行はやりやすいと言うけれど、その影えい響きようで医い療りようも発展してきたんだろうな。義兄上なら、嬉き々きとして店主たちを質しつ問もん攻ぜめになさいそうだ）

　この近辺を回っていればクロードに会えそうな気がして、手近な店に入ろうとする。その腕うでをラッツが後ろから急に引き留めた。

「どうした、ラッツ？　貴族にしては変わった趣しゆ味みだが、義兄上はこういった怪しげな場所が本当にお好きで──」

「それはわかった。それよりいいか、ルティウス？　この場で怪しいのは俺たちの方だぞ？」

「…………？　どういう意味だ？」

「こういう所へ来るにしては、俺たちはまっとうな格好をしすぎてるんだよ！」

　言われてみて、ルティアはやっと気づいた。

　自分は今、白いブラウスの上に光こう沢たくのあるサテンのマントを羽織っている。いかにも裕ゆう福ふくそうな身なりは、たしかにこういった通りに来る客らしくないかもしれない。

（だけど、悠ゆう長ちように着き替がえを買い求めていたら日が暮れてしまうぞ？　どうする？）

　ルティアはわずかに悩なやんだ末、マントの下にしっかりと剣けんを隠して、ラッツに向き直った。

「例えばラッツ、私たちは豪ごう商しようのどら息子むすこで、観光途中にはぐれた兄を捜しているという設定にしてはどうだろう？　それなら、そこまで変に疑われないと思うんだが」

「まぁ、そういう設定なら……」

「今回の目的は潜せん入にゆう捜そう査さじゃないから、なんとかなるだろう」

　まだ少しだけ不安げな顔をしている同僚を説得して、路地へ踏ふみ出す。

　それからルティアたちは、めぼしい店に次々と入っては黒くろ髪かみに銀ぎん縁ぶち眼鏡の男が来なかったか尋ねて回った。ラッツの心配通り、中には自分たちの服装に警けい戒かいする店主もいたけれど、先ほど作った設定を説明すると、最後には「ああ」とうなずいて、質問に応じてくれた。が、その答えはどの店でも「知らない」の一点張りだった。

「ルティウス、この辺にはもう店がないようだぞ」

　ラッツがそう言ったのは、曲がりくねった路地の一番奥に辿たどり着いた時のことだった。

「焦あせる気持ちもわかるけど、日も暮れてきたし、今日はここまでにして宿を取ろう」

　濃のう紺こんのマントを翻ひるがえし、ラッツが踵きびすを返す。その端はしをルティアは後ろからガシッとつかんだ。

「ぐっ……！　なんだよ!?　おまえは俺を殺す気か!?」

「悪い。だけど、ラッツ、あそこをよく見てみろ」

　喉のどを押さえたラッツが思い切り嫌いやそうな顔をする。それでも彼はルティアの指さす先に視線を重ね──澄すんだ水色の瞳を軽く驚おどろきに瞠みはった。

　看板も出ていなければ、軒先に商品が並んでいるわけでもない。他ほかの店から離はなれた奥の方に、廃はい屋おくのように傾かたむいた家がポツンと建っていた。一いつ瞬しゆん普ふ通つうの民家かと思ったけれど、近づいてみると、ツンと鼻をつく薬品の臭においが中から漂ただよってくる。

「これまた義兄上のお好きそうな店だ。せっかくだから、入ってみよう」

　そう言うなり、ルティアはラッツの返事を待つことなく、今にも倒とう壊かいしそうな店の入り口に近づいて行って、建てつけの悪い扉とびらを力任せに開けた。

　古びた外観に似合わず、カランと澄んだ音を立てて呼び鈴りんが鳴る。同時に自分たちを迎むかえた「いらっしゃい」という声の響ひびきに、ルティアは耳を疑った。

（子供が店番をしているのか？）

　年の頃ころは、弟のシリルより少し下の十二歳くらいだろうか。茶色の髪かみを短く切った少年が、薬草に囲まれた木のカウンターに腰こし掛かけ、退たい屈くつそうに肘ひじをついていた。

「兄さんたち、ここらじゃ見ない顔だけど、どこから来たの？　ずいぶん羽は振ぶりの良さそうな格好をしてるけど、うちの評判を聞いて遠くから薬を買いつけに来たとか？」

「あ、いや、私たちは旅の商人で──」

　子供とは思えないほど達者な口調に面めん食くらって、思わずラッツの方を見る。すると、こちらの服装を上から下まで眺ながめた少年が「ははーん」としたり顔で腕を組んで言った。

「わかった！　なんか商人らしさが足りないと思ったら、兄さんたち、騎き士しでしょ？　腰こしの剣が明らかに護身用じゃないもん」

（えっ……）

　マントの下にしっかり隠していたはずなのに、なにかの拍ひよう子しに覗のぞいたのだろうか。子供とはいえ、油断ならぬ観察眼の鋭するどさに舌を巻いて身構える。そんなルティアを前にして、少年は愉ゆ快かいそうに笑いながら、胸の前でパタパタと手を横に振った。

「そんなに警戒しなくていいって。父ちゃんから話は聞いてるからさ。兄さんたち、本当は公こう爵しやく様のお使いなんだよね？　その身のこなしで商人を名乗るのは、さすがに無理があるよ」

（…………？　公爵様というのは、義兄上のことではないよな？　なら、この少年はユーグ・フォン・クーリエ公爵のことを話しているのか？）

「偉えらい人も大変だね。うまく商人に化けるコツをおいらが教えてあげるよ。あ、でも頼たのまれていた商品を渡わたす方が先か。ちゃんと店番をしてないと、おいらが叱しかられちまうもんね」

　戸と惑まどう自分の反応がよほどおもしろかったのか、クスッと笑った少年がカウンターから立ち上がる。彼はなにか勘かん違ちがいをしたまま、店の奥へ消えていった。

（えーと……つまり、これはどういうことだ？　公爵家にはきちんとした主治医がついているはずなのに、どうしてこんな小さな店に薬を頼む？）

　店の外観からはわからなかったが、よほど特とく殊しゆな薬でも扱あつかっているのだろうか？

　なんだか嫌なものを感じて、同じように複雑な表情をしているラッツと顔を見合わせる。すると、奥の方でガサゴソやっていた少年が白い布の包みを両手に抱かかえて戻もどってきた。

「お代は父ちゃんから聞いている通りだよ。びた一文まけられないからね」

　親の口調を真ま似ねしているのか、少年が大人びた口調で言って包みを差し出す。それを受け取ると同時に、ルティアは自分の中で嫌な予感が強くなるのを覚えた。その包みは軽いのにやたらとゴツゴツしていて、布地の隙すき間まから妙みように甘ったるい香かおりを漂わせている。

（この匂においはまさか……！　いや、いくらなんでも……私の勘違いならいいが）

「すまないが、支し払はらいの前に中を改めさせてもらえないか？」

「おっ！　兄さんも少しは商人らしく見えるようになったね！　いいよ、ちゃんと確かく認にんして」

　自分の思い違ちがいだったら、これを買う予定の人に悪いことをしてしまう。だけど、どうしても気になったルティアは包みを紐ひも解とき──横から覗のぞきこんできたラッツと一いつ緒しよに絶句した。

　白い布地の下から現れたのは、茶色い木の根を乾かん燥そうさせた束だった。一見、スープによく入れる根菜のような色と形をしているけれど、違う。

（やっぱり！　これはモロヘラの根だよな!?）

　ニコルが弟のシリルを誘ゆう拐かいした時、治ち療りよう院の捜そう索さくに入ったラッツたち近この衛え隊たいの仲間から、押収物として見せてもらったことがある。バニラのように甘い香りを放つモロヘラは根の部分を乾燥させ、小麦粉のような粉末にしてから麻ま酔すい薬や毒薬に精製されるという。悪用されることを防ぐため、モロヘラを売買する店には、その表示が義務づけられているはずだが──、

（この店にはそれがない？　クーリエ公爵は非合法にモロヘラを買い求めてらっしゃるのか!?）

　しかも少年の様子から察するに、一度や二度のことではきっとない。

「兄さんってば、急に黙だまりこんじゃって、どうしたの？　うちの商品に問題でもあった？」

　少年の顔が不安に翳かげる。ルティアはハッとして首を横に振ふった。ここで怪あやしまれては、あとあとまずいことになる。

「想像以上に立派なものが出てきたから、ちょっとびっくりしたんだ」
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「でしょ!?　やっぱりうちで扱っている薬草は最高だよね！」

「ああ。ちなみに、これはどこで仕入れてきたものなんだ？」

「えーと、たしかね──」

　褒ほめられたことがよほど嬉うれしかったのか、顔を輝かがやかせた少年が得意げに説明しようとする。その時、身を乗り出したルティアの耳に、店の扉が勢いよく開けられる音がした。

（誰だれだ!?）

　反射的に剣の柄つかに手を伸のばす。しかし、驚いたのは店に入ってきた方も同じだったらしい。少年の父親だろうか。厳いかつい顔つきの男が入り口で一いつ瞬しゆん動きを止める。彼はルティアの前に白い包みが置かれていることに気づいて、ギョッと目をむいた。

「父ちゃん、お帰り！　今ね、公爵様のお使いの人がね──」

　ちゃんと店番をしていたことを褒めてもらいたい一心で、少年がうきうきと話しかける。その頭に、近づいて来た男が盛大な拳げん骨こつを食くらわせた。

「……ったぁ！　急になにすんだよ、父ちゃん！　公爵様のお使いが薬草を取りに来るって言ってたから、ちゃんと渡したのに──」

「おまえは変に気を回さなくていい！」

「でも……！」

　大人顔負けの口をきいていても、やっぱり父親は恐こわいらしい。不満げな顔つきの息子を一睨にらみで黙らせ、男はルティアたちに向き直った。険しく光るその目は、一いつ介かいの薬屋とは思えぬほど異様な気き迫はくを漂わせている。

「店番もろくにできない息子で、失礼いたしました。大変申し訳ございませんが、その商品をお渡しする前に、なにかご身分を証明できるものをご提示いただけないでしょうか？」

　言葉は丁てい寧ねいでも、今にも斬きりかかってきそうな表情ですごまれ、息を吞のむ。だけど、ここで正直に素す性じようを明かすことは、どう考えてもまずい気がして──ルティアは深く頭を下げた。

「こちらこそ面めん目ぼくない。私たちは旅の商人ですが、ご子息がなにか勘違いをしたようで──」

「えっ!?　でも兄さん、おいらが包みを渡したら、中を見てたじゃん！」

「悪かったな。クーリエ公爵領は医い療りようの先進地域として有名だから、他ほかの商人がどんな薬を買いつけているのか、つい気になったんだ」

「それで、あなた方は実際になにをお求めだったのでしょうか？」

　ルティアが少年に包みを返す姿を見届けて、男がドスのきいた声で尋たずねてくる。

「手間をかけてすまないが、船ふな酔よいに効く薬を分けてもらえないか？　これから私たちは、アランス王国の王都まで船で旅する予定なんだ」

「……承知いたしました。少々お待ちください」

　男は抜ぬけ目なくルティアとラッツのことを見ていたが、それでも注文を断ることはなかった。たんこぶのできた頭をなでながら、不服そうに頰ほおを膨ふくらませている息子むすこに命じて、近くにあった筒つつの中から白い粉を取り出させ、小こ袋ぶくろに分けて渡してくれる。

「ありがとう。大切に使わせてもらうよ」

　薬を言い値で買い取って、ラッツと一緒に店を出る。

　そうして通りを少し歩いたところで、ルティアは張り詰つめていた息をフーッと吐はき出した。

（なんか変わった店だと思ったけど……あの包みの中に入っていたのはモロヘラだったよな？）

「なぁ、ラッツ。さっきのは──」

　推測を早く確証に変えたくて、隣となりを歩いている同どう僚りように話しかける。その唇くちびるに、ラッツが自分の人差し指を強く押し当ててきた。

「まだなにも話すな、ルティウス。誰かが俺たちを尾つけてきている」

（えっ……）

「このまま気づかない振りをして、宿屋の密集している区域まで出るぞ」

　小声でささやく同僚の提案に異論はない。うなずくルティアを見て、ラッツが足を速める。

　一瞬、視界の端はしで人ひと影かげが揺ゆらいで見えた気がした。だけど、振り向くことはない。ルティアは後ろからついてくる気配に不気味なものを覚えつつも、ラッツと共に大通りを目指した。
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　ラッツがルティウスと並び、港近くの宿屋が密集している区域に辿たどり着いたのは、日が完全に暮れた頃ころのことだった。

（ルティウスも気づいていたと思うが、さっきの店で子供が出してきたのはモロヘラだったな）

　ラッツの感覚から言えば、あんな危険物を扱っておきながら、子供に店番をさせるなんて信じられない話だった。けれど、少年は自分が売っている商品の持つ意味を知らなかったようだし、一いつ般ぱんの人が見てもモロヘラだと気づくことはまずないから、油断していたのだろう。

（おかげで、王都で待っている隊長にいい土産みやげができたけれど、ありがたいような、迷めい惑わくのような……とにかく大変なことになったのは間ま違ちがいないな）

　ここに来るまでの間に何度も道を変えてみたけれど、後ろからまだ誰かが尾けてきている気配がする。やはり土と地ち勘かんのある人間を巻くことは無理らしい。

（仕方ない。ここは一度どこかの宿に入って、ルティウスと作戦会議を行うか）

　腹をくくったラッツは手近なところにある宿屋に入った。しかし──、

「どうやら私たちは交通の要よう衝しようをなめていたようだな」

　ルティウスの至し極ごくまっとうな指し摘てきに、ラッツは頭が痛くなった。泊とまる場所を探してみても、この時間では、すでに遠方から着いた旅人たちでどこも満室になっていたのだ。

（でも、ルティウスを連れて野宿をするわけにはいかないよな。俺一人ならいいが、これでもこいつは一応女だし──よし！）

　本当は面めん倒どうだったけれど、どうしようもなくて一いつ軒けんずつ宿屋を回っていく。

　だけど、今夜はどこも部屋が余っていないらしく、続けざまに断られて折れそうになる心を抱えながら歩いているうちに、気づいたら町の外れに来ていた。あとはもう行き止まりの手前に建つ一軒しか残っていない。

　ラッツがあきらめ半ばで古びた扉とびらを開けたところ、中から頭の禿はげ上がった主人が出てきた。彼はこちらを見るなりすぐに事情を察したらしく、妙に愛あい想そのいい顔で笑いながら言った。

「兄さんたち、ついてるね！　うちでは最後の一部屋が空いてるよ！」

（えっ、一部屋……？）

　ラッツの頰がヒクリと引きつる。その横で、ルティウスが顔を輝かせるのが見えた。

「よかったな、ラッツ！　これで今日は野宿をせずに済むぞ」

（ちょっと待て！　こいつ、女のくせになにを考えてんだ!?）

　幼おさな馴な染じみとはいえ、年とし頃ごろの娘むすめが男と同じ部屋で一晩過ごすなんて、ラッツの常識ではありえない。しかし、ルティウスは宿屋の主人から鍵かぎを受け取ると、こちらが止める間もなく、嬉き々きとして宿屋の二階に上がってしまった。こうなってしまっては、追いかける以外に方法がない。

（あいつは本当に……！）

　頭を抱かかえたラッツが部屋に入ってきたのを見届けて、ルティウスが扉を閉めた。

「これでようやく話せるな。さっきの店で少年が出してきた根についてだが──」

「待て。その問題は大切だが、今は先に解決しなければならないことがあるだろう？」

　小声で話しかけてきたルティウスの眼前に掌てのひらをつき出し、待ったをかける。だが、彼──いや、彼女はなにが問題なのか、本気でわかっていないらしい。キョトンと首をかしげる姿を前にして、ラッツは肺の奥底から絞しぼり出すような深いため息をついた。

「ルティウス、おまえなぁ……！　最後に空いている宿屋が見つかって嬉しいのはわかるけど、俺と一いつ緒しよの部屋に泊まるなんて、どういう神経をしてんだよ？」

「え？　幸い二人部屋でベッドも二つあるし、問題ないだろう？」

「大ありだ！　俺は男で、おまえは女だろうが！」

　思わず叫さけんでしまった瞬しゆん間かん、ルティウスの表情がさっとこわばったことに気づいて、ラッツは「しまった！」と舌打ちした。

（俺としたことが、勢いでつい余計なことを……！）

　ルティウスが女だということに気づいていても、本当はずっと黙だまっているつもりでいた。性別を再確かく認にんしたところで、互たがいにいいことなど一つもないと思っていたから。だけど、どんなに後こう悔かいしても、一度口にしてしまった台詞せりふをなかったことにはできない。

　おそるおそるルティウスの様子を窺うかがう。その顔から血の気が引いていることに気づいて、ラッツは頭をガシガシとかきむしった。

「悪かったよ、今まで気づかなかった振ふりをしてて。でも、おまえが女であることを誰かに打ち明けるつもりはないから安心しろ」

「……本当か？」

「ああ。だがな、これだけはやっぱりどうしても気になるから言わせてもらうぞ！　おまえは女としての自覚をもう少し持て！　見ていて危なっかしいんだよ！」

　今まで溜たまっていた鬱うつ憤ぷんと心配を一気にぶちまける。同時に、ルティウスのことだから、なにか反論してくるに違ちがいないと思って、ラッツは身構えた。しかし──、

（あれ？　どうしたんだ？）

　ルティウスはなぜか無言のまま、下を向いてしまった。

（まずい。さすがに言い過ぎたか？）

　相手は一応これでも年頃の女だ。今まで男としてつき合ってきたけれど、自分が知らなかっただけで、本当は意外と繊せん細さいな面も持っているのかもしれない。

「あのな、ルティウス──」

　弱り果てたラッツは、この場の空気をどうにかしようと、一いつ生しよう懸けん命めい話しかけて──途と中ちゆうで顔を引きつらせた。落ちこんでいるとばかり思っていたルティウスの唇から、クスクスという楽しげな笑い声が漏もれ聞こえてきたのだ。

（なんなんだ!?　なにがおかしい!?）

　いきり立つラッツの前で、ルティウスが「悪い」と言って手を横に振る。

「笑ったりして、すまなかった。だけど、おまえが私の本当の性別を知った上で、私の心配をしてくれているんだと思ったら、なんだか嬉うれしくなってな」

「だから、おまえは──」

　もっと危機感を持て、と続けようとして、ラッツは口をつぐんだ。

　ルティウスが微ほほ笑えんでいた。しかし、それはいつも自分が近この衛え隊たいで目にしてきた爽さわやかな笑えみとは違う。すごく嬉しそうでありながら、同時に今にも泣きだしてしまいそうな、透とう明めいで頼たよりなげな笑みだった。

（俺が性別を黙っていると言っただけで、こんなにホッとした顔をするなんて……こいつ、今まで相当苦労してきたんだな）

　なぜルティウスが男の振りをしていたか知らないが、女が性別を隠かくしたまま騎き士しを続けるなんて、並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごと努力でできることではない。しかも、正体がばれた時の処しよ罰ばつを考えると、その背負うものの大きさに気づかされて、無関係の自分まで胃が痛くなってくる。

（俺がもっと早く正体に気づいていたら、少しは支えてやれたのに……）

「ラッツ？」

　急に静かになった自分の顔を覗のぞきこんで、ルティウスが不思議そうに瞬まばたきを繰くり返す。その様を見ていると、なんだか妙みように切なくて、ラッツは自分でも意識せぬうちに訊きいていた。

「ルティウス、おまえはこれからも騎士として生きていく気なんだろう？」

「ああ、そのつもりだ」

「もし今後、万が一だけど、女であることがばれて、どうしようもなくなった時はさ、俺のとこに来いよ」

「えっ……」

　翠みどりの輝きを宿す瞳ひとみが驚おどろいたように見開かれる。その様にハッとして、我に返ったラッツは慌あわてて手を横に振った。

「悪い、今のは冗じよう談だんだから気にするな。ただ、その、おまえの男前な性格も、貴婦人としてはありえない奇き行こうの理由も俺なら全部知ってるから、なにか力になれると思ってさ」

「そうか。ありがとう、ラッツ。やっぱりおまえは私の親友だな」

「違う！　ライバルだ！」

　今まで何度も繰り返してきたやり取りに、ルティウスが今度は心から嬉しそうに笑う。ラッツは一いつ瞬しゆんムッとしたが、その横顔を見ているうちに、彼女が笑顔でいられるなら、だんだんそれでもいいような気がしてきた。

（少なくとも泣かれるよりは、こっちの方がはるかにましだよな）

　今までの十年近くに及およぶつき合いの中で、ルティウスが泣いたり途と方ほうに暮れたりしている姿に遭そう遇ぐうしたことは一度もなかった。彼女はいつも無む駄だに爽やかで、剣けんの腕うで前まえはさることながら、言動の一つ一つに騎士としての魅み力りよくや誇ほこりを感じられた。口ではライバルだと言いつつも、本心ではその姿にずっと憧あこがれていたのかもしれない。

（男とか女とか関係ない。俺はこいつと一緒にいたいだけなんだな）

　たとえそれが親友と呼ばれる関係であっても、ライバルであっても構わない。彼女の隣となりで、その凜りんとした姿を見続けたい。

「ラッツ？　今度はどうしたんだ？」

　再び黙りこんだ自分を見て、ルティウスが心配そうに尋たずねてくる。自分の本心を打ち明けたら、彼女はきっと喜ぶだろう。だけど、そこまで教えてやるのはなんだかくやしくて、ラッツは全然違うことを口にした。

「ルティウス、おまえの性別は俺にとって正直どうでもいいことだ。それより騎士を続けていくつもりなら、今は他ほかに考えるべきことがあるだろう？」

「あ、そうだった」

　ラッツの指し摘てきに、ルティウスの表情が引き締しまる。彼女は尾び行こうを気にしたのか、窓の方にちらっと目をやってから小声で話しかけてきた。

「あの店で見た包みの中身は、やっぱりモロヘラだよな？　王都の治ち療りよう院で毒性のあるモロヘラが発見されたタイミングといい、偶ぐう然ぜんにしてはできすぎてる気がするんだが……」

「そうだな。クーリエ公こう爵しやくと治療院の間には、なんらかの関係があると俺も思う」

「というより、治療院に申しん告こくより多く行き渡わたっていたモロヘラがあっただろう？　あれはクーリエ公爵が手配したものだったんじゃないのか？」

　タイミング的に十分ありえる話だった。

「でも、モロヘラの根は隠して運ぶにはさすがに目立ちすぎるぞ。それに、クーリエ公爵が今回の黒幕だったとしても、俺たちにはそのことを証明する術すべがない」

「そうだけど……！」

　ルティウスがくやしそうに唇くちびるを嚙かみしめる。その気持ちはラッツにもよくわかった。偶然気づいたこととはいえ、治療院での毒薬の精製に関かかわったと思われる人物が目の前にいる。なのに、確たる証しよう拠こがないために動けないなんて！

　これでは明日あした、挨あい拶さつをしに行った時に問い質ただしたところで、言い逃のがれをされるだけだろう。

（モロヘラが治療院に入ってきた経けい緯いについて、もう少し詳くわしいことがわかっていれば……！）

　考えるだけ無駄だとわかっていても、そう願わずにいられない。くやしさに歯がみするラッツの横で、その時、ルティウスが不意にポンと手を打った。

「なぁ、ラッツ。さっき実物を見たせいか、私たちはモロヘラの根にこだわりすぎてやしないか？　例えばあれを粉末にした状態で、小麦粉のような他の荷物に紛まぎれこませたら、案外すんなり第二騎士団の検問を突とつ破ぱできると思うんだが、どうだろう？」

「どうって、それでもやっぱり証拠が──」

「それなら、こうしてみたらどうだ？　証拠がなくても、自供があればいいわけだから──」

　怪け訝げんに思っていると、ちょっとだけ背せ伸のびをしたルティウスが耳元に唇くちびるを寄せてきた。その仕草に思わずドキッとする。しかしその直後、ラッツは彼女から告げられた提案に、さらに驚いて絶句する羽目になった。
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　ルティアたちがクーリエ公爵領の宿で密談にふけっている頃ころ、ヴァイスは王宮の自室で、痛むこめかみを押さえていた。

　椅い子すに深く腰こし掛かけ、手元の書類を凝ぎよう視しする。そこには、現在治療院に勤めている医師たちの経歴が記されていた。グラナードの墓前で自分やルティアを襲おそった男が治療院の関係者だと知り、気になったヴァイスがシュヴァリエに調査を命じて作成させたのだ。

（こうしてみると、意外と平民の出身者が多いな。ルティアの家の主治医で、香こう水すいの模造に関わっていたニコル・トゥーリエと同じだ。俺たちを襲った男も平民階級の出でありながら、アランス王国への留学を経験している）

　それはヴァイスにとってある意味、新しん鮮せんな驚きだった。一いつ介かいの平民が医者になるだけでも大変なのに、さらに留学するためには本人の並々ならぬ努力に加え、多額の援えん助じよが必要となる。

（奴やつらの行いはともかくとして、宮きゆう廷ていの予算がこういうところに使われているのはいいことだ。具体的に、奴らは今までにどんな支し援えんを受けてきたんだ？）

　気になってページをめくると、そこにはこちらの疑問を先読みしたかのように、留学を巡めぐる支援体制についての解説が記されていた。さらにはそのために私費を投じた貴族たちのリストまで載のっている。ヴァイスはそこに書かれていた名に目を通し──ふと眉まゆをひそめた。

（クーリエ公こう爵しやく家──カミーユの実家か？　あの保守的な貴族がなぜ平民を支援している？）

　正直、意外だった。貴族文化を誇りに思い、その繁はん栄えいを願っている者たちが、天に徳を積むなんて考えを持っているとも思えない。

（平民を留学させることで、奴らにとってどんな利益がある？　しかも、支援者の筆頭に名を連ねているなど……っ!?）

　報告書を読み進めたヴァイスは、続くページに書かれていた医師たちの経歴から目が離はなせなくなった。治療院で高い役職に就ついている者ほど、留学経験が多いのはわかる。だが、その多くがクーリエ公爵家からの支援を受けて留学を果たした平民の出身者だったのだ。

（つまり、今治療院に対してもっとも強い影えい響きよう力を持っているのは、カミーユたちクーリエ公爵家の者だということか？　いったい、いつから？　動機はなんだ？）

　頭の中を次々と疑問が飛び交かう。けれど、報告書の内容はそこで終わりになっていて、余白を睨にらんだところで、新しい情報は湧わいて出てこない。

（これは直接会って確かめた方がよさそうだな、カミーユの奴に）

　すらりとした肢し体たいと、典てん雅がな振ふる舞まいを身につけた貴族の青年を思い出す。

　ヴァイスは書類を机の横に押しやると、組んだ手の上に額を乗せ、ゆっくりと考えこむように目を閉じた。
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　モロヘラの根を目もく撃げきした翌朝、ルティアとラッツの二人は近衛隊の制服に着き替がえて宿を出た。

　昨夜ゆうべは結局ルティアがラッツを押し切る形で、一いつ緒しよの部屋で過ごした。他人がいるとぐっすり眠ねむれないたちなのか、ラッツは朝から少しだけ疲つかれた顔をしている。

「大だい丈じよう夫ぶか、ラッツ？　これからが本番だぞ？」

　クーリエ公爵の城へ向かう坂道を上りながら、ルティアが心配して声をかけると、ラッツはどう見ても平気そうではない顔で額を押さえながら頭かぶりを振った。

「俺のことは気にするな。すべてに片がついたら、今夜は一人部屋でゆっくり寝ねさせてもらう」

「ああ、そうなるように私も祈いのってる。ここが踏ふん張りどころだから、気を引き締めていくぞ」

　巨きよ大だいな城の持つ迫はく力りよくに圧あつ倒とうされないよう、顔を上げて胸を張る。

　やがて城の前に辿たどり着いたルティアは、断られることを半分覚かく悟ごして、門番に公爵への取り次ぎを頼たのんだ。

（私たち近衛兵の来訪に、クーリエ公爵はどう出るか？）

　ラッツと二人、門前で背筋を正して待つ。すると、幾いくばくも経たたないうちに公爵家の執しつ事じを名乗る男が出てきて、ルティアたちを中に通してくれた。

（やましいところのある人間が、これでいいのか？）

　はっきり言って、拍ひよう子し抜ぬけだった。けれど、自分たちの方から訪ねておいて断る理由もなく、ルティアたちは執事に案内されるがまま、城の奥へ向かった。

「しばらくの間、どうかこちらの客間でお待ちください」

　そう言って執事が扉とびらを開けた。次の瞬しゆん間かん、ルティアは言葉を失って、その場に立ち尽つくした。

　部屋の三方を囲む窓から差しこんだ光が、レースのカーテンを通して深しん紅くの絨じゆう毯たんに淡あわい影かげを落としている。その上に向かい合わせに置かれたソファーの一つに先客が腰掛けていた。宵よい闇やみを溶とかしたような黒くろ髪かみを肩かたの辺りで一つに縛しばり、細い銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけている。その男は──、

「クロード義兄あに上うえ!?」

　ルティアの悲鳴じみた絶ぜつ叫きように、人の良さそうな顔をした義兄はにっこり微ほほ笑えむことで応じたのだった。




　使用人の少女が甘い香かおりのする紅茶を三人分運んで来て、目の前のラウンドテーブルに置く。彼女が一礼して部屋を出て行くと同時に、ルティアはソファーの上で身を乗り出した。

「義兄上にお会いできてよかったです。ですが、ここにいらっしゃるまでの間、どこでなにをなさっていたのですか？」

　義妹いもうとの少し怒おこった顔を見て、向かいに座っているクロードはハハハと困ったように笑いながら、落ちてきた眼鏡を指先でクイと持ち上げて言った。

「心配をかけてすまなかったね、ルティウス。自分の領地から王都へ向かう道中、せっかくだから知り合いにご挨拶をしたり、いろいろと調べ物をしたりしていたら、あっという間に時が経ってしまったんだよ。さすがの私も、カレンダーの日付を見てびっくりした」

「………………」

　クロードののほほんとした口調に、力が抜ぬけてソファーからずり落ちそうになる。

（そういえば、義兄上は初めて会った時から、ずっとマイペースな方だった）

　周りの人間から昼ひる行あん灯どんと揶や揄ゆされようが、嘲あざ笑わらわれようが、本人は一向に気にしない。

　ルティアにとっては久しぶりに味わう感覚だったけれど、初対面のラッツにとってはかなりの衝しよう撃げきだったらしい。「なんだ、この人は」と言いたげな目で、クロードを凝視している。

　気づいたクロードがラッツに微笑みかけた。

　相手は目上の公こう爵しやくだと知っていても、とっさにどう反応したらいいか、わからなかったらしい。ラッツが気まずさを払ふつ拭しよくするようにコホンと咳せき払ばらいをして、目の前の紅茶に手を伸のばす。それを見たクロードが「あっ！」と小さく叫さけんだ。

「い、いかがなさいましたか？」

　びっくりして顔を引きつらせるラッツと、紅茶のカップを交こう互ごに見比べ、クロードが先ほどと変わらぬ穏おだやかな笑え顔がおと口調で告げた。

「余計なお世話かもしれないけれど、その紅茶は飲まない方がいいよ。このバニラのような甘ったるい香りからして、中に眠り薬ならぬ、モロヘラが入っているようだからね」

「えっ？　モロヘラって、やっぱりクーリエ公爵がすべての黒幕なのか!?　もしかして義兄上がこの城へ来たのも、王都の治ち療りよう院で見つかったモロヘラの出所を調査するため……？」

　クロードがにっこり笑う。それが、ルティアにとってはなによりの答えだった。

「お互たがいの目的が同じなら、話が早い。いつまで待っていても招待してもらえないのなら、私たちの方からクーリエ公爵のもとへご挨あい拶さつに上がろう」

「は？　義兄上!?」

　一方的に告げるなり、クロードはさっさと客間を出て行ってしまった。「この年代の貴族の城は、みんな似た造りをしているから、迷わなくていいよね」などと、吞のん気きな感想をつぶやきながら、ギョッとして立ち止まる使用人たちに会え釈しやくをして、グイグイ奥へ進んでいく。

　その姿に、後ろからついていったルティアは驚おどろきやあきれを通り越こして感心してしまった。

（普ふ段だんは昼行灯なんて言われていても、やっぱりこの方は姉上の夫だ。なにかあった時の肝きもの据すわり方が半はん端ぱない）

　止めようと思っても、相手が最高位の公爵ではなかなか強ごう引いんに出ることもできないらしい。使用人や執事たちの制止を振り切り、やがて屋や敷しきの一番奥に辿り着いたクロードは、「失礼しますよ」というかけ声と共に、中からの返事を待つことなく扉を開けた。

　クロードに続いて、ルティアたちも中に入る。その先に広がっていたのは、いかにもといった感じの貴族の寝しん室しつだった。床ゆかには毛足の長い絨毯が一面に敷しかれ、中央に天てん蓋がいつきのベッドが置かれている。その上に横たわっている男の姿に、ルティアは目を瞠みはった。

（この方がカミーユ様の父親にして、クーリエ公爵領を治めていらっしゃるユーグ様か？）

　年の頃ころは五十を少し出たところか。全身を包む高貴な雰囲気に、カミーユの面おも影かげを見て取ることができる。しかし、若い頃は美男であったと思われる顔は今、頰ほおの肉がそげ、目の下が黒くくぼんでいた。

（この様子──なにか重い病にかかっていらっしゃるのか？）

　ラッツも同じことを感じたらしく、ユーグを見て顔をしかめている。ただユーグの方は、ルティアたちの不信に彩いろどられた視線などものともせず、ベッドの中からクロードの顔をまっすぐに見上げて言った。

「久しぶりだな、クロード・フォン・ヴァルナーレ。いくら同じ公爵の位にある者同士とはいえ、急に人の寝室に押しかけてくるなど、失礼にもほどがあるのではないか？」

「来客にモロヘラ入りの紅茶を出されるよりは、はるかに常識的な振る舞いだと思いますが、いかがでしょうか？」

「………………」

　図星だったのか、クロードの台詞せりふにユーグが黙だまりこむ。

　集まった使用人たちが扉の陰かげからハラハラと様子を窺うかがっているのが見えた。これからこの場で起こるすべてのことを隠かくすように、クロードがさっと扉を閉め、後ろに一歩退さがる。その様子に、ルティアは自分の出番が来たことを悟さとった。

（ここまで連れてきてくださって、ありがとうございます、義兄上）

　きっと自分とラッツの二人だったら、こうしてユーグに会うことすら叶かなわなかった。ルティアは心の中で義兄に礼を言うと、ベッドの前に進み出て一礼した。

「お初にお目にかかります、ユーグ様。私はクロード様の義弟おとうとにして、ヴァイス陛下の専属騎き士しを務めているルティウス・フォン・リリフォーレと申します」

「王の狗いぬが、こんなところまでなにをしに来た？」

　肉体は衰おとろえていても憎にくしみさえ感じられる眼光に、思わずたじろぐ。一いつ瞬しゆん逃にげだしたくなった自分を叱しつ咤たして、ルティアはユーグの顔を正面からグッと見返し、続けた。

「率そつ直ちよくに申し上げます。ユーグ様、私はあなたが今までに犯おかしてきた罪の内容確かく認にんをするため、陛下の命でこの場に参りました」

「罪？　なにがだ？」

　完全に自分のことを馬ば鹿かにしている。鼻で嗤わらうユーグを見て、ルティアはムカッとしたが、大きく息を吸って自分を落ち着け、再び説明を続けた。

「先日、王都の治療院で申告量を上回る大量のモロヘラが発見されました。あれはあなたが非合法なつてを頼たよって買い取り、秘ひ密みつ裏りに送りこんだものですね？」

「突とつ然ぜんなにを言うかと思えば、馬ば鹿か馬鹿しい。私がなぜそんなことをしなければならないんだ？」

「理由は明白です。表には出ないモロヘラを使って、あなたは陛下を暗殺するための毒薬を治療院の医師たちに作らせた。違ちがいますか？」

　一言一言、しっかり詰つめていくルティアの発言をユーグはハンッと一いつ笑しように付した。

「陛下もその専属騎士も落ちぶれたものだな。なんの証しよう拠こもなしに、公爵の位にある私を陛下の暗殺未み遂すい犯はんに仕立てようとするとは！　それとも、ここはおまえの想像力を褒ほめるべきか？」

「あくまでしらを切るおつもりでしたら、それでも構いません。ですが、私たちはあなたが犯人であることを示す証拠を持ってきています。こちらです！」

　叫ぶなり、ルティアは懐ふところから小さな布ぬの袋ぶくろを取り出した。紐ひも解とくと、中から真っ白できめの細かい粉が現れる。同時に、バニラのような甘い香りが辺りに広がった。

「こちらは王都で発見されたモロヘラの粉末です。あなたの領地から王都へ運ばれる小麦粉の中に隠されていたものを、第二騎士団に所属する騎士が見つけました」

　ルティアの説明に、今まで泰たい然ぜんと構えていたユーグの表情が初めて動いた。

「なにを馬鹿なことを！　こんなもの、どこにでもある小麦粉だろう？　話にならん！」

「本当にそうお思いですか？　あなたはただの小麦粉をお見せするためだけに、陛下の専属騎士が王都を離はなれ、わざわざここまで来たとおっしゃるのですね？」

「………………」

　言葉に詰まったユーグの前で、ルティアはやれやれと肩かたをすくめてみせた。

「わかりました。あくまでこれをただの小麦粉と言い張るようでしたら、それでも構いません。代わりに陛下への報告のため、一つお願いをできないでしょうか？」

「なんだ？」

「この粉を水に溶とかして、あなたに飲んでいただきたいのです」

「…………っ!?」

「これが本当に小麦粉であれば、これだけの量を口にしたところで、人体にはなんの影えい響きようもございませんよね？」

「この、若造が……！」

　ユーグの青白かった顔が、急速に怒ど気きで赤く染まっていく。

　もう一押しだ。ルティアは持っていた袋を握にぎりしめ、極力冷静な口調でユーグに告げた。

「どうかお選びくださいユーグ様。このままあなたの代で公こう爵しやく家を終わらせるか、それともヴァイス陛下のもとで新しい生き方を模も索さくしていくか。すべてはあなたの判断にかかっています」

　シーツを握りしめたユーグの手がブルブル震ふるえだす。その前に、今まで自分たちのやり取りを静観していたクロードが進み出た。

「ユーグ様、あなたのお気持ちはわかりますが、世の中には潮時というものがございます。証拠も挙がったようですし、いい加減、ここらであきらめたらいかがですか？」

　クロードの言葉に、ユーグは自分を囲む面々を順じゆん繰ぐりに睨にらみつけ──最後にルティアの前で目をとめて、忌いま々いましげに舌打ちをした。

「まさかこんな若造にしてやられるとは、私も落ちぶれたものだな」

（ユーグ様がご自身の罪を認められた!?）

　乾かわいた唇くちびるから絞しぼり出された独白に、ルティアは後ろに立っているラッツを振ふり返った。彼がうなずいてくれたのを見て、張り詰めていた息をこっそり吐はき出す。

　本当は証拠となるモロヘラなんて最初から持っていなかった。先ほどユーグの眼前につきつけたのは、バニラエッセンスを染しみこませた袋に、今朝宿屋の食堂で分けてもらった小麦粉を詰めただけのものだ。

　ユーグがモロヘラの密輸と精製、そしてヴァイスの暗殺に関かかわっていることは十中八九、間ま違ちがいなくても、それを示すための証拠がない。ならば、先に証拠を示して自供を引き出せばいい──そう考えたルティアは賭かけに出て、ユーグにかまをかけたのだ。

（なんとかなってよかった……だけど、こんな危ない橋は二度と渡わたりたくないな）

　今いま頃ごろになってから急に恐こわくなってきたルティアの本音に、ユーグは気づいていない。彼はなにかに耐たえるようにじっと下を向いていたが、やがてベッドの前に立っているクロードを見上げて、深いため息をこぼした。

「ヴァルナーレ公こう爵しやく、貴き殿でんも承知の通り、我々一族は今まで王国のためにすべてをなげうつ覚かく悟ごで生きてきた。だが、国王の地位にもっとも近い貴殿や、国王の専属騎士からその行いを糾きゆう弾だんされる日が来るとは、時代が変わったんだな……」

「ヴァイス陛下が王位に就つかれてからというもの、時代の変化は私も痛切に感じています。今までと違う陛下の価値観や政まつりごとの進め方に、戸と惑まどう者も多いことでしょう。ですが、いつまでも過去の栄えい華がにこだわってばかりいては先へ進めないどころか、他国からつけ入れられる隙すきを見せることになりかねません。あなた方はこの国を滅ほろぼしたいのですか？」

「そんなことは断じてない！　ただ──」

　勢いよく叫さけんだユーグが一度言葉を飲みこみ、堅かたく目を閉じる。再び目を開けた時、彼は観念した顔つきで小さくつぶやいた。

「私には無理でも、あいつならできると、どこかで夢を見てしまったのかもしれないな。昔のように私たち一族が王国のために役立つ──あの頃に戻もどれる日をずっと願っていた」

（ユーグ様……？　あいつとは、息子むすこであるカミーユ様のことを言っているのか？）

　ユーグの言葉は曖あい昧まいすぎて、意味がつかめない。

　ルティアとラッツの問うような視線も、どこか悲しげなクロードの眼まな差ざしもすべて無視して、ユーグがベッドの上で堅く手を組む。やがて、静まりかえった室内で彼が淡たん々たんと語った告白は、このフロイデン王国において、歴代国王の治世を陰かげから支え続けてきた一族の歴史だった。
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　ルティアたちがクーリエ公爵領でユーグの告白を聞いた日の晩、王宮で一日の政務を終えたヴァイスは典礼省の書庫に向かっていた。最初に典礼省の部屋を訪ねたところ、長官を務めるカミーユは書庫で調べ物をしていると教えてもらったのだ。

（ちょうどいい。奴やつとは二人きりで話がしたかったところだ）

　シュヴァリエに代わって夜の護衛を務めている近この衛え兵へいたちを廊ろう下かの端はしで待たせ、自分は城の地下へ続く階段をゆっくり下りていく。やがてその先に現れた鉄の重たい扉とびらを押し開け、ヴァイスは書庫に足を踏ふみ入れた。

（カミーユの奴、本当にここにいるんだろうな？）

　自分が持っている手て燭しよくの明かり以外に、光源は見えない。しかし、なにかと入り組んでいて広い書庫のことだ。端の方にいれば、気づかぬこともあるのかもしれない。

（カミーユを捜さがすついでに、気になった資料を集めていくか）

　そう考えたヴァイスは、この前来た時と同じように林立する本ほん棚だなの間を巡めぐっていき──書庫の一番奥に置かれた本棚の前でピタリと足を止めた。薄うす明あかりの中、ぼうっと浮うかび上がった一冊の背表紙に目が釘くぎ付づけになる。そこに書かれていたタイトルは『王室治ち療りよう院の歴史』。

（この間はどんなに探しても見つからなかったのに、誰だれかが返したのか？）

　中を読んでみたくて、手を伸のばす。指先を本の背表紙にかけ、棚たなから引き抜ぬいた。次の瞬しゆん間かん、

（なんだ!?　なにが起きている!?）

　とっさに飛び退のいたヴァイスは手燭を取り落としそうになった。ガガガと地じ響ひびきのような音が辺りに響ひびく。しかし、地じ震しんではない。

　啞あ然ぜんと立ち尽つくすヴァイスの前で、『王室治療院の歴史』を収めていた本棚が、手も触ふれていないのに半歩分下がり、隣となりにある本棚の後ろへとスライドしていく。そうしてぽっかり空いた隙すき間まから現れたのは、一見書庫の延長のように思える空間だった。

　王宮にある自分の寝しん室しつよりもいくらか狭せまい。縦長の三方の壁かべには隙間なく本棚が並べられ、外の部屋に置かれているものよりも古びた書しよ籍せきが中に収められている。

（ここは隠かくし部屋なのか……？）

　怪あやしい。けれど、ここまでのものを前にして、無視することもできず──ヴァイスはわずかにためらった末、入ったあとで出口が勝手に閉まることのないよう、近くに置かれていた脚きや立たつをつっかえ棒のようにして本棚と本棚の間に挟はさみ、中に足を踏み入れた。

　剣けんの柄つかに手をかけ、もう片方の手で持った燭しよく台だいの光で辺りを照らしながら、用心深く前へ進んでいく。その時だった。

　シャラン、と場ば違ちがいなまでに澄すんだ音色が背後で上がった。反射的に振り向くと、燭台のわずかな光を反射して、色とりどりの宝石が輝かがやくのが見えた。この過度に煌きらびやかな服ふく飾しよくと、それにふさわしい華はなやかな容姿を持つ青年を自分は一人しか知らない。

「カミーユ・フォン・クーリエか」

「お待ちしておりました、陛下。そろそろ私を訪ねていらっしゃる頃ころだと思っていましたよ」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが笑えみの形を作る。それは女であれば、花のようなと表現したくなるほど美しい笑みだった。ただし、その花は毒を隠し持っているに違ちがいない。

（カミーユの奴、まさか俺が治療院の歴史に関する本を手に取ることまで計算に入れた上で、ここで俺を待ち構えていたというのか？）

　隠し部屋の入り口で優ゆう雅がに微ほほ笑えむ姿からは、答えを読み解くことができない。

「陛下、今宵こよいはあなたと二人きりになるため、時間を空けました。どうかあなたの理想とする治世のごとく、なにか気になることがございましたら、自由にご質問ください」

　第二騎き士し団長オーギュストを糾弾した時のことを揶や揄ゆしているのだろう。毒の染みこんだ物言いにヴァイスは吐き気を覚えたが、辺りに目を配っても、カミーユ以外に人の気配はない。ためらったところでなにも変わらないのであれば、この機を逃のがす術すべはなかった。

「まどろっこしいことは嫌きらいだから、単刀直入に訊きく。治療院における毒の精製から俺の暗殺に至るまで、裏ですべてを指示してきたのはおまえか？」

「これまた無ぶ粋すいな訊き方ですね。優雅さのかけらもない」

　カミーユが苦く笑しようし、肩かたをすくめる。直接の返答はなかったが、その仕草こそがヴァイスにとって、彼が犯人であることを示すなによりの証しよう拠こに思えた。

（もっと言い逃れをしてくれれば、まだ可愛かわいげのあるものを……！　こいつは、自分が犯おかしてきた罪の重さに気づいていないのか？）

　腹の奥底から湧わき上がってくる怒いかりにつき動かされ、剣の柄を握にぎる手に力がこもる。ヴァイスはカミーユの目を正面から睨みつけて続けた。

「国王である俺の命を狙ねらうことは構わない。改革のためとはいえ、この宮きゆう廷ていの貴族たちに対して、それだけのことをしてきた自覚が俺にはある。だが、本来宮廷とは関わりのない他者の人生まで己おのれの駒こまとして使い捨てにするな！」

　カミーユは一いつ瞬しゆんなにを言われたのかわからなかったのか、訝いぶかしげに目を眇すがめていたが、一いつ拍ぱく後、その顔に「ああ」と納なつ得とくしたような表情が広がった。

（こいつは本当に……！）

　自分の糾弾にも、なに一つ心を動かされていないカミーユの様子に苛いらつき、ヴァイスは奥歯をきつく嚙かみしめた。

　それは、一度わかってしまえば簡単なからくりだった。頭のいい平民の子供たちを援えん助じよし、留学などをさせて一流の医師に育て上げる。同時に彼らに恩を売ることでその逃にげ道を断たち、治療院に囲いこんだあとは、自分たちが望むことを行わせる。平民の支し援えんという大義名分を隠れ蓑みのにして、カミーユたちは今まで好き放題やってきたのだ。

「平民出身の医師に模造させた香こう水すいを売りさばいたり、あるいは彼らに研究させた毒薬を使って政敵を抹まつ殺さつしたりすることで、おまえたち貴族は巨きよ万まんの富と安定した地位を築いてきた。違うか？」

　畳たたみかけるようなヴァイスの詰きつ問もんに、カミーユは少し驚おどろいた顔をしていたが、やがてその唇くちびるからクスリと小さな笑みをこぼして言った。

「そうですね、陛下のおっしゃる通り、私たちは平民を利用したと言えるかもしれません。ですが、戦いくさなどの非常時に平民を守ってやっているのは私たち貴族です。平時の時くらい、私たち貴族のために役立ってもらっても、いいではありませんか？」

「傲ごう慢まんで自分勝手な言い分だな。搾さく取しゆされる側の身にもなってみろ」

「お言葉ですが、それはあなた方王族にも言えることでしょう？」

「……どういう意味だ？」

　自分は宮廷の現体制を刷新させるため、抵てい抗こうする貴族たちを打ち負かしたことはあっても、彼らを己の欲よく望ぼうのために利用したことは一度もない。

「やはりあなたはご存知なかったのですね」

　麗うるわしい顔にこちらを憐あわれむような表情を浮かべたカミーユが、すぐ横の本棚に手を伸ばす。とっさに身構えたヴァイスの前で、彼は一冊の本を取り出した。えんじ色の革かわ表紙は古びていて、今にも剝はく落らくしそうに見える。

「陛下、あなたは治療院の起源に興味を持っていらっしゃったようですね」

（──急になんの話を始める気だ？）

　訝いぶかしむヴァイスの方に顔を向け、カミーユは本の表紙を愛いとおしそうになでながら続けた。

「知りたいのであれば、教えてさしあげましょう。一いつ般ぱんに、治療院は当時流行はやっていた疫えき病びようを根治するための医い療りよう機関として設立されたと言われています。ですが、真の目的は違います。治療院は私たちクーリエ公こう爵しやくの一族が造ったのです。毒薬について研究し、国王の指示が出る前に、その政敵を暗殺するために」

「……つまり、おまえたちは暗殺者の一族として代々国王の敵を排はい除じよしてきたというわけか？」

「その表現は無骨で美しくありませんね。ですが、大筋は当たっていると言えるでしょう」

「それなら、グラナードはどうした？　俺にとって唯ゆい一いつの友であったあいつを殺したのも、おまえたちなのか!?」

　心の底から振ふり絞しぼるようなヴァイスの悲痛な叫さけびに、隠し部屋全体が震ふるえる。その姿を無感動に睥へい睨げいして、カミーユはきっぱり答えた。

「すべては陛下、あなたのためです。王とは孤こ高こうの存在であって、何者にも心を赦ゆるしてはいけない。一人で国を率いていく気高さのない者に、王は務まりません。私はあなたのそばについている虫を排除した。ただそれだけのことです」

「おまえは、グラナードが俺の代わりに毒入りのワインを飲み干すことまで計算に入れた上で毒を盛ったというわけか？」

「その程度の頭がない者に、何百年も公爵の地位を守り続けることはできないでしょう？」

　カミーユの受け答えはどこまでも落ち着き払はらっている。その声が淡たん々たんとしていればいるほど、ヴァイスは抑おさえることのできない嵐あらしが心の中で激しく荒あれ狂くるっていくのを感じた。

（やはり俺のせいでグラナードは……！）

　どれだけ祈いのっても謝っても、友を生き返らせることはできない。無力な自分がくやしくて、血がにじむほどきつく唇を嚙みしめる。だけど、それでも今のヴァイスは顔を上げて前に進むしかなかった。

（これ以上、カミーユたちの好きにはさせない！）

　激情を吞のみこみ、決意を秘ひめた眼めでカミーユを見つめる。

「話を聞いてみてよくわかった。俺とおまえでは理想と仰あおぐ王の姿がまったく異なるようだな」

「陛下の理想とは？」

「孤高の存在として皆みなを率いるのではなく、皆と共に栄さかえていく王だ」

　玉座に就ついたばかりの頃は、グラナードさえいてくれればいいと思っていた。彼が理解し、支えてくれるのであれば、自分はどんなことでもできると信じていた。だけど、今では違う。

（ルティアが教えてくれたんだ。国王一人でできることには限りがあると）

　この国をより豊かにし、一人でも多くの笑顔を増やしていくためには様々な者の助けや支えが必要だ。

「国王と一部の貴族たちによって国を動かす時代は、まもなく終わりを告げる。年ねん齢れいや性別、身分に関係なく、有能な者がその才をもっと自由に発揮できる場を作っていかなければ、この国は今に立ちゆかなくなるぞ！」

「そういう考え方も、あるでしょうね。ですが、私たちには私たちの流りゆう儀ぎがございます。この国を陰かげから支え、守り、発展させてきたのは私たちです。その貴族としての誇ほこりがあったからこそ、汚よごれ役も引き受けてきたというのに……あなたといい、先王といい、私たちをないがしろにする考えには吐はき気がします！」

（…………まさか、こいつ！）

　今までの余よ裕ゆうに満ちた口調とは違う。カミーユが最後、吐き出すように告げた台詞せりふに、ヴァイスの全身から血の気が引いていった。

　今までずっと、先代の父王は病で急死したと信じていた。けれど──、

「先王を手にかけたのも、おまえたちなのか？」

　ヴァイスの冷え切った問いかけを受け、カミーユの顔に酷こく薄はくとも思える笑みが広がる。その気高い傲慢さを前にして、ヴァイスはすべてを悟さとった。

（今までずっと不思議だった。なぜ赤子の俺が城から連れ出され、辺境の一貴族のもとに預けられたのか。だが、それはすべて俺を守るためだったんだ）

　平民を母に持つ自分が王宮で育っていたら、きっと幼い内にカミーユたち貴族に命を奪うばわれていたことだろう。宮廷に満ちるこの淀よどんだ空気を憂うれえた先王は自分を逃がし、そして未来を託たくしたのだ。宮廷の在り方に毒されず、外の世界を見て育った自分がいつか戻もどってきて、この国を変えていくことを信じて。

　剣けんの柄つかを握りしめ、衝しよう撃げきの事実に耐たえしのぶ。静かに震えるヴァイスを見て、カミーユはゆっくりと首を横に振った。

「この一年──あなたが玉座に就いてからの間、ずっと様子を窺うかがっていましたが、やはりあなたは私たちが戴いただく王にふさわしくない。その身体からだに流れる血も、国を想おもう心も」

「だとしたら、どうする？　俺のことも殺すのか？」

　問いかけながら、ヴァイスは素す早ばやく周囲に視線を走らせていた。入り口の前に立たれているとはいえ、この部屋には自分とカミーユの二人しかいない。彼は文官だ。その横を通り抜ぬけることさえできれば、書庫の外で敵が待ち構えていたとしても、突とつ破ぱできる自信があった。

　ヴァイスが剣を鞘さやから抜き、胸の前で構えた。まさにその時、カミーユが手に持っていた本を突とつ然ぜん開いた。

　なにをしているのか、怪け訝げんに思って動きを止めた。その一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、本の中に手をつっこんだカミーユが、中から一本の細長い瓶びんを取り出した。ただの本ではない。ページをくりぬいた中に、彼は瓶を隠かくし入れておいたのだ。

（毒薬か!?）

　嫌いやな予感に戦せん慄りつするヴァイスの目の前で、カミーユが手にした瓶を迷うことなく床ゆかにたたきつけた。白い閃せん光こうのようにガラスが砕くだけ散り、気持ち悪いほど甘ったるい香かおりが辺りに充じゆう満まんしていく。この匂においを自分は知っている。これは──、

「私たちの治ち療りよう院で研究された最新の成果です。モロヘラは水に溶とかして使うだけでなく、こうして気化させることもできると最近わかりました。私は昔からこういった薬に慣らされていますが、あなたにはおつらいでしょう？」

「くっ──！」

　意識が朦もう朧ろうとしてきて、ガクリと膝ひざをつく。やがて石の床に倒たおれた自分の耳元で、カミーユがやさしくささやくのが聞こえた。

「おやすみなさい、陛下。あなたの命は奪いません。代わりに目が覚めた時、アランス王国を迎むかえる式典はすべて終わっているでしょう。あなたは国政も外交もすべて投げ出した王として、後世に名を残すのです。それはあなたにとって、死ぬよりもつらいことでしょうね」
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「………………っ！」

　もう反論するだけの気力も残っていない。薄うすれゆく意識の中で、ヴァイスはカミーユの靴くつ先が憎にくしみをこめて自分の黒くろ髪かみを強く踏みにじる感かん触しよくだけを覚えた。
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　その夜、遅おそくまで近この衛え隊たいの執しつ務む室で仕事を続けていたシュヴァリエは、王宮を満たす異様な空気に気づいて、持っていたペン先を止めた。どこがどうおかしいのか、はっきり説明することはできない。ただ、夏も盛りだというのに、虫の声が聞こえなかった。

（今日は夜会もないのに、どうしたんだ？　最近では陛下も単独行動はせず、護衛の近衛兵を連れているから問題ないはずだが……）

　頭では納なつ得とくしても、心が不安を訴うつたえる。

　シュヴァリエはわずかにためらったのち、椅い子すの背に掛かけていた制服の上着を羽織り、颯さつ爽そうとした足取りで近衛隊の官舎を出て、王宮の奥深くに位置するヴァイスの私室へ向かった。




　王宮と一口に言ってもフロイデン王国の城は広く、国王の私室に辿たどり着くまでには、広間などが連なる公おおやけの空間をいくつも抜ける必要がある。昼は文官や貴婦人たちの活気で賑にぎわっている回かい廊ろうも、今は燭しよく台だいの光が所々に灯ともっているだけで人ひと気けがない。

　コツコツという無機質な自分の靴くつ音おとだけを耳にしながら、足早に進む。夜の寒々とした回廊が、シュヴァリエは少しだけ苦手だった。こういうところを歩いていると、かつての雪の日に赤子だったヴァイスを連れ、今は亡なき父と共に城を抜け出した時のことを思い出す。

　あれから十九年。ずっと忘れていたことなのに、最近よく思い出すのはなぜだろう？

　ヴァイスがルティウスを手に入れてから国王として成長していく様を目まの当たりにし、いろいろと思うところがあったせいだろうか？

（雛ひなの巣立ちを見守る親鳥のような心境になるなんて、俺も年を取ったものだな。これじゃあ、家族にやたらと甘いクロードのことをあれこれ言えない。そろそろあいつは、クーリエ公こう爵しやく領でルティウスたちと会った頃ころだろうか？）

　久しく会っていない友のことに思いを馳はせながら、回廊の角を曲がった。次の瞬しゆん間かん、シュヴァリエはギョッと目を見開いて足を止めた。

　あれは、典礼省の書庫へ続く階段がある辺りだろうか。長い回廊の中なか程ほどに人が倒れていた。

　薄うす闇やみの中でよく見えないが、がたいの良さからして文官ではない。しかも、その横に立っているもう一つの人ひと影かげが倒れた男の脇わき腹ばらに腕うでを回し、どこかへ引きずっていこうとしている。

「おまえたち、なにをしている!?　どこの隊の所属だ!?」

　我に返ったシュヴァリエが駆かけ寄りながら叫さけぶ。突然の誰すい何かの声に、人影はビクッと身体を震ふるわせ──抱かかえていた男をその場に投げ捨てるなり、こちらに向かって勢いよく斬きりかかってきた。瞬時に抜いた剣で、振ふり下ろされた刃やいばを受け止める。が──、

（くっ……！　なんだ、この剣は!?　重たい！）

　普ふ段だんから演習で部下を蹴け散ちらしているシュヴァリエでも、受け流すのがやっとだった。これは相当名のある騎き士しに違ちがいない。

　相手が息を吸う一瞬の間かん隙げきをついて、大きく飛び退のく。雲が流れ、顔を出した月が回廊に青白い光を投げかけた。その瞬間、シュヴァリエは驚おどろきに息を吞のんだ。

　薄うす明あかりの下であっても、その黒々とした口ひげの主を見間違えることはない。シュヴァリエに斬りかかってきた男は第二騎士団の団長──オーギュストだった。しかも先ほど彼がどこかに引きずっていこうとしていたのは、今夜ヴァイスの護衛についているはずの近衛兵だった。

「頭がおかしくなったか、オーギュスト！　陛下になにをした!?」

「悪く思うな、シュヴァリエ。俺にはもう、こうする以外に道がないのだ！」

「……どういうことだ？」

　答えの代わりに、オーギュストが上段に振りかぶった剣を力任せに下ろしてくる。受け止めたシュヴァリエの腕に、ジンとした痺しびれが走った。一瞬、身体の軸じくがぶれた。その隙を逃のがさず、オーギュストが素早く構え直した剣を再びつき出してくる。

（危ない！）

　反射的に右に飛ぶと同時に、シュヴァリエの頰ほおを冷たい刃の切っ先がかすめていった。左目を覆おおっていた眼帯の紐ひもが切れ、顔にかかる。

「シュヴァリエ、頼たのむからここは退ひいてくれ。俺はおまえと戦いたくない」

「俺だってそうだ。でも、俺には陛下のもとへ駆けつけ、その盾たてとなる義務がある。陛下はこの下の書庫にいるんだな？」

「……………………」

　オーギュストは答えない。そのことにかえって確信を得て、シュヴァリエは典礼省の書庫へ続く階段にちらりと目を向けた。同時に、はらりと揺ゆれて視界の邪じや魔まをする眼帯を投げ捨てる。

　覆うものを失ってもなお、なにも映さぬ左目に、ほろ苦い過去を思い出す。

　宮きゆう廷ていの者たちは、自分が見習い騎士の頃に先王を刺し客かくから庇かばったことで片目を失ったと噂うわさしている。だけど、真実は違った。あの雪の日、赤子のヴァイスに向かって追っ手が振り下ろした刃を受けそこなったせいで、自分は失明したのだ。己おのれの未熟さを恥はじることはあっても、あの時、自分が取った行動を後こう悔かいしてはいない。けれど──、

（残った右目は誰だれにもやらない。俺は自分の目で、この王国の行く末を見るんだからな！）

　自分の眼めと引き替かえに助けた赤子がこの先どんな王になるのか、まだわからない。でも、せっかくおもしろくなってきたところで第一線から退くという選せん択たく肢しがシュヴァリエにはなかった。

「シュヴァリエ、どうしても退いてはくれないか？」

　なぜかこの世の終わりのように悲ひ愴そうな顔つきになったオーギュストが、再び訊きいてくる。彼がどうしてこんな暴挙に出るに至ったか知らないが、いくら嘆たん願がんされたところでシュヴァリエの心は決まっていた。答えの代わりに剣けんを構え、オーギュストと対たい峙じする。

「なら、致いたし方ない……」

　オーギュストの口から、絞しぼり出すようなうめき声がこぼれた。その時だった。

　人ひと気けのない回廊を複数の軍ぐん靴かが駆けてくる音を耳にして、シュヴァリエは眉まゆをひそめた。

（近衛隊の応おう援えん──ではないよな？　俺はまだ誰にも声をかけていないぞ）

　オーギュストの肩かた越ごしに回廊の先を見やる。その瞬間、シュヴァリエは舌打ちをした。そこに見えたのは、回廊の角を曲がり、こちらに駆け寄ってくる騎士たちの姿だった。その数は五人。所属する隊は違っても、全員かなりの地位に就ついている者たちだ。

　彼らは遠目にも、なにが起きているのか瞬時に把は握あくしたらしく、走りながら抜ぬき放った剣をシュヴァリエにつきつけてきた。
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　ユーグ・フォン・クーリエ公爵の告白を聞き終えたルティアとラッツが公爵領を飛び出し、王都に駆け戻もどってきたのは辺りが深い闇やみに包まれた頃のことだった。

「ラッツ、万が一の場合に備え、今から近衛隊のみんなに招集をかけてくれ！」

「わかった！　ルティウス、おまえはどうする!?」

「私はこのまま典礼省に向かう！　陛下の安否が心配だ！」

　そう叫ぶなり、ルティアは城門の前でラッツと別れ、王宮に向かって愛馬を走らせた。

　ユーグの告白が本当なら、カミーユはモロヘラを使ってヴァイスの意識を奪うばい、幽ゆう閉へいするつもりでいるらしい。死に至る危険性は低くても、自分がユーグから譲ゆずり受けてきた解毒剤ざいをすぐに投とう与よしなければ、後こう遺い症しようが残のこる可能性だってある。

　カミーユが決行を予定している日がいつかまで、ユーグは把握していなかった。それは明日あしたかもしれないし、今夜かもしれない。だけど、ルティアには嫌いやな予感がしてならなかった。辺りを包む空気が不自然に静まりかえっているように感じられるのは、きっと気のせいではない。

　ルティアは王宮に着くなり、眠ねむそうな顔で目をこすりながら出てきた侍じ従じゆうに愛馬を預け、回廊に飛び出した。もう遅いこの時間、警備の騎士以外に人影は見られない。

（まだなにも起きていない……？　私の思い過ごしだったのだろうか？）

　すれ違う騎士たちに様子を聞きながら、典礼省に向かって走っていたルティアは、しかし、回廊の途中で強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。気づけば、等とう間かん隔かくで回廊に立っていたはずの騎士たちの姿が、どこからか見えなくなっていたのだ。

（騎士が持ち場を離はなれるはずがない。これは、やっぱり……！）

　焦しよう燥そうが胸を焼く。一刻も早くヴァイスの無事を確かく認にんしたくて、回かい廊ろうの角を勢いよく曲がった。その瞬間、視界いっぱいに飛びこんできた光景に、ルティアは目を疑った。

　一人の騎士が回廊の真ん中で剣を振るっていた。すでに倒たおしたあとなのか、足あし下もとにはいくつかの人影が転がって見える。しかし、その騎士はそれでもまだ三人を相手に応戦していた。刃を一いつ閃せんさせるたび、後ろでくくった銀の髪かみがほつれて宙を舞まう。その騎士は──、

「シュヴァリエ隊長!?」

　ルティアの悲鳴じみた叫びに、その場にいた全員が振り向く。中の一人が襲おそいかかってきた。

　彼が一閃した剣の切っ先を屈かがんでかわし、床ゆかを蹴けったルティアはシュヴァリエと残りの騎士たちの間に割って入った。

「ルティウス、か……よく、来てくれたな」

「隊長！　どうかしゃべらないでください！」

　ルティアが駆けつけたことで、今まで我が慢まんしていた疲つかれがドッと表に出たのか、シュヴァリエが持っていた剣先をわずかに落とし、肩かたで大きく息をする。彼をここまで追い詰つめるなんて、並の騎士にできることではない。

　腰こしから抜いた剣を胸の前で構え、向かい合う騎士たちの様子を観察する。燭しよく台だいの光を受け、ぼんやりと薄闇に浮うかび上がってきた顔の一つに、ルティアは息を吞むと同時に、落らく胆たんせずにいられなかった。あらかじめユーグから話を聞いていたとはいえ、信じたくなかった。

「オーギュスト団長！　あなたは以前、モロヘラの過か剰じよう流入を黙だまっていたことについて、陛下にその罪を軽減された恩を忘れ、陛下の護衛である私たちに刃やいばを向けるのですか!?」

　ルティアに糾きゆう弾だんされ、オーギュストは剣を構えたまま、ばつが悪そうに視線を逸そらした。

「貴き殿でんには関係のないことだ。誰がなんと言おうと、我々にはこうする以外に道がないのだ」

「それは、カミーユ様に借りがあるからですね？」

「…………っ!?」

　薄うす闇やみの中であっても、オーギュストの顔色が急に変わったのがわかる。それは、ルティアを囲む残りの騎士たちも同じだった。

（ユーグ様のお話通りなんて、カミーユ様はなんてことを……！）

　今から一年と少し前、先王の崩ほう御ぎよに伴ともなってこの国は一度活力を失った。王都の港からは商船が消え、交易に投資をしていた多くの者が破産に追いこまれた。それは市し井せいの人間に限らない。オーギュストをはじめとする多くの貴族たちもまた没ぼつ落らくの危機に瀕ひんした。

　そんな時、香こう水すいの模造品や非合法に当たる薬の売買をカミーユが言こと葉ば巧たくみに持ちかけてきたのだ。行き詰づまっていた貴族たちはこの話に飛びつき──ヴァイスが玉座に就いたあとも、その時のことをネタに強ゆ請すられ、治ち療りよう院へのモロヘラの過剰流入を黙もく認にんしたり、今回の陰いん謀ぼうに荷か担たんしたりするよう強要された。

「オーギュスト団長たちを巡めぐる当時の状じよう況きようを鑑かんがみれば、情状酌しやく量りようの余地はあります。団長もよくご存知のように、陛下は臣下の話を無視する暴君ではありません！　あなたが人生をやり直したいと願うのであれば、その償つぐないの心に応じてくださるはずです」

　ルティアの言葉に、この間の出来事を思い出したのか、オーギュストの剣先が動どう揺ようして小刻みに揺れる。残りの騎き士したちはまだ迷っていたようだけれど──、

（これなら、いける！）

　ルティアは剣の柄つかを握にぎる手に力をこめ、いっそう声を張り上げた。

「団長の能力は騎士団にとってかけがえのないものです。陛下の専属騎士として、私も団長のために尽じん力りよくさせていただきますから、今はどうか剣をお収めください！」

「……………………」

　風に煽あおられ、ゆらりと揺れた燭台の光を受けて、床に伸のびた三つの影かげが頼たよりなげに震ふるえて見える。息を詰めて応こたえを待つ中、やがてカチンという音を立ててオーギュストが剣を収めた。

「わかった。俺も一度は貴殿と陛下に救われた身だ。貴殿の言葉を信じよう」

「オーギュスト団長……！　ありがとうございます！」

　今までの戦いで疲ひ弊へいしきっていても、これ以上罪を重ねなくて済んだことに安あん堵どしたのか、オーギュストの表情は落ち着いて見える。しかし、残り二人の騎士は同じようにいかなかった。年長者であるオーギュストの脱だつ落らくに驚おどろき、なにやら小声で言い争いを始めている。

　その様子を横目で用心深く窺うかがうルティアの耳に、シュヴァリエが話しかけてきた。

「ルティウス、陛下は典礼省の書庫にいらっしゃる。ここはいいから、行け」

「え、でも隊長は──」

「おまえは陛下の専属騎士だろう？　自分が一番に守るべきものがなにか、忘れるな」

　シュヴァリエに背中を押され、ルティアが前に飛び出した。気づいた二人の騎士たちが一いつ斉せいに襲いかかってくる。しかし、振ふりかざされた刃はシュヴァリエの剣に防がれた。

（隊長、どうかご無事で！）

　背後で交かわされる剣けん戟げきの音に後ろ髪がみを引かれても、振り返りはしない。ルティアは抜き身の剣を持ったまま、回廊の真ん中でぽっかり口を開けている階段を一気に駆かけ下りていった。
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　カミーユの策略にはまり、モロヘラの気体をたっぷり吸いこんでしまったヴァイスの意識は夢と現実の狭はざ間まを彷徨さまよっていた。

　誰だれかが自分の両りよう脇わきに腕うでを差し入れ、身体からだを持ち上げたのがわかる。必死で抵てい抗こうしようとしたけれど、指先までジンとした痺しびれに覆おおわれていて、手を動かすことすらままならない。

　なにもできない自分自身に対する苛いら立だちと無念さがヴァイスの心に深くつき刺ささっていく。

　ここでカミーユの思い通りに幽閉されてしまっては、なんのために自分が王になったのか、わからない。赤子の自分を宮きゆう廷ていから逃にがした父王や、自分のためにすべてを捧ささげてくれた友の死が無む駄だになってしまう。

（犠ぎ牲せいを出しただけで終わりにはさせない！　俺にはまだ、王として為なすべきことが山ほど残っているんだ！）

　これからの自分は、彼らの分の命や想おもいも背負って生きていくのだ。こんなところでくたばっている場合ではない。それなのに、自由がきかない身体に絶望して歯を食いしばる。

　その時だった。暗くら闇やみに満ちた世界の中で、やさしくささやく声が聞こえた気がした。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ヴァイス。君は一人じゃない。今の君にはそばで支えてくれる人がいるだろう？」

　全身の痺れが耳にまで回って、ついに幻げん聴ちようまで聞こえるようになったのだろうか？

　しかし、それにしては、ずいぶんしっかりした声のような……。

「ほら、彼女が来たよ。だから、僕はもう行くね」

　再び耳元でささやかれたその声に、ヴァイスは意識を取り戻もどした。すぐに気づけなかった自分が信じられない。柔やわらかで温かい、その声の主は──、

（グラナード！）

　叫さけびたいのに叫べず、呼び止めることもできない。懸けん命めいに手を伸ばそうとするヴァイスの耳に、再び声が聞こえてきた。

「陛下！　ご無事ですか、陛下!?」

　先ほどまでとは違ちがう声だったけれど、こちらも耳に心地ここちよい響ひびきをはらんでいる。今度は絶対に幻聴ではない。この声の主を自分は知っている。

「ルティア……」

　震える瞼まぶたを気力で持ち上げる。わずかに拓ひらけた視界の隅すみに、白金に輝かがやく短い髪と、紺こん地じに銀糸の刺し繡しゆうが美しい近衛隊の制服が映った。

　男の姿をしていても、自分にとっては豊ほう穣じようの女め神がみに変わりない。ルティアが息を切らしながら典礼省の書庫に入ってきたのをヴァイスは朦もう朧ろうとする意識の中で感じていた。
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　典礼省の書庫へ続く扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、ルティアは全身の血液が凍こおりつくのを感じた。

　自分が守るべき主あるじは目の前にいた。ただ、その長身はぐったりしており、右みぎ腕うでを屈くつ強きような騎士の肩に回されて引きずり立たされていた。顔を上げる気力も残っていないのか、漆しつ黒こくの頭がだらりと下を向いている。

（陛下!?　まさか──！）

　最悪の想像が脳内を駆け巡る。だが、ヴァイスの肩がわずかに上下していることに気づいて、ルティアは胸をなで下ろした。

（よかった、私は間に合わなかったわけじゃない）

　だけど、事態は決して楽観できなかった。騎士はヴァイスをどこかへ連れて行くところだったらしく、書庫に入ってきたルティアを見て忌いま々いましげに顔を歪ゆがめている。

　意識を失っているヴァイスを人ひと質じちに取られないよう、助けるにはどうしたらいいだろうか？

　剣けんを構え、じりじりと胃が痛くなるような緊きん張ちよう感かんに耐たえる。騎士と対たい峙じするルティアの耳に、その時、シャランと場ば違ちがいなほど涼すずやかな音色が聞こえた。

　びっくりして目をこらす。すると、こんな時ですら優ゆう雅がな宝ほう飾しよくの数々を身に纏まとったカミーユが本を片手に、騎士の背後から進み出てくるのが見えた。ルティアの姿を認めて、鳶とび色いろの瞳ひとみが意外そうに瞬まばたきを繰くり返す。

「驚いた。まさか君がここへ来るとは思わなかったよ。専属騎士としての勘かんが働いたのかな？」

「冗じよう談だんはおやめください。あなたの企たくらみは、お父上であるユーグ様からすべてお聞きました」

「へぇ……そう」

　ルティアの言葉にもカミーユは動じない。どこか他人ひと事ごとのような顔でこちらを眺ながめている。

（この方は、自分が犯おかした罪の重大さを理解していらっしゃるのか？　それとも、それだけの覚かく悟ごを持って、すべてやってきたということか？）

　澄すんだ瞳の奥に底知れぬ狂きよう気きを感じ取り、全身に震えが走る。だけど、ヴァイスの専属騎士である自分がここで怯ひるんではいけない。

　ルティアは背筋を正すと、カミーユの顔を正面から見つめて告げた。

「カミーユ様、あなたの今までの所行について、証言も証しよう拠こもすべてそろっています。ここで争うことは己おのれを貶おとしめるだけです。どうか無駄な抵抗はやめて、陛下をお返しください」

「………………」

　カミーユは応えない。後ろでヴァイスを担かついでいた騎士の方が戸と惑まどいを隠かくせずに、彼とこちらの顔を交こう互ごに見やっている。

（説得はやはり無理か……）

　ルティアが剣を握る手に力をこめた。その時、カミーユの唇くちびるからクスッと笑えみがこぼれた。

「君も陛下も、どうして僕を悪者扱あつかいしたがるのかな？　僕はただ宮廷を在るべき姿に戻そうとしているだけなのにね」

「あなた方一族が、今まで陰かげから王国の発展に与くみしてきたことは認めます。ですが、あなたがおっしゃっている『在るべき姿』とは、もはや過去のものです。時代が変わったのであれば、それに応じて私たちも変化していかなければなりません」

　そう、いつまでも同じものなどこの世には存在しない。ヴァイスが王位に就ついてから推おし進めてきた改革は多少強ごう引いんだったかもしれないけれど、おかげで国は活気を取り戻し、繁はん栄えいへの道を歩みだそうとしている。この流れを止めるわけにはいかなかった。

「カミーユ様、あなたにこの国の未来を想う心がおありでしたら、陛下を害することはどうかおやめください！」

　頰ほおを紅潮させ、一歩前に出たルティアの視線を受け止め、カミーユは静かに首を横に振った。

「話してもわかってもらえないのであれば、仕方ないな。手て荒あらなことは嫌きらいだけれど、君も陛下と同じような眠ねむりに就けば、すべてなかったことにできるよね？」

　微ほほ笑えんだカミーユが脇わきに抱かかえていた本を開こうとする。その手の甲こうを、ダンッと音を立てて踏ふみこんだルティアが剣の柄つかでたたいた。

（カミーユ様に、本の中に隠されている薬品を使わせてはいけない！）

　床ゆかに落ち、真ん中でばっさり開かれた本の間からは、案の定、ページをくりぬき、そこに埋うめこまれた細長い瓶びんが覗のぞいている。

　カミーユの手が届かないところまで本を蹴けり飛ばす。わずかに下向いた視界の隅すみで、銀色に輝く刃やいばが閃ひらめいた。

（しまった！　騎き士しの存在を忘れてた！）

　ルティアの顔のすぐ横を鋭するどく研とがれた剣の切っ先がすり抜けていった。ヴァイスの身体を床に横たえた騎士が、先にこちらを始末しようと考えたのだろう。

　最初の一いち撃げきはなんとかかわした。だが、下手へたに飛び退のいた反動で身体の重心が大きく傾かたむく。

　床に手をついたルティアの頭上に、再び剣が振り下ろされた。受け止めている余よ裕ゆうはない。

「…………っ！」

　反射的に目をつぶった。次の瞬間、金属と金属のぶつかり合う鋭い音が鼓こ膜まくをたたいた。

（いったいなにが──あっ！）

　顔の真上につき出された剣が、騎士の振り下ろした刃を受け止めていた。その剣の主は──、

「陛下!?」

「なんとか、間に合ったな……あと少しで、完全に意識を持って行かれるところだった」

　騎士が退さがったのを受け、ゆらりと立ち上がったヴァイスが肩かたでゼェゼェと息をする。右手に剣を持ったまま、彼が閉じていたもう片方の掌てのひらをゆっくりと開いた。次の瞬間、透とう明めいなガラスの破は片へんがいくつも石の床に落ちていって、澄んだ音を奏かなでるのが聞こえた。

（あれは薬くすり瓶びんの割れたかけら!?　陛下はそんなものを握にぎりしめていらっしゃったのか!?）

　ヴァイスの掌は、無数についた傷口から溢あふれる鮮せん血けつでまっ赤に染まっていた。彼はモロヘラの効用で何度も気を失いそうになるたび、掌に走る痛みを感じることで、かろうじて意識を現実に引き留めていたのだろう。

「純じゆん粋すいな王族の出身でないだけあって、さすがにしぶといですね」

　カミーユの口から初めて焦しよう燥そうを帯びたつぶやきがこぼれる。ルティアたちは、書庫の入り口へ移動した騎士と、背後に立つカミーユの二人に挟はさまれる形となった。

（なんとかしてここを切り抜けなければ！　この騎士は相当な手て練だれのようだが、私一人でどうにかできるか？）

　ルティアが剣を胸の前まで引き上げた。その背中に、たくましい背中が寄り添そった。

「陛下!?」

　本当は立っているのもつらいだろうに、ゆっくりと剣を構えたヴァイスが耳元でささやく。

「ルティア、おまえの背中は俺が預かる。だから、おまえは目の前の敵に集中しろ」

　ヴァイスがそう言ってくれるのであれば、なにも不安はない。ルティアはうなずくと、ヴァイスと背中合わせに立ちながら、眼前の騎士に向かって剣を振ふり上げた。
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　その後、近この衛え隊たいの面々を率いたラッツが書庫に現れたのは、ルティアが向かってくる騎士を峰みね打うちで仕留めた直後のことだった。

　ヴァイスの左手から血が滴したたり落ちている様を見て、ラッツは思い切り顔をしかめたが、結局なにも言わず、ヴァイスに肩を貸して階段を上り、回かい廊ろうまで連れて行ってくれた。

「陛下、お加減はいかがですか？」

　ルティアが尋たずねると、ぐったりとした様子で壁かべに背をもたせかけ、回廊の床に座っていたヴァイスがわずかに顔を上げた。

「おまえが持ってきてくれた解毒剤ざいのおかげで、頭の方はだいぶすっきりしてきた。ただ──」

「どうかなさいましたか？　左手が痛むのですか？」

「いや、この包帯の巻き方はわざとか、それとも本気で不器用なだけなのか、気になってな」

　初めて伯はく爵しやく家を訪問した日、弟のシリルの顔を包帯で隠し、ルティウスの代わりをさせたことを皮肉っているのか、ヴァイスが包帯でグルグル巻きにされた左手を見下ろして苦く笑しようする。

（うっ……さすがにやり過ぎたか）

　ガラスでつけられた傷は放置しておくと、膿うんで感染症しようを引き起こす恐れもある。ヴァイスの身を心配したルティアは、部下が持ってきた消毒薬を大量に振りかけ、バイ菌きんの入る隙すき間まもないほどしっかり包帯を巻いたのだが──これでは文句を言いたくなる気持ちもわかった。

「申し訳ございません、陛下。気になるようでしたら、すぐにやり直させていただきます」

　そう言って、ヴァイスの前で膝ひざをつく。そのまま、まっすぐ伸のばしたルティアの手に、ヴァイスが無事だった方の手をゆっくりと重ねてきた。

「陛下？」

「意地の悪いことを言ってすまない。本当はおまえが来てくれて、嬉うれしかったんだ」

　ヴァイスがポロリとこぼした本音と、照れくさそうにはにかむ顔に、ルティアは胸の奥底が甘くうずくのを覚えた。

（だから、どうしてこの人はこういう表情かおを私に見せるんだ！）

　そんなふうに笑いかけられたら、ラッツや他ほかの近衛兵たちが近くにいることも忘れて、頭をなでたくなってしまう。

（でも、だめだ。今の私は陛下の専属騎士ルティウスなのだから）

　ルティウスであれば、ヴァイスの言葉に対する返事は最初から決まっていた。

「お褒ほめにあずかり、光栄です。私はあなたの専属騎士ですから、どこにいても、あなたの危機には駆かけつけます」

「……………………」

　ヴァイスの顔が不服そうに曇くもる。ルティアは胸がチクッと痛むのを感じたけれど、今の自分にそれ以上のことは言えない。代わりに「やはり巻き直しましょう」と告げて、ヴァイスの左手を取る。

　後ろの方では、ラッツたちが今回の陰いん謀ぼうに荷か担たんした者たちに縄なわをかけていた。囚とらわれの身となった者が皆みな、一様に神しん妙みような空気を纏まとっている中、カミーユだけは自分の置かれた立場を理解していないのか、「僕は繊せん細さいなんだから、もっとやさしく扱ってよ」と不平をこぼしている。

（陛下は今後、カミーユ様たちにどのような処しよ罰ばつを下されるおつもりなのだろう？）

　なにもなかったことには、当然できない。とはいえ、すべての事情を知った今、ルティアはオーギュストと約束したように、自分にできる形で口くち添ぞえをするつもりでいた。

（でも、カミーユ様のことに関しては、さすがになにも言えないな）

　陰の一族としての負い目があったにしても、彼がやったことは赦ゆるされる範はん疇ちゆうを超こえている。

（それならせめて、カミーユ様に納なつ得とくしていただけるような世界を陛下の御み代よで創つくっていかなければ。私は騎士として、これからもその手伝いをしていくんだ）

　心中で決意しながら、一度ほどいた包帯をしっかりと巻き直す。ルティアが手を放そうとした。その時だった。

（なんだ!?）

　背後で急に殺気が膨ふくれ上がったのを感じて振り返る。ラッツが愕がく然ぜんとした表情で手を伸ばしている、その先で、縄を振りほどいたカミーユが懐ふところに手をつっこむのが見えた。

（あれは──短たん剣けんか!?）

　後ろからラッツに追いつかれたカミーユが身をよじる。その細い手が最後の力を振り絞しぼって短剣を投げつけてきた。自分──いや、その後ろに座っているヴァイス目がけて。

「どけ！」

　叫さけんだヴァイスに肩をつかまれる。しかし、ルティアは動かなかった。目の前の主あるじを庇かばおうとして、その身体からだに抱だきつく。次の瞬しゆん間かん、熱い衝しよう撃げきが脇わき腹ばらに走った。

「ぐっ……！」

「ルティウス！」

　目標を仕留めそこねたカミーユがチッと舌打ちする。その音を聞いたのを最後に、ルティアの視界はぐらりと傾き、皆が一いつ斉せいに駆け寄ってくる様が上下逆さになって見えた。

（陛下は──ご無事か。よかった……）

　真っ青になりながら、自分の顔を真上から覗のぞきこんでいる主君の姿を認めて、口元に微笑が浮うかぶ。だけど、ルティアの安あん堵どはすぐ苦痛にとって代わられた。

　心臓がいきなり脇腹へ移動したかのように、刺さされた箇か所しよがドクドクと脈打つ。気力で手を伸ばし、傷口に触ふれてみると、べっとりと生暖かい血が掌につくのを感じた。

（ああ……これは思ったより深くやられたかもしれないな）

　痛覚が麻ま痺ひしてくる中、ルティアがぼんやりそんなことを考えた。その時、駆け寄ってきた近衛隊の部下が耳元で必死に呼びかけてくるのが聞こえた。彼は先ほど包帯と消毒薬を持ってきてくれた騎き士しだった。

「ルティウス隊長、ご安心ください！　急所は外れています！　今すぐ手当てを！」

「あ、待て！　おまえ、それは──」

　ラッツが部下の動きを止めようとして叫ぶ。だけど、遅おそかった。

　部下が伸ばした手はルティアの制服の上着を脱ぬがし、その下のブラウスに掛かかっている。そして──その場にいた近衛兵たち全員が息を吞のんで凍こおりつく様をルティアは目まの当たりにした。

　痛つう烈れつな視線が自分に集中するのを感じる。彼らが凝ぎよう視しする先にあったのは、血ち塗ぬられたさらしで巻かれた自分の肢し体たい。

「え、女……？」
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　誰だれがつぶやいたのか、定さだかではない。薄うすれゆく意識の中で、ルティアは隠かくし続けてきた自分の性別が白日の下もとにさらされたことだけを理解していた。
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　カミーユの事件から一週間経たった日の朝、ようやくベッドから起き上がれるようになったルティアはいつも朝議の行われている広間に呼び出されていた。

　普ふ段だんと同じように近衛隊の制服を着ていても、今いる位置はヴァイスの後ろではない。空くう漠ばくの玉座の前でひざまずき、主が現れるのを待っている。今日は女の身でありながら騎士となり、宮きゆう廷ていを謀たばかってきたルティアに、処罰が言い渡わたされることになっていた。

（私のことはいい。最初は家族のために始めたことだったけれど、最終的に騎士を続けてきたのは私の意志なんだから。でも、そのせいで姉上とシリルに害が及およぶ事態だけは絶対に防ぐぞ）

　固く決意したルティアの耳に、やがて侍じ従じゆうが「陛下のお越こしです」と告げる声が聞こえた。

　広間の扉とびらが後ろで開き、漆しつ黒こくの衣ころもを纏まとったヴァイスが、一斉に頭こうべを垂れた重臣たちの間を歩いてくる。彼は、緊きん張ちようで全身を硬かたくしている自分の方にちらりと視線を投げかけ、すぐに何事もなかったかのような顔つきで玉座に着いた。

「これより朝議を開始する。最初の議題は皆、もうわかっているな。女でありながら、俺の専属騎士を務めていたルティウスの処しよ遇ぐうについて検討する。意見のある者は自由に発言しろ」

　ヴァイスの命を受け、重臣たちの間から次々に声が上がり始めた。

「女の身で騎士になるなど、信じられない話です。さらには、女装して陛下の婚こん約やく者の振ふりまでしていたというではありませんか？　宮廷を侮ぶ辱じよくするにもほどがある！」

「我々だけでなく、今この場にいない諸しよ侯こうも同じ意見でしょう。我が国の秩ちつ序じよを守るためにも、ルティウスにはどうか厳しい処罰を！」

「でも、待て。ルティウスの今までの功績を鑑かんがみて、ここは減げん刑けいしても──」

　多種多様な意見が噴ふん出しゆつして、重臣たちの総意は一向にまとまりを見せない。

（このような事態になってしまって、陛下はどう思われているのだろう？）

　この一週間、怪け我がの治ち療りように専念しているルティアのもとに見み舞まいの花が贈おくられてくることはあっても、ヴァイスの気持ちを確かく認にんできる手紙などは一いつ切さい渡されなかった。

　自分と、なにより家族の将来を心配して、早はや鐘がねのように脈打つ心臓を制服の上から押さえる。その時だった。紛ふん糾きゆうする議論を遮さえぎり、広間の扉が突とつ然ぜん外から開けられた。

「なんだ!?　朝議の最中だぞ！」

（モロヘラが見つかった時のような緊きん急きゆう事態か──って、ああっ！）

　ひざまずいたまま肩かた越ごしに振り返ったルティアは、喉のど元もとまで出かかった絶ぜつ叫きようを吞みこんだ。

（姫ひめ君たち？　姉上やシリルに、ラッツまで!?）

　華はなやかなドレスの群れと、ルティアにとって大切な者たちが広間の入り口に集まっていた。

「失礼いたします、陛下。非常に無礼な行いと知りつつも、どうしても直接お伝えしたいことがあって、私たちはこの場に参りましたの」

　貴婦人の一人が進み出て、優ゆう雅がに膝を折る。その様子に多くの重臣たちが顔をしかめたけれど、この場で最終的な決定権を握にぎっているのは、国王であるヴァイスだ。彼が玉座の上から「構わん。話してみろ」と、促うながしてきたことに勇気を得て、貴婦人は続けた。

「お願いです、陛下。どうかルティウス様のことを罰ばつさないでくださいませ。ルティウス様が女性であったことには驚おどろきましたけれど、私たちがルティウス様をお慕したいしていたのは、男性だと思っていたからではございません。男性であっても、女性であっても、ルティウス様は立派な騎士でいらっしゃいます！」

（姫君たち……！）

　うんうんとうなずく貴婦人たちを見て、ルティアの胸が熱くなる。そこへまだ若い青年の声が加わった。それは扉の前でひざまずいたラッツのものだった。

「恐おそれながら、私もルティウスの同どう僚りようとしてお願い申し上げます。陛下の御代では、性別や身分年ねん齢れいに関かかわりなく、有能な者をどんどん登用していく方針だと伺うかがいました。その第一歩として、ルティウスを陛下の専属騎士に再び任命していただけないでしょうか？」

「いや、たしかにルティウスは騎士として優ゆう秀しゆうかもしれないし、陛下の方針もわかっているが、他ほかの諸侯がなんと言うか──」

「そのことにつきましては、ご心配に及びません」

　渋しぶる重臣の発言を遮り、低くよく通る声が広間の前方から上がる。それは、今までのほほんとした顔つきで、ことの成り行きを眺ながめていたクロードのものだった。

　彼は皆の視線が自分に集中したことに気まずさを覚えたのか、ポリポリと頰ほおをかいてから、上着のポケットに手をつっこんだ。そこから取り出したしわくちゃの紙を、重臣たちの前で高々と掲かかげて見せる。次の瞬間、ルティアは皆の顔色が一斉に変わるのを見て取った。

「それは──！」

「我が国を支える諸侯たちから署名をいただいて参りました。今後も、私たち諸侯は陛下に絶対の忠誠を誓ちかいます。どうか今回の件につきましても、陛下の良きようにお計らいください」

（義兄あに上うえ!?　公こう爵しやく領を発たたれたあと、なかなか王都にいらっしゃらないと思っていたら、各地の諸侯にかけあって、陛下を支持するよう説得して回っていらしたのか!?）

　ヴァイスの前で一礼したあと、クロードはルティアの考えを肯こう定ていするように、茶ちや目めっ気たっぷりに片目をつぶって見せた。

（みんな……！　私が今まで関わってきた人たちは、どうしてこんなにやさしいんだ？）

　今までずっと騙だましてきたのに、自分が本当は女だとわかったあとでも、誰一人としてそのことを責めようとしない。それどころか、性別に関係なく、一人の人間として自分を受け入れた上で庇おうとしてくれる。その姿に、ルティアは胸がいっぱいになるのを感じた。

「陛下、どうかご裁断を」

　クロードが皆みなを代表してヴァイスを促す。

　広間の空気がピンと張り詰つめたのをルティアは肌はだで感じた。皆が息をひそめ、見守る中、玉座の上のヴァイスだけが眉まゆ一つ動かすことなく、静かな口調で告げた。

「俺の心はすでに決まっている。ルティウス──いいや、ルティア・フォン・リリフォーレ、おまえに近衛隊からの除名を命じる」

「えっ……」

　ヴァイスの言い渡した判決に、ざわっとした動どう揺ようが広間を覆おおった。

「ルティウス様が除名って、そんな……！」

「やはり陛下は、情に流されない厳しいお方なのか」

　皆が思ったことを口々にささやく中、ルティアは揺ゆれる心を鎮しずめようと、腰こしにはいた剣けんの柄つかを強く握りしめた。

　かつてヴァイスは、自分が騎士を続けることを赦してくれた。しかし、それは多くの者に性別がばれる前の話だ。今とは状じよう況きようが全然違ちがう。

（仕方ない。性別を偽いつわって騎士を続けてきたというのは、それだけの重みを持つことなのだから。シリルと姉上にまで処しよ罰ばつが及ばなくてよかったじゃないか）

　家族のことを思って、前向きに考える。ただ頭では納なつ得とくできても、ルティアの心は、本当はくやしさに泣いていた。ヴァイスの専属騎士として、彼をそばで守り支えていけないことが、こんなにもつらいなんて！

（しっかりしなきゃだめだ。私はまだ騎士ルティウスだろう!?）

　皆の視線が自分に注がれているのを感じ、ルティアは必死で顔を上げた。ルティウスとしての最後の姿を、無様なものとして皆の記き憶おくに刻みたくなかった。

　ヴァイスにもちゃんと別れを告げたくて、無む理り矢や理り笑おうとする。そんなルティアの耳に、玉座の上からフーッと深いため息がこぼれ落ちてくるのが聞こえた。

「皆、よく聞け。俺の話はまだ終わっていない。ルティアの近衛隊からの除名と一いつ緒しよに、もう一つ心に決めていたことがある」

（どういうことだ？）

　再びざわめく一同を見回し、ヴァイスが悪戯いたずらっぽく口の端はしをつり上げて言った。

「俺の代に限って、専属騎き士しの位は廃はい止しすることにする」

（……なんだって!?）

　王宮の秩序がどうこう言う以前の問題として、ヴァイスの発言は常識では考えられなかった。

（専属騎士の制度をなくしたら、いったい誰だれが陛下のことをお守りするんだ!?）

　広間に集つどった全員が啞あ然ぜんと立ち尽つくす中、ヴァイスがおもむろに玉座から立ち上がった。彼は目の前の段を下りてくると、ルティアの前でひざまずき、その手を取った。

「専属騎士はもういらない。代わりにルティア、今まで性別を偽ってきた罰として、おまえの残りの人生をすべて俺にくれないか？」

「えっ……」

「騎士ではなく、王おう妃ひとなったおまえに俺の背中を預けたい。俺はおまえと共にこの国の未来を築いていきたいんだ」

「陛下……！」

　言葉にならない喜びがルティアの心を満たしていく。

　やがて静まりかえった室内に、パチパチと手をたたく音が響ひびいた。その主はシュヴァリエだった。彼は灰色がかった青い隻せき眼がんを愉ゆ快かいそうに細めて言った。

「ルティウスが王妃になるのであれば、専属騎士の地位は必要ないと私も思います。彼女になら、陛下と自分の身を同時に守ることができるでしょう。そうしてもらえれば、近衛隊としても仕事量が減って一石二鳥というものです」

「私たちも、ルティウス様をお妃きさき様としてお慕い申し上げます！　ですが、一つ心配なこととして、その、ルティウス様に貴婦人の振ふる舞まいがおできになるか──」

「その点は問題ございませんわ」

　貴婦人の台詞せりふを遮り、ころころとした笑い声が辺りに響く。見ると、口元を持っていた扇おうぎで隠かくしたファビエンヌが上じよう機き嫌げんで皆の前に進み出た。

「ルティウス──いいえ、ルティアの姉として、どこに出しても恥はずかしくない王妃となるように、彼女のことは私が一から教育いたします」

（姉上は私にまた淑しゆく女じよのたしなみをたたきこむ気か!?）

　ファビエンヌの発言にゾッとする。しかし、それは一いつ瞬しゆんのことで、ルティアはすぐに自分を取り戻もどした。

　視線を戻すとヴァイスが目の前で微ほほ笑えんでいるのが見えた。それも自分だけが知っている、少年のように透すき通ったあの笑え顔がおで。

「ルティア、最後におまえの答えを聞かせてくれないか？」

　ヴァイスの言葉にゴクリと息を吞のみ、ルティアは立ち上がって踵かかとをそろえた。

「陛下、どうかこの国の王妃として、あなたを守り支える栄えい誉よを私にお与あたえください！」

「ああ、よろしく任せた」

　ヴァイスが笑ってうなずくのを見て、踵をそろえたまま右手を顔の前にかざす。それが、騎士ルティウスとしてルティアが最後に見せた敬礼となった。
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　ルティアが正式にフロイデン王国の王妃となることが決まった晩、シュヴァリエは遅おそくまで近衛隊長の執しつ務む室に一人で残っていた。

　椅い子すに深く腰こし掛かけ、執務机の後ろにある壁かべを見上げる。その青い目が見つめる先にあったのは赤と黒──覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイアを表す二頭の獅し子しが向かい合う姿を描えがいた王国旗だった。

「かくして黒くろ髪かみの王の伝説は、最後に破れたか……」

　あの国王のことだ。覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイアのいずれかは手に入れると予想していたが、まさか両方ものにするとは思わなかった。

　そのまま時が流れることも気にせず、王国旗を眺めていると、不意に執務室の扉とびらがノックされた。こちらの返事を待つことなく、扉が勝手に外側から開けられる。

「まったく……俺の友人たちは皆、俺のプライバシーをなんだと思ってるんだ？」

　嘆たん息そくと一緒に吐はき出した言葉には棘とげが含ふくまれていても、その声は怒おこっていない。黒髪に冴さえない銀ぎん縁ぶち眼鏡をかけた友の訪問に、シュヴァリエは苦く笑しようした。

「奥方と久しぶりの再会を果たしてから、まだ一週間しか経たっていないだろう？　放っておいていいのか？」

「ファビエンヌなら、今はルティアの淑女教育に熱中していて、それどころじゃないよ。せっかく王都に戻もどってきたのに、誰もかまってくれなくて寂さびしいから、遊びに来たんだ」

　笑いながらそう言うと、クロードは持ってきたバスケットを執務机の上に置いた。中から白ワインのボトルとグラスを三つ取り出し、順々にワインを注いでいく。

（この部屋には俺たちしかいないのに、なぜ三つ？　これから誰か来るのか？）

　シュヴァリエがその数を不思議に思っていると、三つ目のグラスにワインを注いだクロードが、それを自分たち二人の間に置いて言った。

「これはカミーユの分だよ。私たち三人は昔からよく一緒に過ごしていたけれど、最後には違う道を進むことになったね」

「………………」

　クロードの言葉に、シュヴァリエは無言で机き上じように置かれた三つ目のグラスに視線を落とした。

　ヴァイスがカミーユに下した処罰を思い出す。それは、王宮の北側に位置する塔とうへの幽ゆう閉へいだった。国王の命を狙ねらったにしては軽い刑けいに驚おどろくカミーユを見て、彼は告げた。

「王宮の端はしから、俺の治世を死ぬまで見守り続けることをおまえにとっての罰ばつとする。だが、俺が道を誤ったと思ったら、いつでも討うちに来てかまわないぞ」と。

（ルティウスが現れてから、陛下はお変わりになった。あいつが王妃としてそばにいる限り、陛下が討たれる心配はまずないだろう）

　王国の未来に思いを馳はせて、出されたワインを一口飲む。そんなシュヴァリエの姿を、執務机を挟はさんで向かいに立ったクロードが、にこにこ笑いながら眺ながめていた。

「なんだ、気持ち悪いな。どうした？」

「いやぁ、今日の陛下が在るのはすべてシュヴァリエのおかげだと思ったら、なんかもっと君のことを労ねぎらいたくなってきて。ルティウスの性別のことも、本当は最初から気づいていたのに、ずっと黙だまっていてくれたんだろう？　義兄あにとして感謝するよ。ありがとう」

「別に、おまえの義妹いもうとだから特別扱あつかいしていたわけじゃないぞ？　一回でも泣き言をこぼしたら遠えん慮りよなく除隊させてやるつもりだったのに、あいつは意外としぶとかったもんでな」

　シュヴァリエの言葉を、クロードは笑顔でうんうんとうなずきながら聞いている。その姿を視界の隅すみに収めながら、シュヴァリエは持っていたワインを再び傾かたむけた。

「まぁ、あいつはきっといい王妃になるさ」

「そうだね。若き国王夫妻に祝福を」

　クロードがグラスを手に取り、壁を飾かざる王国旗に向かって高々と掲かかげてみせる。

　古くからの友人たちの間に気を遣つかう会話はいらない。二人してゆっくりワインを傾けているうちに、夜はだんだんと更ふけていった。







[image: エピローグ　恋と花嫁のはじまり？]




　王都を包む夜の帳とばりが、とびきり美しい星ほし影かげを地上に投げかける。

　夏も終わりに近づいてきたその晩、フロイデン王国の王宮ではアランス王国の使者を招いての式典と、それに続く夜会が開かい催さいされた。

　国王を巡めぐる陰いん謀ぼうに決着がついたことで心が明るくなったのか、夜会に参加した人々の装いは一ひと際きわ華はなやかで、最後には色とりどりの打ち上げ花火が王都の夜空を彩いろどった。その様子に招待客も主しゆ催さい者しやも全員が満足して、両国の友好を改めて誓ちかったものだ。

　けれど、皆みなが楽しそうにしている中で、清せい楚そな白いドレスに身を包んだルティアだけは、最後まで全身を緊きん張ちようでガチガチにこわばらせていた。

　それも仕方ない。なにしろこの日、ルティアは国王ヴァイスの婚こん約やく者として、正式に皆の前で紹しよう介かいされたのだから。

　式典も夜会もすべて終えたあと、ルティアは久しぶりに、自分に与えられている王宮の一室に戻ってきた。扉を閉め、白い革かわ張ばりのソファーにドカッと腰掛けるなり、きれいにルージュの塗ぬられた唇くちびるからプハーッと深い吐と息いきがこぼれた。

　騎き士しとして主あるじの後ろに控ひかえることには慣れていても、自分が主役としてここまで注目されることは今までなかった。しかも、その初めての機会がドレス姿でなんて！

（まぁ、でも、最近は私も貴婦人の真似が少し板についてきたかな？　今日のダンスでは陛下の足を踏ふまなかったし）

　一日の行動を振り返り、満足してうなずく。と、同時に、ルティアはハッとして、ソファーの上で開いていた足を慌あわてて閉じた。

　淑女のたしなみ第四条──貴婦人は、いかなる時でも足を開いてはいけない。

　どうせスカートの下に隠かくれていて見えないからと思って、油断してはならないのだ。

　ルティアが急いで乱れたスカートを整えていると、不意に部屋の扉がノックされた。返事をすると同時に、開いた扉の先から優ゆう雅がな花の香かおりが漂ただよってくる。

　部屋に入ってきたのは、黒地に二頭の獅子の刺し繡しゆうが施ほどこされた正装に身を包み、腕うでいっぱいに薔ば薇らの花束を抱かかえたヴァイスだった。

「陛下!?　急にどうなさったんですか!?」

「どうなさったもなにも……おまえはこの格好を見て、なにも思い出さないのか？」

「……あっ！　そういえば！」

　小さく叫さけんだルティアを見下ろし、ヴァイスはなぜか疲れたように額を片手で押さえて大きく頭かぶりを振ふった。

「今宵こよい、おまえは皆の前で正式に俺の婚約者として認められた。だけど、おまえ個人の答えはまだ聞いていなかったと思ってな」

「え、それって──」

　戸と惑まどうルティアの前で、ヴァイスがひざまずく。こちらの顔をまっすぐに見上げ、彼は薔薇の花束を差し出してきた。

「ルティア・フォン・リリフォーレ、俺の妻になってほしい」

「……はいっ！」

　最初に求婚された時と違ちがって、今の自分には断る理由がなにもない。素す直なおに花束を受け取ったルティアを見て、ヴァイスがホッとしたように笑う。

「おまえは花に興味がないようだったが、これは気に入ってくれたか？」

　ヴァイスに問われ、ルティアはためらいがちにコクンとうなずいた。

　今までの人生を男として生きてきた自分にとって、花束はずっと誰だれかにプレゼントするものであって、もらうものではなかった。そんな自分が女性扱いされ、花束を贈おくられること自体がなんだか妙に気き恥はずかしい。だけど──、

（好きな人からもらう花束って、こんなにも嬉うれしいものなんだな……）

　薔薇の甘い香りに包まれていると、ふわふわと幸せな気分になってくる。

「あの、その……ありがとうございます、陛下！」

　恥はずかしさを我が慢まんして、精せい一いつ杯ぱいの感謝を伝える。照れてはにかむ自分を見て、ヴァイスもまた嬉しそうにしていたが、その顔がふと真しん剣けんみを帯びたものになった。

（ん？　急にどうしたんだろう？……もしかして私に女性としての魅み力りよくが足りなかったのか!?）

「好きな殿との方がたから求婚された時は、素直に喜べばそれで十分よ」と姉のファビエンヌは言っていた。けれど、つけ焼き刃ばの貴婦人でしかない自分の受け答えでは、やっぱり満足してもらえなかったのかもしれない。

「えーと、その、陛下……」

　ソファーの上であたふた焦あせるルティアの隣となりに、ヴァイスが腰こし掛かけてきた。

「なぁ、ルティア。その花が気に入ったのであれば、礼に俺の願いを一つ叶かなえてくれないか？」

「ね、願い──ですか？」

　急に改まったヴァイスを前にして、思わず身構える。そんなルティアの顔を間近で見下ろし、彼はやさしく微ほほ笑えみながら続けた。

「俺にとって、おまえは王おう妃ひである以前に、かけがえのない人生の伴はん侶りよだ。おまえもそう思っていてくれるのなら、二人だけの時は名前で呼んでほしい」

「それはつまり、ヴァイス様と──」

「様はいらない」

「え、でも……！」
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　これはいったいなんの罰だろう？

（様づけでも十分大変なのに、呼び捨てだなんて！）

　ちらりとヴァイスの様子を窺うかがうと、彼は少し意地悪な顔つきでこちらを見返してきた。

「なぁ、ルティア、俺たちはこれから夫ふう婦ふになるというのに、おまえだけいつも本当の名前で呼ばれるなんて、ずるくないか？　それとも、おまえにとって俺はいつまで経たっても夫ではなく、国王のままなのか？」

「そ、そんなことありません！」

「なら、俺を名前で呼ぶこともできるだろう？」

「うっ……」

　甘い声でねだられ、ルティアはとうとう観念した。スカートを握にぎりしめ、大きく息を吸う。

「えーと、では、その、ヴァイス……？」

　ルティアの呼びかけに、ヴァイスが心の底から嬉しそうな笑えみを返してくれる。自分の一言でここまで喜んでくれる姿に、くすぐったいような幸せを覚えて、ルティアもつられて笑顔になった。

（ああ、でも名前で呼ばれるって、そういうことだよな）

　ヴァイスの婚約者候補を演じていた時、自分も彼から「ルティウス」ではなく、「ルティア」という本当の名前で呼ばれて嬉しかったことを思い出す。

　ヴァイスの周りには今、彼のことを「陛下」と呼ぶ人しかいない。自分が「ヴァイス」と呼ぶことで、彼が国王ではなく、一人の男に戻もどれるというのであれば、いくらでもその名を口にしてあげたかった。

「ヴァイス、あなたのことは私が一生──」

　守る、と続けようとしたルティアの言葉は、しかし、近づいてきたヴァイスの唇にふさがれてしまった。

　甘く心をとろかすような口づけに、全身から力が抜ぬけていくのを感じる。

　やがてたくましい腕に抱だきしめられ、まっ赤になったルティアの顔を見下ろし、ヴァイスが唇の端はしを悪戯いたずらっぽくつり上げて笑った。

「おまえの考えていることは、だいたいわかる。今だって、俺を守ると言いたかったのだろう？　だが、俺たちはこれから夫婦になるんだ。おまえの背中も俺に守らせろ」

　背中に回されたヴァイスの腕に力がこもる。それはルティアにとって、どんな求婚の言葉よりも最高に幸せで嬉しい宣言だった。

　今まで騎士として、仮の婚約者として、様々な仮面をかぶって生きてきたけれど、この人の前では、いつでもありのままの自分でいられる。

　微笑むルティアを見て、その唇にヴァイスがもう一度やさしい口づけをした。




　　　　[image: ]




　フロイデン王国の王宮の廊ろう下かには、歴代の国王夫妻の肖しよう像ぞう画がを並べて飾かざった場所がある。

　肖像画の中の王たちは、椅い子すに腰掛けた王妃を守るようにして、その後ろに立っている。しかし、その中に一枚だけ他ほかとは違う絵が掛かけられていた。

　美しい白金の髪かみと翡ひ翠すいの瞳ひとみを持つその王妃は、黒くろ髪かみの王の隣に立ち、一ひと振ふりの剣けんを手に掲かかげ持っている。彼女は普ふ通つうの王妃と違って王宮の奥に籠こもることをよしとせず、有事の際には自ら剣を取り、夫である王の背中を守ったという。

　いつからか、そんな王妃を妻に迎えた王のことを、人々は敬愛の念をこめて「覇王ルテイ神ウスと豊穣神ルテイアを共に手に入れた唯ゆい一いつの王」と呼ぶようになっていた。







　あとがき




　こんにちは、あるいは初めまして。麻ま木き琴こと加かです。この度たびは『仮面婚こん約やくのたしなみ』の第三巻をお手に取ってくださり、誠まことにありがとうございます。

　今巻では、私が「苦労人のクロード」と呼んでいるファビエンヌの夫や、シュヴァリエの幼おさな馴な染じみであるカミーユといったキャラたちが新登場します。彼らはいったいどういう人たちなのか、ルティアたちの物語とあわせて楽しんでいただけたら幸いです。

『仮面婚約』の執しつ筆ぴつにあたり、いつも疑問に思っていたことがあります。それは「剣けんで戦うって、実際にはどういう感覚なんだろう？」というものです。今までにも博物館に並べられている剣を眺ながめたり、フェンシングの試合を観みたりすることはありましたが、自分で剣を振ふるう機会はありませんでした。そこで先日、今までの疑問を解消すべく、取材に行って参りました。西洋の騎き士し道どうを体験できる道場、キャッスル・ティンタジェル様に！

　私は一日コースに参加させていただき、午前中は剣の体験練習、そして午後はなんと全身鎧よろいを着た上でのスパーリングという貴重な体験をさせてもらいました！　……結果は言わずもがな。私は一戦しただけで足あし下もとがふらつき、翌日はお決まりの筋肉痛に悩なやまされました。ルティアたちみたいに颯さつ爽そうと戦えるようになるまでには、相当の努力が必要なようです。

　このように様々な体験をしながら書かせていただいた『仮面婚約』ですが、本シリーズは今巻で一つの終わりを迎むかえます。キャラたちとのお別れは寂さびしいと同時に、彼ららしいラストを書けたことにホッとしてもいます。

『仮面婚約』は本当に多くの方々に支えられながら、書き進めてきたシリーズでした。同居人の幼馴染みＹや彼女の姪めいっ子のＮちゃん、愛犬の真ま央おちゃん、そして友人たちや先せん輩ぱいに当たる方々からは、いつもたくさんの癒いやしや笑顔をもらいました。

　本シリーズは立ち上げから今巻に至るまでの間、四人の編集者様に担当をしていただき、的確なアドバイスをたくさん頂ちよう戴だいしてきました。イラストレーターの成なる瀬せ様には、キャラたちをいつも生き生きと描えがいていただけたこと、心から感謝しています。ありがとうございます。

　最後に、ここまで読んでくださった皆みな様さまに最大級の感謝を！　皆様からいただいた感想は、私が小説を書き続けていく上で一番の原動力になりました。キャラたちが皆様の心に寄り添そうことで、少しでも明るく楽しい気持ちになっていただけたのであれば、作者としてこれ以上に嬉うれしいことはありません。

『仮面婚約』は終わりますが、また次のシリーズでもお会いできたら幸いです。





麻木琴加　　

Twitter：@makikotoka　　
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